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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　誇ほこりを胸に生きてきた。

　鈴すず鹿かの一族、本家に生まれた次女として。

　妾わたしは、いずれ頭とう首しゆとなられる定めを負った姉ねえさまの、影として生まれてきたのだ。姉さまをお守りし一族の安あん寧ねいに生涯を捧ささげねばならない。この身は、この心は、そのためだけに存在する。それこそが妾の矜きよう持じであり、幸福であり、存在理由なのだ──そう思っていた。それだけを思って、そうなりたいと願い、日々を過ごしていた。

　あの日、里が燃えるまでは。

　繁はん栄えい派はを名乗る裏うら切ぎり者ものどもによって、妾の存在理由は変わった。

　本家唯一の生き残りとなった妾。

　鈴鹿の一族を再び統とう率そつし、再さい興こうする。それこそが妾に新しく与えられた──いや、姉さまの代わりに成なし遂とげなければならない──使命であり、定めとなった。

　本来なら姉さまの身代わりとなって死ぬべきであった妾が何な故ぜおめおめと生き残っているのか、そんな罪ざい悪あく感かんがある。厳きびしかった母さまと優やさしかった父さまにもう一度会いたい、そんな悲しみがある。果たして妾などに一族の頭首が務つとまるのか、そんな戸と惑まどいがある。

　けれど、感情に甘えることなど決して許されない。妾が負った責せき務むは、妾ごときの感情などよりも遥はるかに重いものなのだから。

　吉よし乃のに、そして景けい介すけに出会えたことは幸運だったと思う。

　もちろん、吉乃の死は幸運などと呼んでいいものではない。吉乃と景介との間に最悪の形で割って入ることになってしまったのは、妾が負うべきもうひとつの罪つみでもある。

　だが、それでも。

　妾は、救われたと思うし、嬉うれしかった。

　吉乃は高こう潔けつで誇り高い娘だし、景介は強く優しい男だ。ふたりと関われたことで、妾の肩の重みは随ずい分ぶんと楽になった。ふたりがいるお陰かげで妾は責務に押し潰つぶされずに済んでいる。繁栄派の娘たちを前にしても真まっ直すぐに立っていられる。もし吉乃と景介に出会わない今までの妾であったら、きっと負けていただろう。重責に、敵に、境きよう遇ぐうに。

　本家の次女という矜持を喪うしなってなお妾が立っていられるのは、ふたりのお陰だ。

　喪も着ぎの意味。自身が鈴鹿の一族であるということの罪と罰ばつ、それ故ゆえに持たなければならない矜持。本来なら妾には一生縁えんのなかったはずのものを、吉乃と景介が教えてくれた。妾はきっと、ふたりの想おもいを背負うことで、こうして二本の足で立てているのだ。

　そうだ。

　妾は──本来の妾は、とても弱い。

　隣にいる景介に甘えていなければ泣き出してしまいそうになる。一緒にいる吉乃の強さに縋すがらなければ崩れてしまいそうになる。ふたりに支えてもらわなければ毅き然ぜんとしていられない。

　吉乃と景介だけではない。棗なつめや、型かた羽はや、夭ようや、棺かん奈な、檻おり江え。妾の味方になってくれるみんながいるからこそ、妾わたしは妾でいられるのだと思う。

　父さまが巳み代よによって真っ二つにされたあの日の記憶や、依い紗さ子こに連れ去られた歩ほ摘づみが今どうしているかという不安に魘うなされ、夜中に飛び起きてしまうことも多い。けれど、枕まくら元もとに座ってこっちを気き遣づかってくれる棺かん奈なの顔を見て、胸の裡うちにいる吉よし乃のと心を合わせ、そして景けい介すけのことを想おもえば、どんな悪夢にもどんな記憶にも、どんな現実にも決して負けはしない。

　だから妾は、大丈夫だ。

　歩摘を取り戻し、神楽かぐらを打ち倒し、一族を再び取りまとめ、そうして景介と吉乃と一緒に心置きなく笑って暮らす。そんな未来を、きっと実現させてみせる。




　　　　　　　　　　※




　滲にじみ出てくる昏くらい不安は、必死で絞り出した希望に覆おおい隠かくされていた。

『お前は次女だから何も知らない』──あの日、供きよう子こが発した言葉の意味は考えないようにしていた。姉の木こ春はるを殺したのが自分たちだと本当に思っているのか、という示し唆さめいた科白せりふについても同じだった。こちらを惑まどわすための適当な戯たわ言ごとに違いない、と。

　考えてしまえば、気付いてしまえば、取り返しがつかなくなりそうだったから。

　だからずっと疑問に思わなかった。思おうとしなかった。

　あの日、本家の屋や敷しきが炎に包まれた夜のこと。

　妾──枯かれ葉はは。

　何故、母と姉が死んだ時の光景を思い出せずにいるのだろう？

　父の死しに様ざまは何度も夢に見るのに。

　母と姉の死も、確かに──この目で見たはずなのに。
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　　　　　　　　　　１




　四月になった。

　昼休み、憩いこいの時間──二年生へと進級した霧きり沢さわ景けい介すけは校庭の隅すみに咲いている桜をぼんやりと見つつ、この冬はとてつもなく長かったな、などと回かい顧こしていた。

　冬が長かったのは、鈴すず鹿かの一族と関わり始めた二月、三月の二カ月間のせいだ。思い出すのも面倒になるほどいろいろなことがあったし、何度も危ない目に遭あった。というより、生きているのが割と不ふ思し議ぎだ。こうして新学期を迎えられたのは奇跡だとすら思う。

　とはいえ、春になって区切りがついたという訳わけでもない。鈴鹿の一族を巡めぐる諸もろ々もろの問題は現在進行形で継けい続ぞくしていて、季節が変わり暖かくなったからといって、始業式の挨あい拶さつで校長が言ったみたいに「心しん機き一いつ転てん、新しい自分に」なんてなれるはずもなかった。

　それに──。

「相変わらずお前らと顔突き合わせてるのも原因だよな」

　視線を窓から移しつつ溜ため息いきを吐つく。

　景介が新たに所属することになった二年Ｃ組の教室。

　目の前には昨年度と同じく、宮みや川かわ英えいのナル顔と荒あら木き聡そう太たのアホ面づらが並んでいる。

「原因って、なんのだ？」

　パンを頬ほお張ばりつつ、荒木が訝いぶかしげな表情でこっちを睨にらんでくる。

「尋きかない方がいいよ。景介のことだから、どうせろくなことじゃないさ」

　雑誌をめくりながら、宮川はこっちを一いち瞥べつすらしない。

「代わり映ばえしねえってことだよ」

　景介が嘆たん息そく混じりに口にした。と、

「へえ」

　顔を上げる宮川。

「なんだその反応は？」

「景介にしては珍しく、真っ当なことを言ったなと思ってさ。まったく代わり映えしなさすぎてうんざりするよね。……きみも、荒木も」

「……お前も言うようになったじゃねえか、英」

「まったく嘆なげかわしい。宮川も性しよう悪わるメガネに影えい響きようされやがった」

　大おお仰ぎように肩を竦すくめる荒木はちょっと忌いま々いましそうにしつつ、

「つーかさ。お前ら、そんなに俺が邪じや魔まか？」

　実はこの三人の中で、荒木だけクラスが違う。一年時の進路を秋あき津つ依い紗さ子こと同じ選択教科にした結果、景介や宮川と離はなれ離ばなれになってしまったのだ。そうしておいて当の秋津依紗子が学校からいなくなってしまうという結果は間抜け極きわまりないが、ちょっと同情する。

　荒あら木きは、昼休みになるとこうしてちょくちょく景けい介すけたちの教室へと訪れている。

「邪じや魔まってほどでもないんだがな」

　景介は苦笑した。

「お前がそこまで寂さびしがり屋だとは思わなかっただけだ」

「うるせえよ。俺だけじゃないだろうが」

　顔をしかめる荒木に、まあな、と心中でだけ頷うなずいておく。

　実際、こいつと同じ考えの奴やつは少なくない。

　教室を見渡しても、生徒たちの半分近くが別のクラスの人間だった。景介は二年になるまで知らなかったのだが、この状じよう態たいは決してクラス替えに伴ともなう一時的なものではない。一学年百二十人程度と比較的生徒数が少ないせいなのか、それとも田舎いなか特とく有ゆうの狭く閉とじ篭こもろうとする風土によるものなのか。学年が上がるにつれ、昼休みや放課後はクラスに関係なく仲のいい者同士が集まりがちな傾向にあるそうだ。白しら州す高こう校こうの伝統みたいなものだ、と誰だれかが言っていた。

　背後を振り返ると、木こ陰かげ野の棗なつめがまるで当然のように教室に居座って友人たちと談だん笑しようしている。彼女も景介とは別クラスになっていたが、どうやら茶道部の面々は二年Ｃ組を集会所に決めたらしい。目が合うと、ん？　と微かすかに首を傾かしげられたので「なんでもねえよ」と無言で返し、肩を竦すくめて視線を逸そらす。

　もっとも、クラス替えによって疎そ遠えんになる者もいる。逆に、新たに親しくなる者だって。決して変化がない訳わけではなく、緩ゆるやかで目には見えにくいというだけなのかもしれない。

　或あるいは、変化を見なかったことにしているのか。

　転校という形でいなくなった日ひ崎ざき歩ほ摘づみや秋あき津つ依い紗さ子こはもちろん、失しつ踪そう扱いの灰はい原はら吉よし乃ののことですら、彼ら彼女らはもはや口にしない。昨日きのうまでが打うち崩くずされてしまうような出来事があってもなお、昨日までと同じ生活を送ろうとする──それが、この半はん端ぱな田舎町で暮らす人々が無む意い識しきに身に付けた、一種の精せい神しん浄じよう化か機き能のうなのだろう。

　鈴すず鹿かの一族、繁はん栄えい派はの連中がそこに付け込んでいることにも気付かず、呑のん気きなものだ。

「……ふん」

　考えていると不意に苛いら立だたしくなって、景介は小さく溜ため息いきを吐ついた。

　この中にあって、自分は異質なのかもしれない。日常の急きゆう激げきな変化を見せ付けられ、かつ、景介自身がそれに伴う変へん革かくを求められているという意味では。

「なんだ性しよう悪わるメガネ、訳のわからんことを言ったと思ったら急に渋い面つらになりやがって」

「あ？　うるせえよアホの荒木」

「うん、その者の言う通りだ。お前、学まなび舎やではいつもそんな小こ難むずかしい顔をしているのか？」

　と、背後から不意に割って入った声に対し、

「いや、そういう訳じゃねえよ。でも……」

　反射的に言い返そうとして、唇が止まる。

「……って、ん？」

　景けい介すけの違い和わ感かんを無視し、

「しかし、学校生活というものを初めて見たが……なかなか楽しそうではないか」

　それはやけに尊そん大だいな口調に似合わない、幼い声。

　──おい、待て。

　ちょっと待て。

　思わずスルーしかかったけど、今のはその……おかしくないか？

　今は昼休み。学校、教室での談だん笑しよう中ちゆうだ。そのはずだ。

　そこに──なにかこう、あり得ない声が聞こえたような気がしたのだけど、気のせいだろうか。なあに、きっと気のせいだろう。そうに違いない。そうであって欲しい。

　でも、宮みや川かわと荒あら木きはぽかんとして景介の背後を見ている。

「いやいや。そんな訳わけは……」

　景介は呟つぶやきつつ、恐る恐る振り向いた。

　目に入ってきたのは、見慣れたセーラー服の白。スカーフの山やま吹ぶき色いろ。スカートの紺こん色いろ。

　その格好に反射的に安心する。が、それを着ているのは、長く真まっ直すぐに伸びた黒くろ髪かみと、大きなふたつの瞳ひとみを持った少女。

　つまり、白しら州す高こう校こうの制服を身に纏まとった、

「……枯かれ葉はぁ!?」

　思わず大声をあげて立ち上がった景介を、教室にいた生徒たちが揃そろって凝ぎよう視しする。

「そうだが。どうした？　頓とん狂きような声をあげて」

　枯葉は仔し細さい構わず──というより空気を読まず、怪け訝げんな顔で問うてきた。

「いや、ってかお前、なんでここにいるんだよ！」

「お前に会いに来たのだ。……と言ったら嬉うれしいか？」

「冗じよう談だん言ってる場合か！」

　景介の頭の中では『間違ってもこの場にいるはずがない』奴やつが、昼休みの教室という日常風景の中に立っている。その違和感に脳の処理が追い付かない。

「なあ、霧きり沢さわ」

　荒木がやや当とう惑わくしつつ尋きいてきた。

「えっと、知り合いか？」

「いや、その」

「ああ、これは失礼をした。妾わたしは枯葉という。景介とは将来を……」

「ストーップ！　待て、黙れ、口にチャックだ！」

「なんだ景介、なにをそんなに……」

「ちょっと来い！」

　枯かれ葉はの腕を掴つかみ、教室の隅すみへと引っ張っていく。隠かくれるように身を縮ちぢこまらせ、

「おい、お前なんでここにいるんだよっ」

　脳の片隅に残っていた理性が声をひそめさせた。

[image: ]

　枯葉もつられたのか、或あるいは察さつしてくれたのか、小さく答える。

「うん。入ってきた」

「……は？」

「学校というのはおかしな場所だな。この服を着ているだけで、部外者である妾わたしのことに気付く者は誰だれもいない。こんなことでは有ゆう事じの際さいに障さわりがあるのではないか？」

「いや、そうじゃなくてだな……」

　ようやく景けい介すけにも思考を巡めぐらせる余よ裕ゆうが出てきた。ほんの少しだったけれど。

　どうやら新入生として入学してきたとか転校してきたとかそういうベタなものではないらしい。まあ、これは当たり前だ。繁はん栄えい派はの連中に命を狙ねらわれている身で、通わなくてもいい学校にわざわざ通う理由がない。

　だが、そうでないというのであれば──自然、不ふ法ほう侵しん入にゆうということになる。

「もう一度尋きくが、なんでここにいるんだ」

　正確には三度めの質問だった。

「所しよ用ようだ。せっかくだから、お前の普段の様子も見ておこうと思ってな」

　枯かれ葉ははなんでもないことのように言うと、一いつ転てん、窺うかがうようにこっちの目を見み詰つめ、

「……迷めい惑わくだったか？」

「いや……その」

　その無む邪じや気きな視線に思わず口くち籠ごもり、

「とにかく、ええと……そうだ、お前は新入生。知り合いの俺に会いに来た。それでいこう」

　咄とつ嗟さに考えた言いい訳わけを提てい案あんする。

　荒あら木きや宮みや川かわに対して『こいつは生徒でもなんでもない奴やつだけど用事があったらしく学校に制服を来て侵しん入にゆうしたそうだ』などと、事実を莫ば迦か正しよう直じきに告げる訳にもいかない。

「え、妾わたしは新入生などではないぞ？」

「いいからそういうことにしとくんだよ！　少なくともこの教室の中ではっ」

　景けい介すけの鬼き気き迫せまった様子に気け圧おされたように、枯葉が「うん」と頷うなずいた。

　──よし。

　頭の中で繰くり返かえす。こいつは新入生。知り合いの……ええと、中学の時の先せん輩ぱいである俺に会いに来た、それだけ。よし完かん璧ぺきだ。景介は満まんを持じして振り返った。

「あー、その、なんだ」

　教室の中にいた全員が無言で、こっちを凝ぎよう視ししていた。

「って……え？」

　その視線が妙みように痛いたい。

「……ええと……ですね……皆さんなんでそんな顔？」

　戸と惑まどうも、返ってくるのは沈ちん黙もく。

　しばらくあって、荒あら木きがつかつかとこっちへ歩み寄ってくる。

「性しよう悪わるメガネ。いや、景介」

「いや、なんでわざわざ言いなおすんだよ」

　憐あわれむような、羨うらやむような、憎にくむような、嘲あざけるような。喜き怒ど哀あい楽らくすべての混在したとてつもなく複ふく雑ざつな表情で、荒木は景介の肩を、ぽん、と叩たたいた。

「悪い。俺は……こういう時、どんな顔をしていいのかわからん」

「……は？」

　それは、どういう──。

「待て。お前ら、まさか……」

「あのね、霧きり沢さわ、枯葉」

　人の間を縫ぬって前に出た木こ陰かげ野の棗なつめが、呆あきれ顔がおでふたりの名を呼ぶ。

　そして、

「……まる聞こえだったから。あんたたちの会話」

　景けい介すけの懸け念ねんを、あっさりと肯こう定ていした。

「え？」

　思わず、自分自身を指差す。

　あまりのことに言葉が出てこない。

　──俺と？

　ジェスチャーだけで問うと、木こ陰かげ野のは首しゆ肯こうする。

　こくり。

　続いてこれも無言で枯かれ葉はを指差す。

　──こいつの？

　こくり。再び首肯。

　──会話、全部？

　両手をわさわさと動かしながら、口をぱくぱくさせる。

　けれど、通じたようだ。

「だから、全部だって」

　瞬しゆん間かん。

「おおおおお！」

　歓かん声せいが降って湧わいた。

「霧きり沢さわの彼女か!?」

「マジか！」

「嘘うそでしょ、美人じゃん！」

「髪かみの毛けキレイっ！　凄すごい、でもなんでこんな娘こが霧沢と？」

「ここの生徒でもないのにわざわざ会いに来たんだってよ……すげえな」

「なんか、どっかのお嬢じようさまみたい……」

　知り合いの面々が次々に口にする。まださほど仲良くなっていない連中はなにやらひそひそと会話を交わしている。景介はあまりのことに口をぽかんと開けたまま立たち尽つくす。

「ねーねーなっちゃん、この娘と知り合いなの？」

「棗なつめが紹介したとか？」

「マジすか。あんたねぇ、人の世話するより先に自分の……」

　女子たちが木陰野に殺さつ到とうする。

　ついでに枯葉にも。こちらは男女双方。

「どこの高校通ってるんですかー？」

「その制服どうしたの？」

「この性しよう悪わるメガネのどこがよくて付き合ってんの？」

　あまりのことに枯葉も殆ほとんど反応できずにきょとんとしている。木陰野は木陰野で大おお慌あわてで対応に追われている。そんな彼女たちに自分ができることはないと景けい介すけは確信した。何な故ぜなら、自分の周囲にも友人たちが群むらがって、好き勝手なことを口にし始めたのだ。

「おいこの野郎。てめえどこであんな美少女捕つかまえやがった？」

「ねーねー、知り合った切きっ掛かけは？」

「やるじゃねえか性しよう悪わるメガネ。ただの性悪メガネじゃなかったんだな」

「おい、ちょっと待……」

　たまらず彼ら彼女らを制そうとするが、いきなり、がば、と、肩を抱かれる。

　荒あら木きだった。

「おい霧きり沢さわ景介」

「なんだよ、お前、ってか、なんでフルネーム」

「お前といい英えいといい……どうして貴き様さまらは俺に黙ってよろしくやってくれてんだ、おい？」

　妙みように殺さつ気きの込められた声だった。

「い、いや、誤ご解かいだ。英はともかく、俺のことはっ」

　言いい訳わけをしようとした刹せつ那な、

「うっそー！」

　向こう側、つまりは枯かれ葉はと木こ陰かげ野のを囲んだ集団の中で、女子たちの嬌きよう声せいがあがる。

「将来は結婚するって？　……マージーでー!!」

　──ちょっと待ていったいどんな説明をしやがったあいつら！

　景介は焦しよう燥そうとともに向こうの会話に意い識しきを傾かたむける。

　枯葉に群むらがった女子連中は恋愛方向に話題をシフトさせつつあった。

「はいはい、質問！　ずばり、霧沢とはどこまで行ってるの？」

　……しかも、下げ世せ話わな方に。

「どこまで、とはどういうことだ？」

　枯葉の怪け訝げんそうな声が聞こえた。どうやら含まれた意味が理解できないらしい。

　しかしそんなことで諦あきらめる女子たちではない。

「あー、要するにさ……もうキスとかした？」

　あっさりと、表現を直ちよく截せつ的てきなものへと切り替える。

「きす……？」

　枯葉はきょとんとし、頭の中で単語を検けん索さくするかのように視線を宙で固定した後、

「せ、接せつ吻ぷんのことか!?」

　顔を真まっ赤かにし、大いに狼ろう狽ばいした。

　枯葉の反応に女子連中が沸わき立たつ。

「え、その反応……もしかしてまだなの？　ピュアねー」

「凄すごい、超ドレッドノート級プラトニックだっ」

「古風なんだよ、きっと。やっぱお嬢じようさまなのかな？」

「霧きり沢さわくん、どこでこんな娘こを……」

　文字通り姦かしましく騒さわぎ始めた彼女たちに、さしもの枯かれ葉はも余よ裕ゆうを崩くずす。

「お、お前たちはなにを言っているのだっ！　接せつ吻ぷんとか、そういうことは……」

　しどろもどろになって説教じみた弁べん明めいを始めるも、

「その、互いの気持ちが大事であってだな……いやもちろん妾わたしは景けい介すけを好すいているし、あやつもまんざらではないとは思うのだが、それとこれとは……」

　語かたるに落おちるとはまさにこのことだった。女子たちが大だい歓かん声せいをあげる。

　やばい。枯葉をフォローしなくてはこっちにまで被害が及びそうだ。

　そう思い、反射的に彼女たちの方へと足を踏ふみ出す。

　が──その時、肩を掴つかんだ荒あら木きの握力がリンゴを粉ふん砕さいせんばかりのレベルにまで高まり、

「で……どの辺りが誤ご解かいだって？」

　ドスの利きいた低音が景介の鼓こ膜まくを脅おびやかした。

「痛いてえよ、そして顔が恐こええよ！　おい英えい、助けて……」

　傍かたわらにいた宮みや川かわ英に顔を向けると、

「人間、土ど壇たん場ばで本ほん性しようが出るよね。……『僕のことはともかく』ってなに？」

　友人は実に晴れやかな顔でにこりと笑うのみ。

「いや、それは言葉のあやって奴やつで……」

「さあ、こっちもじっくり話を聞こうじゃねえかこの性しよう悪わるメガネ。いや、もう性悪メガネなんていうあだ名は相応ふさわしくないのかもしれんな、この幸せメガネめ」

「それ意味わかんねえよ！　ドラえもんのひみつ道具みたいになってんよ！」

「まあ心配すんな。もう俺の心は嫉しつ妬ととかいうつまらんレベルにはねえ。これは……この感情は……もっとおぞましいものだ」

「なんだよそれはっ」

「それにしてもわかんないなぁ。あの娘はきみなんかのどこに惚ほれてんの？　メガネ？　それともメガネ？　あ、ひょっとしてメガネかな？」

「待て英、俺の取とり柄えはこの無む機き物ぶつだけか！」

「他ほかに思い浮かばないよ、正直なところ」

　それを言うならお前があの通つ夜や子こに惚れられてる理由も俺にはさっぱり思い浮かばねえよと言いたかったが、もはや場の空気は景介の軽かる口くちを許きよ容ようしてはくれなさそうだった。

　まずい。絶対にまずい。

　この場をどうにかして乗り切らないと、自分のクラスでのポジションは完かん璧ぺきに固定されてしまう。状じよう況きようはかなり不利だ。供きよう子こと戦った時でさえこれほどではなかった。

　上う手まい言いい訳わけがないものかと期待するが、焦あせりと周囲の雰ふん囲い気きに呑のまれてびっくりするほどなにも思い浮かばない。いっそ「ああこいつと俺は将来結婚するかもしれないがそれがどうした」などと勢いきおいに任せて宣言してしまおうかとすら考える。

　しかし、まったく予期しないところから助け舟が出た。

　教室の喧けん噪そうを遮さえぎって、スピーカーから校内放送の合図が聞こえたのだ。誰だれも聞く気がなさそうだったが、教師が続けて呼んだ名に、全員が反応する。

『二年Ｃ組、霧きり沢さわ景けい介すけくん。二年Ｄ組、木こ陰かげ野の棗なつめさん。三年Ａ組、浅あさ野の檻おり江えさん』

「え？」

『理事がお呼びです。至急、応接室まで来てください。繰くり返かえします。二年Ｃ組、霧沢……』

「呼び出し？　おい、木陰野……」

　きょとんとするクラスメイトたちを掻かき分わけて木陰野の元へと行くと、彼女も同様に怪け訝げんな顔をしている。横にいた枯かれ葉はが、ああ、と頷うなずいた。

　女子たちの追つい及きゆうを逃のがれられることに安あん堵どしたような表情で、言う。

「妾わたしの用事はこれだ。景介、棗。応接室というのはどこだ？　案内しろ」




　　　　　　　　　　２




　鈴すず鹿かの一族には『相そう談だん役やく』という名を与えられた分家がある。

　一族は人間社会において自身が妖よう魅みの類たぐいであることを隠かくして暮らしているが、同時に人と関わって生きる必要もある。たとえば子を産むには喪も着ぎのための身体からだ──病やまいや事故で亡くなった身み寄よりのない若い女のもの──をなんらかの手段で調ちよう達たつしなければならないし、教育を受けるために学校へも通わなければならない。そういった人間社会との接点を作り、一族の存続を支える役目を一いつ身しんに負った分家が『相談役』である。

　字あざなを『ひじり』という。

　白しら州す高こう校こうは、一族の娘が慣かん例れい的てきに通う学校だ。一族であれば無条件で普通の人間として生徒になれるし、彼女たちが万が一校内外でトラブルの類を起こしても、表向き現実的な事件として内々に処理される。それを可能にしているのも『ひじり』の当主が学校に莫ばく大だいな出資をし、理事のひとりになっているからだった。

　現当主の名は砂さ姫き。繁はん栄えい派はの叛はん乱らんがあった時は折おり悪わるく夫の仕事に同行して海外、しかも辺へん鄙ぴな場所におり、春になるまで帰ることができなかったらしい。

　呼び出しは、彼女からのものだった。

「砂姫って人が戻ってるんなら最初にそう言えよ」

　景介は応接室までへの廊下を歩きながら、枯葉に文句を言った。

「あたしも知らなかった」

　木陰野が追つい随ずいする。枯葉が応こたえた。

「連絡を受けたのはつい昨日きのうだ。明日あした戻れる、と」

「そっか。……いや、待て。それにしたって、お前が教室に来る必要あったのか？」

　正直、人間社会に潜ひそむもなにもあったものじゃない。

　呼び出しのお陰かげでどうにかあの場から逃げることはできたが、問題は未解決なのだ。この後のことを考えると軽く死にたくなる。

「妾わたしとて、まさかあんな騒さわぎになるとは思わなかった」

　珍しく、落ち込んでいる様子の枯かれ葉は。

　どうも、見知らぬ人間たちからの容よう赦しやのない質問攻めが堪こたえたようだ。

「すまない。お前が学んでいる姿を見たかったのだ」

「いや……その」

　しおらしい言葉に、景けい介すけは追つい及きゆうする気を削そがれてしまう。

　こいつは普段『迷まよい家が』に籠こもっている。型かた羽はや棺かん奈ながいるとはいえ、同年代の知ち己きと話をしない毎日は寂さびしいのかもしれない。──それとも、景介たちが羨うらやましいのか。

　枯葉は薄うすく笑った。

「でも、久しぶりにこの服に袖そでを通して、教室に行って……懐なつかしい気分になった。お前たちには悪いと思うが、正直なところ、来て良かったと思う」

　俯うつむき、身に纏まとったセーラー服の袖を見て言う。

「お前、それ……」

　景介はようやく気付いた。

　枯葉の着ている制服は、まっさらな新品ではない。

　今はもういない灰はい原はら吉よし乃の──枯葉は彼女をもう一度、学校に連れてきたかったのだ。

「やはり、不ふ思し議ぎな感覚だな。妾自身はここに通ったことがないのに」

　灰原の記憶、それから感情の一部は、枯葉に受うけ継つがれている。

　つまり枯葉の中の灰原は、学校を懐なつかしいと感じているのか。

　景介は「そうか」とだけ返事をした。

　だったら仕方ない、と思う。

　灰原の学校に対する思いと、枯葉の灰原に対しての気き遣づかい。そのふたつとあの騒さわぎとなら、天てん秤びんにかけるまでもない。お釣つりがきてもいいくらいだ。

「それで、応接室というのはまだか？」

「ああ、もうすぐだ。……ま、俺も入ったことないんだけどな」

「あたしは何回かあるよ。用件は今回と殆ほとんど同じだけど」

　木こ陰かげ野のの普段より明るい声は、妙みように湿しめっぽくなった場の雰ふん囲い気きを和なごませるためだろう。

　廊下の角を曲がり、応接室へと辿たどり着つく。

　数回ノックをすると、女性の声で「入れ」と返事があった。

「えっと……失礼します」

　学校にはあまり似つかわしくないドアノブ式の扉を開く。中は絨じゆう毯たん敷じき。木製の長机を挟むようにしてソファがふたつ置かれている。奥に置かれた無む機き質しつな書類棚だけが事務的だ。

　ソファには檻おり江えが座っていた。

　そしてその向こう、窓際に、大人がふたり立っている。

「砂さ姫きどの、玄げんどの」

　枯かれ葉はがふたりの名を呼んだ。

　ふたりの大人──男と女。

　筋すじモンだ、というのが景けい介すけの第一印象だった。

　男の方は、短く刈かり上あげた髪かみの毛けと細いサングラスにスーツ姿。どう見ても堅かた気ぎではない。確か植物学者だとかのはずだったけど、記憶違いだっただろうか。

　女の方は、真っ黒な着物とアップにまとめた髪の毛。美人だが目付きには冷たさと鋭するどさがあり、有あり体ていに言うと恐こわい。『極ごく妻つま』という単語が頭を掠かすめた。
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「枯葉か」

　砂姫は口を開いた。低い声で、

「醜しゆう態たいを晒さらしたな」

　いきなり発せられた言葉。

　当事者でもないのに、景けい介すけは思わず固まってしまう。

「……面めん目ぼくもありません」

　枯かれ葉はは項うな垂だれた。しかし砂さ姫きに容よう赦しやは見られない。

「お前のことではない。私のことでもある。同時に、一族そのものも、だ」

「『ひじり』はともかく、一族の醜しゆう態たいは次期頭とう首しゆたる妾わたしに責がある」

「まったく。お前のような小こ娘むすめにそこまで背負わせるとは。本当に一族の醜態だ」

「砂姫どの、口が過ぎる。妾は……」

「小娘には違いない。私から見ればな」

「たとえ小娘だとしても、妾の背負ったものは変わらない！」

「ふん、言うようになった」

　鼻で笑われるが、気き丈じようにもきっとして睨にらみ返かえす枯葉。

　のっけから、聞いているこっちの胃が痛いたくなるような応おう酬しゆうだった。

　景介は以前、木こ陰かげ野のに砂姫について尋きいた時のことを思い出した。

　曰いわく「恐こわい人」。

　砂姫が舌打ちとともに吐き捨てた。

「長ちよう老ろう衆しゆうも先代たちもみな死に、残った分家も数少ない、か。鈴すず鹿かも終わりだな」

「なにを言う！　まだ終わってなどいない」

「挙あげ句くの果はてに、頭首の役を背負うのはなにも知らぬ次女ときている」

「……っ！」

　枯葉はついに、言い返せず唇を咬かむ。

　それを見て、思わず口を挟んだ。

「……あんた。その言い方はないだろ？」

「なんだ、貴き様さま」

　じろりと一いち瞥べつされ、威い圧あつ感かんに怯ひるむ。

「ちょっと、霧きり沢さわ……」

　木陰野も制止してくる。

　が、言わずにはおれなかった。

　さっきの彼女の物言いは──どうしても許せない。

「俺は……その、あんたのことはよく知らないし、部外者かもしれないけど……でも、枯葉が今までどれだけ頑がん張ばってきたのかは知ってる。少なくともこいつは、あんたに悪あし様ざまに言われるような醜態なんてひとつも晒さらしてねえよ」

　そうだ。景介は間近で見てきている。

　一族の騒そう動どうに幕を引こうとし、頭首としての重じゆう責せきを一身に背負う。そんな枯葉の覚悟は、褒ほめられこそすれ、貶けなされるようなものでは決してない。莫ば迦かにされるのは──しかも、騒動の時に留守にしていた奴やつに言われるのは我が慢まんがならない。

「貴き様さまが霧きり沢さわ景けい介すけか」

　砂さ姫きがこちらへ歩み寄ってくる。

　景介は早はや鐘がねを打つ心しん臓ぞうを無視し、睨にらみ返かえした。

「肝きもが据すわっているな。それとも阿あ呆ほうなだけか？　どちらにせよ、人間がこの私に意見するなど久しくなかったことだ。なかなか愉ゆ快かいだぞ」

　薄うすい──氷のような笑みとともに、

「だが……」

　砂姫の手がいきなり伸び、景介の胸むな許もとを掴つかむ。

「っ……!?」

　足が浮くかと思うほどに捩ねじり上あげられ、顔を寄せられる。近付いた双そう眸ぼうはとてつもなく冷たく、その威い圧あつ感かんと迫力は景介にとって未知のものだった。

　身動きができない。視線を外はずすことすらも。

　砂姫は一センチの距きよ離りで景介を睨み付け、吐き捨てた。

「貴様自身が口にした通り、貴様は私のことを知らん。二度と無ぶ礼れいな口を利きくな、人間」

　そして突き放される。

　どすん、と──そのままソファへと。むしろ放り投げられるという表現の方が相応ふさわしい。

「砂姫どの！　幾いくら貴女あなたといえど、景介に乱らん暴ぼうを……」

　と──。

　咳せき込こみかけた景介は、そこで目を見開く。

「枯かれ葉は」

　叫びかかった枯葉に向き直った砂姫が、一いつ転てん、さっきまでの苛か烈れつな気配をひそめ、不意に枯葉の頭へそっと手を乗せたのだ。

「すまない。お前に一族頭とう首しゆなどというものを背負わせてしまった」

「……砂姫どの」

「涅ね槃はんにいる愚おろか者ものどもに代わって謝しや罪ざいする。それから……つらかったな」

　その言葉とともに、彼女の両腕が枯葉を抱き締める。枯葉はされるがままに、砂姫に身体からだを預ける。まるでそれを──抱ほう擁ようされるのをわかっていたかのように、自然な所しよ作さだった。

「まったく」

　景介の隣に腰こし掛かけた木こ陰かげ野のが、呆あきれ顔がおで溜ため息いきを吐ついた。

「あんたって、たまに恐れ知らずよね。……ついでに心配性だよ」

「……ほっとけよ。元はと言えばお前のせいだぞ」

「なんであたし？」

「説明不足だ」

　こいつが『恐こわい人』としか言わなかったのが悪い。

　とはいえ、確かに砂さ姫きの言った通り、景けい介すけは彼女のことを知らなかったようだ。

「え、言わなかったっけ。……砂姫さんはね、恐いけど、優やさしいんだよ」

　木こ陰かげ野のが穏おだやかな笑えみを浮かべた。

　檻おり江えは我われ関かんせずとばかりにコーヒーなどを啜すすっている。

　砂姫の夫である玄げんはあくまで寡か黙もくに、最初の位置から動かない。

　そんな空気の中、枯かれ葉ははしばらくの間、砂姫の胸に顔を埋うずめていた。




　数分の後。

　景介、枯葉、木陰野、檻江の四人と向かい合う形で、砂姫はソファに座った。

　玄とかいう人は壁に寄り掛かったまま、相変わらず口も開かない。ひょっとしてあれは精せい巧こうな置き物なのかもしれないと疑いそうにすらなるが、ともあれ、今はそんなくだらないことを気にする時ではなさそうだ。

「状じよう況きようは理解した」

　枯葉と木陰野からひと通りの簡単な説明を受けた砂姫は、静かに頷うなずいた。

「わかっているとは思うが……私は『ひじり』だ。その境きよう界かい線せんは踏ふみ越こえられん」

「もちろんだ」

　枯葉は頷く。既すでに、いつもの毅き然ぜんとした態たい度どを取り戻していた。

「この戦いは、妾わたしたちだけで治おさめなければならない」

「親の代がまだ生きている分家はあるのか？」

「妾たちが承しよう知ちしているのは、棗なつめの……『こかげ』だけだ。あとはわからん。ただ、確かめた訳わけではないけど『こおりや』の先代も健けん在ざいだと思う」

『こおりや』というのは通つ夜や子この家名だ。

「里にいた者たちは全ぜん滅めつか。酷ひどいものだな。棗、薊あざみはなんと言っている？」

　砂姫が木陰野に視線を向ける。

「母さんは……あなたに任まかせる、って」

「いいのかよ、それで」

　思わず景介が問うと、木陰野は笑えんだ。

「前にも言ったでしょ。鈴すず鹿かは十五を過ぎたら大人おとななの。あたしは一昨年おととし、お母さんから『こかげ』の当主を引き継いでる。もちろん人間としてはすねかじりの身だけど……鈴鹿としては違う。あたしが決めて、あたしがやらなきゃならない」

　人間社会と風習が違い過ぎて違い和わ感かんがあるが、そういうものなのだと納得しておくことにする。あれこれ口を挟んでまた砂姫に睨にらまれてはたまらない。

「慎しん一いちさんはお前を止めたろうな」

「はい。父さんは……やっぱり心配みたい」

　薄うすく笑えんだ砂さ姫きに、木こ陰かげ野のは苦笑を返した。

　が、砂姫の表情はすぐに硬かたいものへと戻る。

「どのみち、里の再建は絶望的か」

「砂姫どの。妾わたしは……」

「枯かれ葉は、お前の覚悟はそれでいい。だが、私は『ひじり』だ。現実的な問題に対たい処しよする必要がある。残った分家の数を考えると……いや、騒動が治まった後にどれだけ分家が残っているかも考えると、以前と同じように復ふつ興こうできはしない」

　冷れい徹てつに言い放たれた言葉に唇を咬かみ、それでも首を振る枯葉。

「妾は、誰だれひとりとして殺あやめずにこの騒動を治めたい」

「言っただろう。お前は頭とう首しゆとしてお前の考えるべきことを考え、為なすべきことを為せ。私は私の考えるべきことを考え、為すべきを為す。いいか？　私は『ひじり』。一族存続のためには頭首をも刺し、自らを縊いすることすら厭いとわない──鈴すず鹿か相そう談だん役やくの三十四代当主だ」

「わかった」

　枯葉は咬んでいた唇を引き結び、

「妾は鈴鹿の一族頭首として……誇ほこれるようにしようと思う」

　その様子を見て満足したように頷うなずいた砂姫は、改めて一同を見渡した。

「よし。では、具体案に移ろうか」

　景けい介すけもつられて姿し勢せいを正した。彼女の言葉が、枯葉たちだけではなく自分にも向けられていることがわかったからだ。つまり砂姫は、景介を部外者とは思っていない。

「現状、相手が攻めてくるのを待っているだけのようだな。まあ、これは仕方なかっただろう。それでも檻おり江えを止められたのはよくやったというべきか」

　景介は横にいる檻江をちらりと盗み見た。自分のことが話題に出たにも拘かかわらず表情はなく、なにを考えているやらといった調子なのは相変わらずだ。

「檻江。神楽かぐらの……いや、長ちよう老ろう衆しゆうの作った遺い恨こんを忘れろとは言わん。だが、お前はお前の意志でここにいる、そうだな？」

「うん」

　砂姫の質問に檻江は、よく観察すればそれとわかる程度の微び笑しようを浮かべた。

「私は景介を守る。枯葉たちのことも手伝うよ」

「砂姫どの。妾は……できればこちらから攻め込んでやりたく思っている。このまま座ざして来るのを待つのでは、いずれ貧するだろう」

「だろうな。待つより攻めるを好むのは、鈴鹿の性さがだ」

　枯葉の提てい案あんに砂姫は立ち上がった。

　そして書類棚の方へ歩くと、鍵かぎを開け、中から一枚の書類を取り出した。

「『ひじり』は、鈴すず鹿かの女たちに対してあくまで平等であるべきだ。個々の主義主張や所業など問わずな。故ゆえに……これはルール違反、褒ほめられたことではない。が、神楽かぐらは既すでに追放された身。その子供とやらも同様に、同どう胞ほうとして扱う必要もあるまい」

　吐き捨てて、テーブルの上に置く。

「……それは」

　景けい介すけは思わず身を乗り出した。

　書類の右上に貼はられた写真──忘れたくても忘れられない、忌いまわしい顔が写っている。

「秋あき津つ……依い紗さ子こか」

　枯かれ葉はが呟つぶやいた。

「そうだ。急に降ふって湧わいた、一族を名乗る娘……だが、無む論ろんのこと、こいつは一族としてこの学校に入学した訳わけではない」

　──そうか。

　景介は砂さ姫きの言わんとしていることを理解する。

　小学校や中学校に通っていない者も多い鈴鹿の一族がこの学校の生徒となるには、ほぼ例外なく『ひじり』の口くち利ききが必要だ。だがそれは裏うらを返せば、『ひじり』を介さずに入学した秋津は書類上、一般生徒と──景介たちと何ら変わりないということを意味する。そして当然のことながら、経けい歴れきや住所が明らかになっていなければ高校に通うことはできない。

　書類に記された秋津依紗子の個人情報には、しっかりと住所も記されていた。

　ただ、やはり気になることはある。

　景介は紙を取り、矯ためつ眇すがめつしながら言った。

「これ、ブラフってことも考えられませんか？　神楽がずっと前から計画を練ねっていて、秋津のために偽にせの戸こ籍せきや住所を用意していた、とか」

「当たり前だ、その可能性もある」

　砂姫の返答はあっさりとしていた。

「ただ、薄うすい。人間社会に対して『ひじり』なしにそこまでの干かん渉しようができるとも思えんしな。記された住所に行ってみる価値はある」

「……罠わなだったら？」

「霧きり沢さわ景介、ひとつ教えてやろう」

　反論した景介を、砂姫はどこか残ざん酷こくさの感じられる笑えみで見下ろした。

「手て掛がかりがあるなら片かた端はしから当たる。それが罠であるなら蹴け破やぶって潰つぶし、次に行く。可能性のすべてを蹂じゆう躙りんすれば、後に残るのは灰かい燼じんのみ。……それが、われら鈴鹿が先祖代々行ってきた闘争だ。一族はそうやって異なるものどもをことごとく殲せん滅めつしてきた。貴き様さまに同じことをしろとは言わん。が、慣れろ。仮にも枯葉の婿むこを名乗るのであればな」

　異なるものども──つまり、この日本に古来からひっそりと生きてきた化ばけ物ものたち。

　化ばけ狐ぎつね、大おお蜘ぐ蛛も、果はては吸きゆう血けつ鬼きなど。以前聞いた時には鈴すず鹿かたちの夢物語だと一いつ笑しように付ふした。御お伽とぎ話ばなしを史実と信じているだけだろう、と。だが、こうして砂さ姫きの口から断定的に語られると、そういう妖よう怪かいたちがかつては本当にいたのかもしれないとすら思わせる。

　或あるいは、鈴鹿とは別種の、人間と同じ貌かたちをした妖よう魅みの類たぐいか。

　仮に鈴鹿の一族がそれらすべてを滅ほろぼし尽つくしてしまった歴史を持つのなら、まさしく彼女たちは闘とう争そうと殺さつ戮りくの権ごん化げ、鬼おにと呼ばれるに相応ふさわしい存在だ。

　──だったら、その鬼に打ち勝った人間とはなんだ？

　砂姫の笑顔に感じた本能的な恐怖と、次いで不意に浮かんだ思考。それらを頭から無理矢理に追い出し、景けい介すけは深呼吸する。

　今はそんな根源的なことを考えている場合ではない。

　この騒そう動どうを治おさめるための手て掛がかりがひとつ見えたのだ。考えるなら、まずはそのことを。

　秋あき津つ依い紗さ子こ。元クラスメイトで、鈴鹿の一族で、枯かれ葉はの従姉いとこ。

　灰はい原はらを苛いじめていた奴やつらを殺し「あなたのため」などと口にした、最低最悪の女──。

　もう二度と会いたくない反面、あいつを止めなければならないという義ぎ務む感かんもある。

「いつ行くんですか？」

　立ち上がったままの砂姫に尋たずねる。できるなら今すぐにでもという気分だった。

　景介の感情を察さつしてくれたのかどうか。

　彼女はソファに再び座ることなく扉に視線を遣やり、言った。

「無む論ろん、これからだ」
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　学校は早退した。

　いいのかなという気持ちもあったが、どのみち教室に戻れば枯葉のことをあれこれ言われるのは目に見えている。このままほとぼりを冷ませるのであれば一石二鳥かもしれない。

　かくして景介たちはバスに乗り、書類に記されていた秋津依紗子の住所へと赴おもむいた。

　メンバーは三名。景介に枯葉、そして木こ陰かげ野のだ。

　砂姫は来ていない。「別に確かめたいことがある」と言い、迷まよい家がから呼び出した型かた羽はと棺かん奈な、それから檻おり江えを連れて別行動を取った。

　向かうのは鈴鹿の里──つまり焼けた鳶とび喰くい山やまだそうだ。

　てっきり砂姫は自分たちを引いん率そつしてくれるとばかり思っていた景介には、少々意外だった。言い出したのは彼女なのにという思いもあり、バスの中でその疑問を木陰野にぶつけてみたが「砂姫さんは、あたしたちをちゃんと大人おとなとして扱ってるってことだよ」と笑うだけ。……やはり人間である景介と鈴鹿の一族との間には、カルチャーギャップがあるようだ。

　もっとも景けい介すけにしても、子供扱いされたいのかと問われれば首を横に振るのだが。

　最も寄よりのバス停で降りると、そこは住宅街や商店街からも離はなれた田園地帯だった。

　揺られていたのは四十分ほどで、殆ほとんど町まち外はずれ。さすがに景介もこの近辺には馴な染じみがない。

　家屋の数は少なく、人通りも皆かい無む。携帯電話のＧＰＳを頼りに歩き、秋あき津つ依い紗さ子この住所へと向かう。やがて一軒の平屋建てが見えてきた。

　やけに古ぼけていて、人が住んでいる気配が感じられない。庭はコンクリートで固められていたが、そうでなければ雑草が伸び放題になっていてもおかしくない雰ふん囲い気きだ。

　正直なところ、秋津依紗子のイメージとはかけ離れている。彼女は、少なくとも在学中は、どこぞの高級住宅街で育ったような都会的な雰囲気を纏まとっていた。

「……本当にここか？」

　半なかばひとりごとのように景介が口にする。

　枯かれ葉はが玄関の前に貼はってある木製の表札を指差し、

「秋津、とあるぞ」

　だったら間違いないのか──そう思いかけ、不意に違い和わ感かんを覚える。

「……変よ」

　木こ陰かげ野のが景介の違和感を代だい弁べんした。

「なんでこんな、年ねん季きの入った表札なんかあるの？」

　そうだ。おかしい。

「これじゃまるで……秋津って名字の家が、何代も前からあったみたいじゃない」

「なるほど」

　枯葉は得とく心しんしたように頷うなずく。人間社会の仕組みに疎うといせいで気付かなかったようだ。

「偽ぎ装そうではないのか？」

「それにしたって、手が込んでる。込み過ぎてるくらいにな」

　秋津依紗子は母親である神楽かぐらひとりしか身寄りがなく、しかも人間社会での来らい歴れきすら持ち合わせていないはず。『秋津』という適当な名字を名乗ってアパートにでも住んでいたのだろう、くらいに考えていた。だが、今景介たちが目にしているのは『秋津という名字の一家』が所有していると思われる、少なくとも築四十年は経たっているであろう日本家屋──。

「どうする？」

　家の古ぼけた外観も手伝って、不気味なものを覚える。

「あたし、バス停を降りた時から厭いやな予感はしたのよね。……このまま帰っちゃう？」

　木陰野も同じ気分のようで、憂ゆう鬱うつそうな溜ため息いきを吐ついた。

「だが、放置していては妾わたしたちは前に進めんぞ」

　枯葉は吶とつ喊かんする気満々のようだ。

「俺はお前らのどっちにも賛成だよ。ぶっちゃけ帰りてえけど、そうもいかん」

「ま、そうよね。正直言うと、あたしも『今日きようはここまで』ってのはすっきりしない」

　あっさりと木こ陰かげ野のが追つい随ずいし、

「じゃ、全ぜん会かい一いつ致ちだ」

　景けい介すけが玄関に向かって一歩を踏み出す。木き枠わくに磨すり硝子ガラスが嵌はめられた引き戸だった。セキュリティー云うん々ぬん以前に、鍵かぎがかかっているかどうかも疑わしい。

「すいません」

　やや小声で、しかし返事はない。

「すみませーん！」

　もう一度、今度は大声で。やはり返事はない。

　思いきって引き戸に手を掛かける。果はたして、あっさりと戸は開かれた。

　その先は実に前時代的な土ど間まだった。

　築四十年という印象を訂正する。下へ手たをすると戦前からの建物かもしれない。

　景介たちは、家の中に足を踏ふみ入いれた。

「……不ふ法ほう侵しん入にゆうだね」

「超ちよう法ほう規き的てき措そ置ちって奴やつだ。たぶん」

「お前たち、警けい戒かいしておけ」

　気を紛まぎらわせようと軽かる口くちで遣やり取とりをする景介と木陰野に、枯かれ葉はが忠告した。

「罠わながあるかもしれん」

「あー、だろうな。ま、現げん実じつ逃とう避ひしてる場合でもねえか」

　湿しめっぽい土間から、居間への入り口らしき障しよう子じを開ける。黴かび臭くささが鼻をついた。畳たたみを指先でなぞると、ざらついた感かん触しよく。……やはり、人が住んでいる様子はない。

「お邪じや魔ましますよ、っと」

　景介は覚悟を決めて、土足のまま居間へと上がった。

「いいの？　霧きり沢さわ」

「仕方なかろう。いざという時に履はき物ものなしで立ち回る訳わけにもいくまい」

　代わりに答えた枯葉も同様に靴くつで畳を踏む。ローファーなんかどこから調ちよう達たつしたのだろうと枯葉の足あし許もとを見つつ思う。それともこれも灰はい原はらのものだろうか。

　木陰野はやや逡しゆん巡じゆんしていた様子だったが、結局スニーカーは脱がない。

　家の中を見渡す。ごく普通の和風家屋にしか見えなかった。

　造りが古いのは否いなめないし、ところどころに蜘く蛛もの巣も張っている。長い間空気を入れ替えていなかったようで、吸う息に澱よどんだものが混じる。

　だがそれを除けば、特に変わったものは認められない。

　居間には生活の痕こん跡せきがあった。隅すみに重ねられた座ざ布団ぶとんと、木製のテーブル、ラックの上には年代物のテレビが置かれている。

「電気は来てないみたい」

　蛍けい光こう灯とうの紐ひもを数度引き、木こ陰かげ野のが言った。

「こっちは炊すい事じ場ばか？」

　枯かれ葉はが開けた襖ふすまを覗のぞく。板敷きの台所だった。恐らくは増築したのだろう──多少造りが新しい。さすがに土ど間まで竈かまどを燃やすような生活はしていなかったと見える。

　食器棚の中には茶ちや碗わんや湯ゆ呑のみが並んでいたが、開けて確かめる気にはならなかった。

「そっちは？」

　別の襖を開けていた木陰野に問う。

「仏ぶつ壇だんがある。あんま見たくないなぁ……」

　同感だが、見ない訳わけにはいかない。

　が、木陰野は心底憂ゆう鬱うつそうな表情を浮かべ、

「ごめん、あたし、やっぱ無理だ。任まかせてもいい？」

「そうなのか。演歌好きなくせに意外だな」

「関係ないでしょ、演歌は……。昔から苦手なのよ。子供の頃ころ、お父さんの実家に行った時、従兄いとこの子に仏間でお化ばけの真ま似ねして驚かされて以来ね」

「なんだお前、その可愛かわいらしい過去は。お前らの先祖はそのお化けと戦ったんだろ？」

　からかうと、煩うるさいなあ、と顔をしかめる。

「だいたい、異なものどもと幽ゆう霊れいは違うよ」

「はあ、そんなもんかね」

　景けい介すけにしてみれば同じようなものなのだ。

「構わん。ここは妾わたしと景介で見るから、お前はあちらの部屋を探さぐれ」

　ごめん、と言って踵きびすを返す木陰野。

　彼女の後ろ姿を見送った景介は、枯葉と一緒に仏間へと足を踏ふみ入いれた。

「そういや、鈴すず鹿かの一族には信教とかあんのか？」

「いや、特にはない。先祖を奉たてまつりはしていたが……。景介、お前は？」

「現代日本の大多数派だよ。無宗教だ」

　とはいえ、父方の実家は浄じよう土ど宗しゆうだった。和風建築で仏壇もあったし、この部屋の雰ふん囲い気き自体は見慣れないものではない。ただ、電気がないせいもあるのだろうが──他人の家の仏間というのはやはり気味が悪く、木陰野の気持ちもわからないでもなかった。

「……って、待て。あれ……」

　見上げると、何枚かの白黒写真が鴨かも居いに掛かけられている。いずれも老人のもの。

　それ自体は不ふ思し議ぎなものではない。祖父母の家にもあった。

「あの写真はなんだ？」

　祖父の両親だとか姉だとか従姉いとこだとか、つまりは、

「遺い影えいだ。……この場合は、つまりこの家の親しん戚せきたちの」

　だが、血けつ縁えん者しやの遺影があるというのは、この家に限ってはおかしい。

　いや──ひょっとして。

「ここ、秋あき津つの父親の家……か？」

　思い付きで発した科白せりふに、枯かれ葉はが「あ」と声をあげる。

　よく考えれば、それは自然で、かつ可能性の最も高い結論だった。

　秋津の母親である神楽かぐらは人間を思うがままに殺せばいいという思想の持ち主──その事実が先入観になっていたせいで今まで気付かなかった。神楽とて人間の男がいなければ子供を産めはしないのだ。そして人間社会に溶とけ込こむには、誰だれかの妻になるのが手っ取り早い。

「夫の家を乗っ取った、という訳わけか」

　枯葉は苦にが々にがしげに口にする。

「なるほどいかにも繁はん栄えい派はらしい。矜きよう持じの欠片かけらもない浅ましさだ」

「でも、だったら……」

「ああ。この家の方々は既すでに亡なき者ものにされているやもしれん」

「……ち」

　景けい介すけは舌打ちする。

　秋津の、ひいては繁栄派の手て掛がかりを求めて赴おもむいたというのに、わかったことは神楽が人間の一家を皆殺しにしたかもしれないという最悪のこと。

　冗じよう談だんではない。一刻も早くこの場から立ち去ってしまいたいくらいだと思う。

　と、

「霧きり沢さわ！　枯葉！」

　居間の更さらに向こうから、木こ陰かげ野のの鋭するどい声が響ひびいてきた。

「どうした？　棗なつめ」

「いいから、ちょっと来てっ」

　焦あせりというよりも驚きよう愕がくの色が濃こい叫びに、景介は枯葉と顔を見合わせる。

　踵きびすを返し、声のした方へと小走りに駆かけた。

　居間に戻り、開きっ放しの襖ふすまの奥。客間らしく、座ざ布団ぶとんが隅すみに重なっている。

　木陰野は、更にその向こうの部屋にいた。

「どうした。何かあったのか？」

　敷しき居いを踏ふみ越こえ、木陰野の後ろ姿を見付ける。同時に部屋の様子も視界に入る。

　そこは、明らかに他ほかと違った雰ふん囲い気きだった。

　台所と同様に増築だろう。壁の色は白く、和風建築らしからぬサッシ窓もある。

　取り付けられたカーテンは花柄だった。カーペットが敷しかれた床。壁にミュージシャンのポスター。それからベッド、クローゼット、勉強机。

　机の上には可愛かわいらしい小物と、ジェリービーンズの入った瓶びんが置かれてある。

　年とし頃ごろの女の子の部屋としか思えない意い匠しようだ。

「秋あき津つの……？」

　もしかして、あいつがここで暮らしていたのだろうか。

「そうだけど、でも……違う、違うの」

　見れば、木こ陰かげ野のは机の上に何かを広げて、それをじっと凝ぎよう視ししている。

「これ……」

　顔を上げた。瞳ひとみが不可解さに染そめられていた。

　彼女が見ていたのはアルバムだった。

　本棚から引っ張り出してきたのだろう。写真が納おさめられている。主に学校でのスナップだ。運動会、文化祭、修学旅行と思われるもの。時々私服姿のものもあった。

　いずれにも写っている少女がいる。常じよう識しき的てきに考えればその娘こが、

「……おい」

　アルバムの持ち主であるはずだ。──が、

「待てよ……なんだ、こりゃ」

　その少女の顔は、秋津依紗子とは似ても似つかないものだった。

　顔立ちと写真の雰ふん囲い気きから見て、中学生くらいの頃のものだろう。景けい介すけはアルバムのページをめくる。中学校の卒業式を待たずに写真は途切れ、あとは白紙になっていた。

「他ほかのアルバムは？」

　木陰野が指差した先の棚から、適当にアルバムを抜き取る。開くと、子供の頃の写真。

　もう少し後のものと思われる別の一冊を取った。小学校低学年──高学年。

　いずれの写真にある顔にも、景介の知っている秋津依紗子の面おも影かげはない。

「ねえ、なによ。この娘、いったい誰だれなの？」

　木陰野の声には恐怖すら混じっている。

「景介、これを」

　机の引き出しを開けていた枯かれ葉はが、そこから取り出した一冊のノートを手渡してくる。

　表紙の隅に書かれた──『一年二組　秋津依紗子』の文字。

「……違う」

　呆ぼう然ぜんとした。

「これは、あいつの字じゃない。秋津の字とは……違う」

　よく課題を見せてもらっていたから覚えている。

　どう見ても、同一人物が書いたものとは思えない。

「ねえ。……じゃあ、じゃあさ」

　しばらくの沈ちん黙もくの後。

　その場にいた全員が思っていただろうことを、木こ陰かげ野のがゆっくりと代だい弁べんした。

「これが、この娘が秋津依紗子なら……『秋津依紗子』って人物が、あたしたちの知ってるあの娘ことは別に……現実に存在したって……こと？」

「だったら……冗じよう談だんじゃねえぞ、おい」

　景けい介すけは吐き捨てた。

　現実は、ついさっき考えていたこと以上に最悪だった。

　家どころではない。

　秋津は──いや、あの女は。

　この写真の少女の存在を、秋津依紗子という名前ごと乗っ取ったのだ。

「ねえ……この部屋にあるもの、どうする？」

　木陰野がアルバムを閉じ、ふたりに問う。

「あたしたちだけじゃ判断付かないよ。これがどういうことで、なにを……」

　その時、だった。

　木陰野の言葉をぶつ切りにするように、背後で不意に、

「あらあら。あーらあらあら」

　わざとらしく明るい、空くう虚きよにはしゃいだような声がある。

「……っ!?」

　全員が反射的に振り返った。

　景介たちの目に映ったのは、

「人様のお家うちに黙って侵しん入にゆうなんて、そんな無ぶ作さ法ほうな真ま似ねをしてるのはどこの誰だれかなぁ？　まさか誇ほこり高たかい鈴すず鹿かの一族のお姫さまとそのお供ともたち、ってことはないかな？」

　和風建築にはまるで似合わない、パンキッシュな服装。兎うさぎ耳みみの付いた帽子をかぶり、ハートをあしらった眼がん帯たいを着け、残った左目に嘲あざけりと敵意を同居させた色を燃やした、

「あらまあ。まあまあ。お姫さまが盗とう賊ぞく紛まがいのことをするなんて、びっくりだね」

　巳み代よと、それから、

「通つ夜や子こ……さん」

　呆ぼう然ぜんとする木陰野を無表情で見返す──通夜子の姿だった。
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「何な故ぜ、ここが……」

　言いかけてすぐにはっとする。

「……校内放送かよ」

「ええ」

　あっさりと通夜子が首しゆ肯こうした。

「あんな大っぴらに呼び出しがあれば、誰だって気付くわ」

「ふん。わざわざみなに知らせた訳わけか。たいした忠犬ぶりだな、通夜子」

　枯かれ葉はは既すでにスカートのポケットから武器を取り出している。

　黒く輝かがやく鉄てつ扇せん。『白銀しろがねりょうげ』だった。

「『つうれん』は迷まよい家が？」

「当たり前だ。あんな目立つもの、おいそれと持ち歩けるか」

「目立つようにしたのはあなたよ」

　呆あきれたように溜ため息いきを吐つく通つ夜や子こ。

『つうれん』──与えた傷を成長させる刃。ただし、現在はチェーンソー。

　確かこの前の双子との戦いで自じ爆ばくさせたはずだったが、あれからどうなったのか。ひょっとしたらまだ修理中なのかもと思うが、そんな場合ではない。

　景けい介すけも腰の鞘さやから『かみらの枝えだ』を引き抜く。

「あなたは戦わないの？　棗なつめ」

「……あたしは」

　通夜子が問うと、木こ陰かげ野のは唇を咬かんだ。彼女ひとりが無む手てだ。

　だが、仮に持ってきていたとしても、この状態で『あぎょうの琴こと』を使う訳わけにはいかない。あの蔵ぞう物ぶつは無差別で、使用できる状じよう況きようが限定されている。

「ま、どっちでもいいんじゃない？　……てめえらなんざ、私だけで充分なんだよ」

　伸しん縮しゆく自じ在ざいの鞭むち──『ものぬしの杖つえ』を手に、余よ裕ゆうの笑えみを浮かべる巳み代よ。

「巳み代よ、貴き様さま」

　そこで気付いたように、枯かれ葉はが眉まゆをひそめた。

「その腕はどうした」

『ものぬしの杖つえ』を握っているのは左腕だった。

　つまり、以前の戦いの際『つうれん』で失ったはずの腕が、そこにある。

「ふん」

　巳代は問とい掛かけに鼻を鳴らした。

「どうしたって、なにを言ってるのかな、か・れ・は、ちゃん？　私は五体満足なんだ、それがどういうことかわかんねえほど惚とぼけてんのか？　ははっ！」

「喪も着ぎを……また」

　どこから調ちよう達たつしてきたのか。どうやら、この国のどこかで若い女の行方ゆくえ不ふ明めい者しやがひとり増えたのは間違いないらしい。──腕一本を取り戻すために、首から下をすべてすげ替えて。

「畜ちく生しよう。……ったく」

　景けい介すけは唇を咬かんだ。力を入れ過ぎて血が滲にじまんばかりに。

「お前といい秋あき津つといい、冗じよう談だんじゃねえよ。少しは我が慢まんしておこうって気はないのか」

「あ？」

　景介を睨にらみ返かえす巳代。

　その視線は嘲あざけりというよりも、むしろ憎にくしみのようだ。

「は、なんで上位種である私たちが人間ごときに我慢しなきゃならない？」

　苦にが々にがしげに、苛いら立だたしげに、巳代は、

「お前らは飯めしを喰くう時に『豚ぶたさんや鳥さんや牛さんが可か哀わい想そうだから今日きようはお腹なかを空すかせたままでいよう』だなんて思うのか？　思わねえよな？　もしそんな殊しゆ勝しような心がけがお前らにあれば……人間はここまで繁はん栄えいしてねえだろうが！」

　叫ぶように吐き捨て、同時、景介に向けて──飛とび掛かかってくる。

　上段から打うち据すえられる鞭むちの一いち撃げき。

　反応できない景介。

　前に出てきた枯葉が扇おうぎを振った。

「詭き弁べんだ、巳代！」

　竜たつ巻まきの防ぼう壁へきが発生し、部屋の家具やアルバムを巻き込んで巳代と通つ夜や子こへと襲おそいかかる。

「……ち！」

「景介、棗なつめ！」

　促うながされ、一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんする。背後には窓、外に出ることも可能だ。だが──、

「こっちだ！」

　恐らく広い空間で戦うよりは、この家の中の方が利がある。

　そう判断し、木こ陰かげ野のの手を掴つかむ。たじろいでいる巳み代よたちの方へと走った。

「てめえ、逃がすと……！」

「それはこっちの科白せりふだ、巳代っ」

　背後で枯かれ葉はが叫び、注意がそちらに注そそがれる。隙すきを突いて景けい介すけたちは、巳代と通つ夜や子この脇わきを抜けて、背後にある客間へと身体からだを滑すべり込こませた。
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　それと同じ頃ころ。

　白しら州す高こう校こうからほど近い、鳶とび喰くい山やまの中腹。

　砂さ姫き、型かた羽は、檻おり江え、それから棺かん奈なの四名は、かつて鈴すず鹿かの里があった場所にいた。

　凄せい惨さんな情景だった。

　家屋は軒のき並なみ焼け落ち、もはや木炭の山でしかない。あちこちに死体も散らばっている。殺されてから一カ月以上が経過しているため、黒くろ焦こげになってしまったものはともかくそうでないものはもはや正視に耐たえない状態だった。

　鈴鹿の里は『迷まよい家が』と同じく、外部からは通常の手段では辿たどり着つけないようになっている。それ故ゆえ、山火事がニュースになってもこの里の存在が明るみに出ることはなかった。

　だが、生き残った型羽たちもまた──テレビカメラや警けい察さつが周囲をうろついているこの場所にはなかなか近付けずにいたのだ。

　繁はん栄えい派はとの戦いもあって、その余よ裕ゆうがなかったせいもある。

　砂姫は里の中心部、始し祖その鈴鹿御ご前ぜんを祀まつった社やしろがあった広場に立っていた。

　その社も、もはや倒とう壊かいした消けし炭ずみでしかない。

「……愚おろか者ものどもめ」

　彼女の呟つぶやきは誰だれに向けてのものか。責めるというよりも悲痛な声音を込めていた。

　一方で、型羽はそこから五十メートルほど離はなれた場所にいた。

　転がった遺い体たいを睨にらみ付つけている。

「すみませんでした。……ながいあいだ、ほうっておいて」

　視線とは裏うら腹はらに弱々しく呟く。

　それは、母親の変わり果てた姿だった。

「型羽」

　ふと隣に気配が立つ。檻江だ。

「埋うめるなら、手伝うよ」

　ショベルをふたつ手に持ち、表情のない顔で言う。

「……はい」

　型かた羽はは微かすかな笑みで振り返った。

「ありがとうございます」

　檻おり江えに手渡されたショベルは彼女の矮わい躯くにはもてあます大きさだった。それでも、ふらつきながらその場の地面に先せん端たんを突き立て、土を掬すくう。檻江もそれに倣ならう。

「おりえおねえさまには、とむらうものはいないのですか？」

「うん。私はずっとひとりだったから」

「……うらやましいですね」

　皮肉げに吐き捨てた直後、失言に気付いたのか「すみません」と呟つぶやく。

「いいよ」

　檻江は穴を掘りながら首を振った。

「大事な人を喪うしなうのは、悲しいね」

「わたしは、くやしいです」

　型羽は今にも泣きそうな声で、唇をわななかせる。

「わたしがもっとおとなだったら、かあさまのかわりにたたかえた。ほんけしゅごやくとして、とうしゅさまをまもってしぬこともできた。それなのに……」

　手を止め唇を咬かむ型羽の背後から、唐とう突とつに声があった。

「くだらん考えだ」

　いつの間にか砂さ姫きと、それから棺かん奈ながそこに立っていた。

「母の代わりに死ぬだと？　羽は折おりがそんなことを望んでいたと思うのか？」

「さきおばさまに、なにが……！」

　反射的に口答えする型羽を、砂姫は睨にらみ付つける。

　だが、

「わかる。親友の気持ちなら、私には手に取るようにな。忘れたのか？　羽折が……羽折さんがお前を産んだ時、お前を産うぶ湯ゆに浸つけたのは私だぞ」

「……あ」

　砂姫の声は苛いら立だたしげで、もはや独白に近い。

「まったく、ふざけている。冗じよう談だんではない。私は幼い頃ころ、まだ若かったお前たちの親に遊んでもらい、教えを受け、健すこやかに育はぐくまれたのだぞ？　だから私は彼女らの娘であるお前たちと遊んでやり、教え、健やかに育くんだつもりだった。それなのに……結果はこの有あり様さまだ」

「すみませんでした……さきおばさま」

「お前が謝あやまることではない」

　憮ぶ然ぜんとし、息を僅わずかに吸い、吐く。

「ただ、尋ききたくはあるな」

　と、不意に気配だけを、横、焦こげ折れた木々の奥へと向けて、

「私の教えを無む下げにし、里の平和を享きよう受じゆせず、先代で終わったはずのくだらん世よ迷まい言ごとに誑たぶらかされた愚おろか者ものどもに。在ありし日ひの面おも影かげもないこの里を見て、何か思うところはないのか？」

　声を大きくした。

「……答えろ、供きよう子こ！」

「え……？」

　叫ばれた名に、型かた羽はが目を見開く。檻おり江えが僅わずかに身構える。

　砂さ姫きは一点を睨にらんだまま動かない。

　やがて、僅かな沈ちん黙もくの後。

「くく、く」

　──陰いん鬱うつな嗤わらい声とともに。

　焼け果てた木の一本、その陰かげから、ゆらり、と。

　供子が姿を現し、

「お久しぶりですね、砂姫さま。ご健けん勝しよう、幸いなこと」

　皮肉げに唇を歪ゆがめる。

　次いで、森の奥。闇やみの中から更さらにもうひとり。

「こんにちは。どうもはじめまして」

　場の緊きん張ちようをまるで無視した朗ほがらかな笑顔で出てきたのは、秋あき津つ依い紗さ子こ。

「……貴き様さまか？　神楽かぐらの娘とやらは」

　砂姫が殺意を込めた視線を送る。

「ええ、そうよ。鈴すず鹿かの正統な次じ期き頭とう首しゆ」

「ふん、戯たわけたことをぬかすのは母親そっくりだな」

「それにしても、こんなところでなにをしているのかしら？」

　投げ付けられた皮肉を依紗子は軽く受け流した。

「死んだ者を弔とむらいにでも来た？　残念だけど、ここにはもう何もないわ。あるのは残ざん骸がいだけ。あなたたちのささやかな暮らしの、くだらない成なれの果はて、汚い死体と焼やけ跡あとだけ」

「……ししゃをぶじょくするなっ！」

　我が慢まんできずに叫んだ型羽にわずかな一いち瞥べつをくれる。

「あなたの相手はまた後でね、お嬢じようちゃん」

　邪じや気きのまったく感じられない、それ故ゆえに不気味な笑顔。

　気け圧おされ、思わずたじろいだ型羽を庇かばうようにして、砂姫が身を依紗子の視界に入れた。

「ふん。戦うつもりか？」

「あらおばさん、まだいたの？　遅れてしゃしゃり出てきちゃって……鈴鹿の一族はもう、あなたたちの世代のものではないのよ？」

「神楽はどこにいる」

「へえ、あなたの目的はお母さまって訳わけ」

「当たり前だ。あの愚おろか者ものを仕し留とめ損そこなったのは、われらの世代の罪つみ。あいつはこの私が直じき々じきに……改めて引いん導どうを渡さねばならん」

「残念だけどお母さまは、あなたのことなんて眼中にないわよ」

「そうか」

　依い紗さ子この言葉に、砂さ姫きは得とく心しんしたように笑った。

「あやつは動ける身体からだではないものな」

「……鎌かまをかけているつもり？」

　依紗子はどこかわざとらしい仕草で眉まゆをひそめる。

「そこまでする価値もない。自明だ。知らなかったのか？　十七年前、神楽かぐらを倒したのは先代の『ひじり』……私の母だ。頭とう首しゆに、我わが身み諸もろ共とも『つうれん』で刺さし貫つらぬかせてな」

　その言葉を聞き、依紗子の表情は残ざん酷こく味みを帯おびた明るさに染そまった。

「じゃあ、枯かれ葉はのお母さんはあなたの母親の仇かたきってことね。素す敵てきだわ」

「愚ぐ劣れつなことを言うな。それ以上は侮ぶ辱じよくと判断するぞ」

「恐こわいわね」

　感情が込められていない科白せりふに、砂姫はふん、と鼻を鳴らす。

「それで貴き様さまら、なにをしにここへ来た？」

「くく。それはこっちの科白」

　答えたのは供きよう子こだった。

「滑こつ稽けい過ぎて笑えない。愚か過ぎて笑える。……校内放送なんかで集合をかけて、今から行動を起こしますよと知らせるようなもの」

「まあ、そうだろうな」

　砂姫はあっさりと肯こう定ていする。

「知らせたのは通つ夜や子こか。まったく、どいつもこいつもふざけおって」

「随ずい分ぶんと余よ裕ゆうだね。でも、わかっているの？　私たちがここに来たということは……枯葉たちのところに誰だれも行っていないという道理はないってことなのに」

「っ、そこまで……」

　驚きよう愕がくに身を硬こう直ちよくさせた型かた羽はとは裏うら腹はらに、砂姫はあくまで冷れい静せいだった。

「あの住所は餌えさか？」

「さあ、どうかしら」

　依紗子が笑う。

「でも、個人情報を放っておいたのはわざとかもね」

「何な故ぜだ？」

「霧沢くんに探して欲しかったの。……私が、何者なのかを」

　それはまるで夢見る少女のような、楽しげな顔だった。

　だが、依い紗さ子この表情の意味がわかる者はいない。

　霧きり沢さわくん、という名前に対して檻おり江えが反応した。

「……景けい介すけ」

　僅わずかに眉まゆをひそめ、案じるような声だった。

「くく。人の心配をしている余裕があるの？」

　供きよう子こがそんな檻江に残ざん酷こくな笑えみを浮かべた。

「私が何な故ぜ、枯かれ葉はのところでなくここに来たのか理解している？」

　陰いん惨さんに唇を歪ゆがめたまま、殺意に染そまった視線を送る。

「……この裏うら切ぎり者もの。私はお前を許さない」

「私は裏切ってないよ。ただ、気付いただけ。……自分の気持ちに」

「ふん、同じこと。人形でなくなったお前に興きよう味みはない。今日きようここで殺してやる」

　と、ふたりの間に割って入るように、砂さ姫きが檻江の前に立つ。

「案ずるな、檻江」

　目の前のふたりに向かって、

「供子。それから、依紗子。……そうそう自分たちの思い通りにいくと思うのか？」

　冷酷な視線で嗤わらう。

「あまり『ひじり』を侮あなどるな。敵の手の内に飛び込むのだ、無む策さくでいるはずがなかろう」

「あら、どういうこと？」

　砂姫は依紗子の質問に答えない。

「棺かん奈な」

　代わりとばかりに、傍そばに控ひかえていた棺奈へと右手を差し出す。

「はい、砂姫さま」

　侍じ女じよは背負っていた『くらい墓はか穴あな』を下ろすと、蓋ふたを開き、手を突っ込んだ。

　ずず、と。

　中から出てきたのは、長い──六尺以上はあろうかという、長刀。

　柄つかは黒。鞘さやは金。鍔つばは朱。

　砂姫の身長を遥はるかに越こえたそれを、差し出されるままに掴つかむ。

　鯉こい口ぐちを切る。無む造ぞう作さに柄を引く。

　鞘が地面に音を立てて落ち、鈍にぶく光る刀身が露あらわになった。

「……『たまも喰ぐらい』」

　供子が唇の端はしを歪め、その蔵ぞう物ぶつの名を呟つぶやいた。

「知っているか。だが、実際に立ち会ったことはなかろう？」

　異常なほどに長い刀身を持て余すことなく、ひゅん、と振る砂姫。

　──をん、と。

　響ひびくような音がして、刃の周囲にある空間が陽炎かげろうのように揺らぐ。

　冷れい酷こくな瞳ひとみに怒いかりの炎を滾たぎらせ残忍に笑いながら、砂さ姫きはふたりに対して身構えた。

「来い、貴き様さまら。……特別にこの私が相手になってやる」
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　景けい介すけは客間を抜け、更さらに走った。

　目的地は居間の向こう、台所。そこには食器類や、恐らく包丁なんかも──つまり、武器になりそうなものがある。ひとつひとつはたいしたことがないとはいえ、『かみらの枝えだ』で傷を付けさえすれば、攪かく乱らんにでも役立つはずだ。

　急がなければならない。枯かれ葉はがふたりを引きつけてくれているが、二対一では分ぶが悪い。巳み代よへの対応に手を取られれば通つ夜や子こがこっちに来てしまう。

「木こ陰かげ野の、手伝ってくれ！」

　引っ張ってきた木陰野を急せかす。が、彼女は沈ちん痛うつに唇を引き結んだまま動かない。

「おい、木陰野っ」

「……あたし」

　木陰野が呟つぶやいた。

「あたし、戦わなきゃならないの……かな」

　今にも泣き出しそうな、そんな顔。

　それは、今まで景介が見たことのないものだった。普段は竹を割ったような態たい度どの彼女には似つかわしくない、弱気さを持っている。

　彼女の逡しゆん巡じゆんの意味は景介にも理解できる。

　通夜子──木陰野が幼い頃ころから慕したっていた少女と敵対することに対してのものだ。

「……、なに言ってんだ、お前」

　だが同時に、納得できない。

　木陰野が通夜子と対たい峙じしたことは以前にもあった。その時は戦う意志を見せていたと枯葉から聞いている。なのに、今になって。

「お前の気が進まないのはわかってるし、俺だってできれば通夜子さんとは戦いたくない。けど、今はあの人を説得なんてしてる状じよう況きようじゃ……」

「違う……違うのよっ！」

　木陰野は首を振った。

「あたし、この前、通夜子さんに言われたの。忘れなさい、って。戦いのことを忘れるか、自分のことを忘れるかはあなた次第、って。でも、あたしは……」

　悔くやしそうに、同時に悲しそうに、

「あたし、まだ、覚悟を決めれてない」

「……木陰野」

　ようやく、景介にもわかった。

　木こ陰かげ野の棗なつめは基本的に、こうと決めたらあまり迷わない性格をしている。だからこそ、迷ったまま、状じよう況きように流されたまま行動することに対して抵てい抗こう感かんが生まれているのだ。

　今まで景けい介すけは、こいつはもう決めているんだろうと思っていた。繁はん栄えい派はの連中と戦い、日ひ崎ざきを取り戻し、枯かれ葉はを守り、通つ夜や子こを説得し、鈴すず鹿かの一族を再び平和な状じよう態たいへ戻す、と。

　だが、違った。そうではなかった。

　ずっと迷っていたのだ。いや──迷っていることを自覚させられてしまった、か。

　たぶんあの時だ。

　先月、景介が通夜子に自分の矛む盾じゆんを突き付けられた放課後、あの後に。

「ち……余よ計けいなことを」

　舌打ちと罵ば倒とうは、通夜子に対してだった。

　彼女は、実にデジタルな行動原理を持っている。目的は幼おさな馴な染じみである宮みや川かわ英えいの幸せで、その目的のためには他ほかのすべてを、自分の幸せや生命すら容よう赦しやなく切り捨てるというものだ。

　そんな強きよう靭じんなものを見せられてはたまらない。

　景介だってそうだった。自分は力もないのにすべてを救おうとしている、無い物ねだりをしている愚おろか者ものなんじゃないかと自問自答した。

　木陰野だって同じだろう。いや、立場が通夜子と似ている分、根は景介よりも深い。『自分は通夜子とは違う』と開き直ることができないのだから。

「木陰野っ！」

　景介は握った腕に力を込め、引っ張り上げる。

「今は考えんな！　別にあの人を殺す訳わけじゃねえんだ。枯葉だってそんなこと思ってない！」

　小さく、けれどできるだけ強い口調で叱しつ咤たする。

「わかってる……けど」

　それでも木陰野の眼めからは迷いが消えない。

　仕方ない。このままでは時間がなくなってしまう。自分ひとりででも作業を進めなければならないと腹を据すえ、景介は流しの下の棚を探さぐる。

　包丁が三本あった。引っ張り出し『かみらの枝えだ』で柄に傷を付け、流し台の上に置く。

　背後に気配。どうやら来たらしい。だったら食器類は後回しだ。

「通夜子さ……ん」

　木陰野が震ふるえながら呟つぶやく。

　景介は振り返った。そして、

「まったく、早いお着きで」

　台所の入り口に立つ通夜子に、わざと皮肉げな言葉を吐き捨てた。

「何な故ぜ、逃げないの」

　彼女は無表情にそう問うてくる。

「供きよう子こに勝ったことで調子に乗っているの？」

「そんなんじゃねえよ」

　木こ陰かげ野のの腕を引っ張り、自分の背後に追いやった。

　庇かばおうとした訳わけではないし、通つ夜や子こと戦って勝てるとも思っていない。ただ──少なくとも今のこの状じよう況きようでは、木陰野よりも自分の方が遥はるかにマシというだけだ。

「どうするんだ？　俺らを殺すのか？　つーちゃん」

「その名前で私を呼べば、動どう揺ようするとでも？」

「それを期待してたんだけどな。まったく恐れ入るよ」

「覚悟はいいかしら」

「あんたはもうできてるって顔だな。まったく恐れ入るよ」

「逃げないのならそうするまでよ」

　無む下げもなかった。嘲ちよう弄ろうも皮肉も軽かる口くちも、さっぱり通じない。

「やっぱ俺、あんたとは相性が最悪みたいだな。……ま、なんとなくわかってたけど」

「そうね。私はあなたのふざけた態たい度どが好きじゃないわ」

「はっきり言われると傷付くね、さすがに」

　正直な気持ちだった。

　だが、

「でもな……」

　景介は身構え、背筋に走る恐怖という名の悪お寒かんを無理矢理に押し込める。

「俺のあだ名、知ってるか？　性しよう悪わるメガネってんだ。そして……そう呼んでくる奴やつが俺の背うしろにいるんだよ。だったら俺は、この態度をやめる訳にはいかねえ」

　木陰野が後ろで、え、と小さく声をあげる。

「最初の質問に答えようか、小こ折おり谷や通夜子。こいつは俺の友達だ。大事な存在だ。もちろん、枯かれ葉はだって。……だから俺は逃げない。それだけだ。それだけなんだよ」

「言ったはずよ。掌てのひらの大きさを間違えるなって」

「ああ言われたね。覚えてるよ」

「それなのに、まだそんな世よ迷まい言ごとを？」

「俺は世迷い言が好きなんだよ。性悪だからな」

　自分と通夜子の間に緊きん張ちようが満ちていくのがわかった。通夜子が切り捨てようとしている。つまり、英の友人である霧沢景介のことを。

　あっさりと。ただ単に『逃げなかったから』という、それだけの理由で。

「ついでに言うと、俺はあんたのことが我が慢まんならねえ」

　通夜子は景介を無視し、左腕を掲かかげてくる。そこに巻き付けられたのは、火を起こす蔵ぞう物ぶつ『かしゃ狂ぐるい』。手首から伸びた布ぬの紐ひもの一本に、厖ぼう、と燐りんが燃えた。

　──構うものか。

「あんたは逃げてるだけだ。その気になればどうにかなるかもしれない問題から……失敗するかもしれないってだけで、失敗することが恐こわくて逃げてる腰こし抜ぬけだ。そういう意味じゃ、悩んで迷って戸と惑まどってる木こ陰い野つの方がよほど立派だね」

「言いたいことはそれだけ？」

「あんたに言いたいこと？　は、山ほどあるね。一いつ昼ちゆう夜やは止まんねえ」

「私はそれほど暇ひまじゃないわ」

　紐ひもの先せん端たんに灯ともった炎が揺らめき、こちらに鎌かま首くびをもたげてくる。

　来る。景けい介すけは歯を喰くい縛しばり、背後に置いてある包丁へと意い識しきを集中させた。

　これに気付かれているかどうか。気付かれていなくても、あっさり避さけられてしまうかもしれない。だけど、今はそれよりも上う手まくいくことだけをイメージしろ──。




「へえ。その子が霧きり沢さわくん？　なかなかどうしていい男じゃないのさ」




　いきなり、居間の方から。そんな言葉が聞こえた。

「……っ!?」

　反射的に台所の奥、景介の斜ななめ前方へと跳ちよう躍やくする通つ夜や子こ。呆あつ気けに取られる景介。

　その背後で木こ陰かげ野のが「……え」と、間抜けな声を洩もらす。

　声の主が、襖ふすまの陰から姿を現した。

「それに比べてあんたってば、なにを縮ちぢこまってんの？　男の子に隠かくれて、情けない」

　ウェーブのかかった、胸むな許もとまで伸びた髪かみ。カーディガンにスカートという落ち着いた服装。そして目鼻立ちは、景介の知った顔にそっくりだ。

「久しぶりね、つやちゃん。大きくなったわねえ」

　木陰野が、呟つぶやいた。

「母……さん？」

「そう、あんたの母さんよ。見りゃわかるじゃない。視力でも落ちた？」

「……は？」

　景介はぽかんとして、その女性を見み遣やる。

　木陰野の母親？　なんでここに。

「っていうか、あんたなに学校サボってんの？　そんな不良に育てた覚えはありませんよ」

　さばさばとした調子も木陰野によく似ている。

　ただひとつ問題は──彼女の外見が、母親というよりもむしろ姉と言われた方が納得できるということだった。どこをどう取っても、二十代後半くらいにしか見えない。

「あらやだ。若い子にそんなに見み詰つめられると照れちゃう。お父さんに悪いわ」

「あ、いや、その……」

「母さん……どうして」

　木こ陰かげ野のの母は、娘の質問に溜ため息いきをひとつ吐つき、

「本当なら、隠いん居きよがしゃしゃり出てくるなんてみっともないんだけど。ま、今回だけは特別。砂さ姫きに頼まれたんじゃ仕方ないからね」

「砂姫さん……が？」

「さてと」

　唐とう突とつに、背後を振り返って叫んだ。

「枯かれ葉は、巳み代よ！　ちょっと一時休戦なさい！」

　壁越しに聞こえていた争いの音が止やむ。

　予想外の言葉と声だっただろう。ふたりの当とう惑わくが目に見えるようだった。

　その気配を確かく認にんすると、彼女は再びこちらへ向き直り、世の母親の大半が身に付けているであろう、決して有う無むを言わさない理り屈くつ無視の命令口調で、景けい介すけたちに言うのだった。

「あんたたち、表に出なさい。人さまの家を土足で踏ふみ荒あらして暴あばれるのは行ぎよう儀ぎが悪いわ」




　かくして、状じよう況きようは唐突に妙みようなこととなった。

　木陰野の母親に促うながされ、景介たちは戦いを中断して家の外へ出る。枯葉も巳代も彼女に押し切られてしまった。曰いわく言いい難がたい実に味のある表情をしているのが印象的だ。

　だが、景介が本格的に困こん惑わくしたのは、外に出た後──。

「お待たせ」

「うん。お疲れ」

　五人を引き連れた木陰野の母親を外で待っていた人物の姿を見てからだった。

「……父さん!?」

「やあ棗なつめ。昼間に会うのはちょっと新鮮だね」

　木陰野が叫んだ通り、どうやら彼女の父親らしい。

　身長は高くも低くもない。顔は温おん和わ。ポロシャツに綿パンという格好。

　普段はサラリーマン今日きようは休日、趣味はゴルフです、みたいな感じのおっさんだった。

　ついでに言うとややメタボ。いかにも中間管理職な印象を受ける。若々しく綺き麗れいな木陰野の母と夫婦のはずだが、正直まったくそうは見えない。

「なあ、枯葉」

　さっきまでの緊きん張ちようもどこへやら、景介は半なかば脱力していた。

「なんなんだこれは」

「……妾わたしに尋きくな」

　隣を歩く枯葉は憮ぶ然ぜんとしている。戦いを止められたからか、それとも困惑しているのか。

　なんか悪戯いたずらのばれた子供が親に叱しかられる直前みたいな感じだな、と思ったが、口に出しても笑ってくれる者がいそうにないのでやめておく。

「さてと」

　だが、木こ陰かげ野のの母は落ち着いた表情で、更さらに。

「とりあえず今日きようはここで解散ってことにしない？」

　庭に出た一同を唖あ然ぜんとさせるようなことを──提てい案あんする。

　その場に微び妙みような沈ちん黙もくが流れた。

　十秒ほど経たって、ようやく口を開いたのは巳み代よだった。

「……ふざけてんのか？　あんた」

「ふざけてなんかいないわ。大おお真ま面じ目めよ」

「あ？」

「……、木陰野薊あざみ」

　通つ夜や子こが困こん惑わくを隠かくしきれない声で言った。

　わざとフルネームで呼び捨てにしたのは冷れい静せいさを取り戻すためだろう。

「あなたはもう隠いん居きよした身。口を出すのは筋すじ違ちがいよ」

「そうね。筋違いね。充分わかってるわ。ただね……私はあなたのお母さんと一緒で、長い間、人間として生きてきた。人間の世の中じゃ、高校生の娘が危ないことをしてるってのに親が黙って見てる訳わけにはいかないわ」

「詭き弁べんだわ。人間として？　……その態たい度どが私たちを歪ゆがませたのよ」

「あら、親のせいにするの？　それこそ子供の証しよう拠こね」

「もういい、通夜子。どのみちこの女もいずれ殺すことになるんだ」

　我が慢まんできなくなったのだろう。巳代が苛いら立だたしげに口を挟んだ。

「それが今になっただけだ。構わねえだろ？」

「……どうしても帰らないつもりなの？」

「そこにいる枯かれ葉はの首を渡してくれたら考えてやらないでもねえな」

　巳代は『ものぬしの杖つえ』を構え、既すでに臨りん戦せん態たい勢せいに入っている。

「そう。……仕方ないわねえ」

　木陰野の母は所しよ帯たい染じみた溜ため息いきを吐つき、背後にいる夫を振り返った。

「お父さん」

「うん」

　木陰野の父が頷うなずき、足あし許もとに置いていた包みを拾い上げ、放る。細長い形状をしたそれを受け取った木陰野の母が布を解といた。入っているのは、矢のない弓──つまり、

「……『あぎょうの琴こと』……？　母さん、なにを」

「あなたたち、下がってなさい」

　弓を手にした彼女は、枯かれ葉はと景けい介すけを制し、そして木こ陰かげ野のに視線を投げた。

「棗なつめ。……私にもね、あんたに鈴すず鹿からしい教育をしてこなかったって負い目くらいはあるの。だから少しくらい、隠いん居きよが出しゃばっても許してね」

　巳み代よと通つ夜や子こに向き直り、『あぎょうの琴』を構え、

「さて。巳代、つやちゃん。今回は特別よ」

「待って、母さ……」

　もはや木陰野を見ようともせず、身構えたふたりへと宣言した。

「『こかげ』先代、薊あざみ。……お相手つかまつる」
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　目前で繰くり広ひろげられる戦いに、型かた羽はは我を忘れて息を呑のんでいた。

　一方的。

　その表現が相応ふさわしく、それ以外の表現を思い付く者はいないだろう。

「……く」

　片かた膝ひざを付いた供きよう子こが、苦にが々にがしげな眼めで砂さ姫きを見上げている。全身に裂れつ傷しようが走り、制服が血で染そまっていた。傷を治ち癒ゆする余よ裕ゆうもないようだ。

　対照的に、砂姫は最初の場所から一歩も動いていない。

　身の丈を越こえる長さの長刀──『たまも喰ぐらい』を構えたまま、冷れい然ぜんとしている。

「褒ほめてやろう、供子」

　砂姫が居い丈たけ高だかに言った。

「この『たまも喰い』を前にして、まだ生きていることを。強くなったな」

「ふ……ざけるな」

　供子は吐き捨てた。

　彼女特有の、陰いん惨さんさで余裕を飾り立てた笑えみは完全に消失している。

「なんだ、その蔵ぞう物ぶつは。冗じよう談だんじゃない」

　口にしながらも息は荒い。

「ならば諦あきらめるか？」

「ふん……誰だれがっ！」

　罵ば倒とうじみた叫びとともに立ち上がり、飛とび掛かかる。

　両手で構えられているのは、一本の鉾ほこ槍やり。西洋のハルバードによく似ている。

『ぎゅうきの牙きば』と呼ばれる蔵物だ。

　刃部分の重量を瞬しゆん間かん的てきに変化できるという特性を持ち、打ち下ろしの瞬間に最大およそ百ひやつ貫かん──三百七十キロ以上の重さを加えることによって、莫ばく大だいな破は壊かい力りよくを生む。

　だがどんなに威い力りよくが高くても、刃が届かなければ意味がない。

　無言で砂さ姫きが『たまも喰ぐらい』を横に薙ないだ。

　供きよう子ことの間合いなど関係なく、素振りでもするかのような仕草。

　それに伴ともない、供子の眼前、なにもない空間に同じ軌道で刃が出現する。

「……っ！」

　突とつ進しんを無理矢理止めて躱かわそうとするも叶かなわない。腹部が深く割れ、血が飛し沫ぶいた。

　恐らく純粋な実力だけを見るなら、ふたりの差はさほど離はなれていないだろう。経験と技術では年上の砂姫、力と速さでは若い供子に分ぶがある、といったところか。だが、冷れい静せいに相手の動きを先読みした上で放たれる遠えん距きよ離りからの近接攻撃は、膂りよ力りよくの差を補おぎなって余りある。

　型かた羽ははふと檻おり江えに目を遣やった。

　彼女はいつもの無表情で、ふたりの戦いをじっと注視している。

　供子との立ち合いを始める直前。砂姫は「私の戦いをよく見ておけ」と──檻江にそう告げたのだ。意図はわからない。檻江も察さつしてはいないだろう。

　それでも檻江は言いつけを忠実に守っている。

　型羽たちと同じく離れたところから供子の戦いを眺めていた依い紗さ子こが、口を開いた。

「負けそうね、供子」

　表情は楽しそうでもあり、どうでもよさそうでもある。

「逃げた方がいいかしら？　はっきり言うけど、分が悪過ぎない？」

「っ……黙っていろ！」

　背後に一いつ喝かつし、再び攻撃を開始する供子。『たまも喰い』の刃がそれに合わせて無む造ぞう作さに振られ、空間を越こえて彼女の目前に出現した。

『ぎゅうきの牙きば』の柄つかで受けたが、足が止まる。砂姫は連れん撃げきを開始した。供子は四方から襲おそいかかる白刃を必死で受け止める。まるで見えない敵と戦っているかのようだ。

　型羽たちはその剣けん戟げきを見守っていた。

　が、じっとしていない者がひとりいる。

　依紗子だ。

　さっきいた場所から離れ、型羽に歩み寄ってくる。

「……っ！」

　腕に嵌はめていた鉄てつ爪そうを、殺気とともに彼女に向ける。

　が、依紗子は頓とん着ちやくしない。鼻歌でも歌いだしそうなほど楽しげに、型羽の牽けん制せいを無視して五メートルほどの距離まで近付くと立ち止まる。

「こんにちは、型羽ちゃん」

　あまりの馴なれ馴なれしさに、自然、型羽の表情が険けわしくなる。

「……あなたに『ちゃん』よばわりされるすじあいはありません」

「あら、いいじゃない」

「それいじょうちかづけば、きります」

「あら、いいじゃない」

　にこにこと捉とらえどころがない。なにが目的で、なにを考えているのかがまったく見えない態たい度どだった。が、或あるいはこの無む警けい戒かいさは攻撃を誘う罠わなかもしれない。型かた羽はは苛いら立だちの表情を浮かべながらも、鉄てつ爪そうで牽けん制せいしたまま動かずにいた。

[image: ]

　依い紗さ子こは再び口を開く。

「この前会った時にはお話しする余よ裕ゆうがなかったんだもの。ちょっとくらいいいでしょう？」

「りゆうがありません。かいわをしたいというなら、やいばででもいいのですよ？」

「嫌いやよ。私は平和主義者だもの」

「……どのくちが！」

　秋あき津つ依紗子の所業は、既すでに景けい介すけを通して型羽にも伝わっている。人間三人をあっさりと殺し、うちひとりの身体からだを巳み代よに与えた。──鈴すず鹿かの一族の名を地に堕だす下げ劣れつさだ。

「残念ね。私、あなたと気が合うと思ったんだけどなあ」

「もしほんとうにそうおもっているのなら、あなたのあたまはねじがとんでいます」

「そうかしら？　……だってあなた、人間のことが嫌きらいでしょう？」

　依紗子の言う通り、型羽は人間を憎にくんでいる。それは事実だ。だが、

「わたしは、すずかです。たとえにんげんをにくんでいても、ほこりはうしなっていない」

「へえ、そう」

　彼女は感心したように頷うなずいた。

「なるほど。誇ほこりか。誇りねえ」

　意味ありげな口調に、型かた羽はが眉まゆをひそめる。

「なにがいいたいのですか？」

　すると、依い紗さ子こが笑った。

「……な」

　型羽は思わず一歩をたじろぐ。

　彼女の破は顔がんは、今まで見せていた──感情の窺うかがえない、何を考えているのかわからないものとはまったく異質なものだったのだ。

　それは例たとえるなら、獲え物ものを前にした満腹の捕ほ食しよく者しやが浮かべるかのような、蟻ありの行列を見付けた子供のような、余よ裕ゆうの中に気き紛まぐれな破は壊かい衝しよう動どうを紛れさせた唇の歪ゆがみ。

　相手の生せい殺さつ与よ奪だつを自らの手に握ることで得られる、喜びの表情だった。

　秋あき津つ依紗子は、そんな笑えみを型羽に向け、ぽつりと。




「……『ちいさいニワトリ』」




　呟つぶやく。

「え……？」

　その単語。

　唐とう突とつで脈みやく絡らくもない、意味不明なものだ──型羽以外の者にとっては。

「な、にを……」

　俄にわかには信じられず、型羽は呆ぼう然ぜんとする。確かに型羽はその単語を知っている。

　だが、それは、

　今この場所で、こいつから発せられるものであるはずがない。

　依紗子は言う。

「誇り、か。それが理由？」

　言う。

「だからあの時も、誰も殺さずに帰ったの？」

　言う──。

「妹を殺した人たちに、復讐しなかったの？」

「あ、なた……」

　型羽は唇をわななかせた。足が震ふるえていた。歯の奥が鳴っていた。

　依い紗さ子こがゆっくりと、型かた羽はの驚きよう愕がくを更さらに揺さぶってくる。

「『日ひ溜だまりの家』。そこに、あなたの妹はいたのよね。妹といっても、腹違いだけど」

「……ど、」

「あなたの妹は、施し設せつの子供たちに暴ぼう行こうを受けていた。いいえ、子供だけじゃないわね。大人おとなたちからも。それどころか、施設で働く実の父親からにも」

「どう、……」

「小さいニワトリ。ニワトリはね、群れの中で一番小さくて弱い一羽をみんなで突き回すの。そうやって弱者にストレスを発散することで、群れは正常に保たれるって訳わけね。あの子はその『ちいさいニワトリ』だった。いいえ……もう『あの子』じゃないわよね？　だって、」

「どうして、」

「だって『あの子』はもう、あなたになっているんですもの」

「どうしてあなたが、それを……!?」

　身体からだが震ふるえるのは、あまりに予想外だったが故ゆえか。

　それとも身体の記憶がかつての恐怖を思い出してしまったのか。

「型羽ちゃん。いいえ……礼れい菜な」

　依紗子は、型羽の喪も着ぎの相手──腹違いの妹の名を懐なつかしそうに呼ぶ。

「言ったでしょ？　私、あなたと話がしてみたかった、って」

　型羽は呆ぼう然ぜんとして動けない。

　構えていたはずの鉄てつ爪そうは、いつの間にか力なく下げられてしまっていた。




　　　　　　　　　　２




　木こ陰かげ野のの母、薊あざみを前にして、通つ夜や子こと巳み代よがそれぞれの武器を構えていた。

『かしゃ狂ぐるい』の紐ひもの先せん端たんに炎が灯ともる。『ものぬしの杖つえ』の先端が伸びて鞭むちとなる。

　だが、薊が手にしているのは『あぎょうの琴こと』。弦げんを弾はじいてその音を聞いた者すべてを傷付ける弓──強力ではあるが、それ故に奇き襲しゆうにしか使えないはずだ。

　いったいどうするのだろう。景けい介すけは不安を隠かくしきれなかった。

　見れば、枯かれ葉はと木陰野も同じ表情だった。

　ただひとり泰たい然ぜんとしているのが、木陰野の父、慎しん一いちだ。

「そんなもんでどうやって戦おうってんだ？　おばさん」

　巳代は余よ裕ゆうの表情で皮肉げに笑えんだ。

「それとも、娘も巻き込んだ自じ爆ばくテロでもするつもりか？」

　答えはない。代わりに、前を向いたまま背後にいる娘へと。

「棗なつめ……よく見ておきなさい」

「え」

「『あぎょうの琴こと』はね、こうやって使うのよ」

　その言葉とともに。

　いきなり、無む造ぞう作さに。弓が全開に引ひき絞しぼられた。

　景けい介すけは息を呑のんだ。

「おい、てめえまさか本気で……！」

　焦しよう燥そうする巳み代よに構わず、指先が弦げんから離はなされる。

　何な故ぜそんなことをしたのかとか、これでは彼女自身も傷を負うだろうとか、考える暇ひまはなかった。慌あわてて耳を強く塞ふさごうとする。

　他ほかの全員も同じだった。そうしないのは、木こ陰かげ野のの両親のみ。

　だが耳の穴を押さえる、その仕草が間に合った者はいない。

　張り詰められた『あぎょうの琴』の弦は勢いよく弾はじけ、その場に盛大な音を──、

「……え」

　鳴らさなかった。

　弾いたにも拘かかわらず、無音。

　何故、音がしないのか。そのことに呆ぼう然ぜんとした通つ夜や子この懐ふところに、薊あざみが飛び込んだ。

　当て身を食らわすような突とつ進しん。置おき土産みやげとして強烈な肘ひじ打うちも鳩尾みぞおちへ入る。

　抗あらがう間もなく通夜子は吹き飛ばされ、その身体からだは日本家屋の玄関をぶち破った。

「なん、だ？　今の……」

　巳代が攻こう撃げきも防ぼう御ぎよも忘れている。薊は振り返り、笑えんだ。

「なにを突っ立っているの？」

「く！」

　一歩を飛とび退のいた巳代を前に、再び『あぎょうの琴』の弦を無造作に引っ張った。三分の一ほど張ってから手を離す。巳代が硬こう直ちよくする。が、やはり──無音。

「……、偽にせ物ものかっ!?」

　叫びながら、慌あわてて『ものぬしの杖つえ』を振りかぶる巳代。

　が、薊は既すでに巳代の懐に入っていた。

　弓を弦ごと片手で握り込み、拳を彼女の耳みみ許もとに近付ける。

　そのまま人差し指で、軽く、弾く。

「いいえ。違うわよ。……左足。喰くい千ち切ぎれ、吽うん形ぎよう」

「……っ、あ!?」

　景介たちには聞こえないほど小さな音が鳴ったらしい。

　ばきん、と。

　小気味よく、巳代の左足首──臑すねの中ほどからが折れ曲がる。

「まさか……」

　枯かれ葉はが信じられない、といった口調で呟つぶやいた。

「弦の振動を止めたのか？　どう……やって」

「握力と、手先の技術が少々」

　バランスを崩くずした巳み代よの首に回まわし蹴げりを叩たたき込こみ地面へ転がしつつ、薊あざみは答えた。

「でも、それ以上に……蔵物を知ることが必要ね」

「……知る？」

「どう弾けば大きな音が鳴るのか。どう弾けば音が小さく鳴るのか。どう弾けば効こう率りつよく空気を伝う音ね色いろになるのか。どう弾けば空気を伝わりにくい音色になるのか。この子にもそういうクセがあるの。それを熟じゆく知ちしてさえいれば、聞こえにくく小さな音色を出した上で振動をできるだけ抑おさえ込こみ……音を消すくらい訳わけはないってこと」

　言葉は途中から枯葉にでなく、木こ陰かげ野のへ向けてのものとなっていた。

「うそ。あたし……なにも」

「そりゃ知らないでしょうよ。だってあんた、練習嫌いやがってたじゃない」

　あっけらかんと口にするが、『練習』という単語の意味を考えれば、木陰野が敬けい遠えんするのも無理はない。景けい介すけにだって想そう像ぞうがつく。どう弾けばどんな音を出すかを熟知するためには、つまり──聞いただけで傷を負う音を繰り返し聞く必要がある。

　木陰野の母はここまでの使い手になるために、何万回の怪け我がを負ったのだろう。幾いくら傷を瞬しゆん時じに癒いやすことができる鈴すず鹿かの一族といっても、痛いたみは人間とさほど変わらないはず。

　きっと、文字通り血の滲にじむ努力と覚悟の果はてに、彼女はそれに辿たどり着ついたのだ。

「……く」

「ち、くしょうめ」

　通つ夜や子こと巳代、双方がよろめきつつも再び立ち上がってくる。

　だが、薊は彼女たちに背を向けたまま、

「とりあえずレッスン１は終了ね。次はレッスン２、行くわよ」

　景介たちの背後、自分の夫に笑いかける。

　そして──。

　さっきから唖あ然ぜんとしっ放しの景介たちに、本日最大の驚きよう愕がくが訪れた。

「お父さん、知り合いの娘さんじゃやりにくいでしょ？」

　夫にそんなことを言い、

　夫──木陰野慎しん一いちが妻に応こたえた。




「ああ、わかった」




「え、は？　って、や、ちょ、ちょっと、待っ……待って、え、父さん!?」

　木こ陰かげ野のは完全に混乱し、狼ろう狽ばいしていた。気持ちはわかる。景けい介すけも同じ気持ちだった。

　なにせ彼は人間で、それも、こう言ってはなんだけどとても強そうには見えない。

　しかも軽くメタボリックな中間管理職っぽい中年だ。街のチンピラに財布を巻き上げられている光景の方が容よう易いに想そう像ぞうできる。……友人の親父おやじさんに失礼極きわまりない印象だけど。

　──まさか拳けん銃じゆうとか持ってるんじゃなかろうか。

　ハラハラドキドキとかそういうレベルを遥はるかに越こえた不安で、景介たちは慎しん一いちがゆっくりと巳み代よへ向かって歩いていく姿を見た。

「うーん、やっぱり娘と同じ年とし頃ごろの子ってだけでやりにくいなあ」

　そんなことを言いながら、腰こしを捻ひねってストレッチ。ラジオ体操を始めるんじゃねえんだぞと言いたくなる。景介すらそうなのだから、相手をされる巳代はもはや唖あ然ぜんを通り越していた。

「……なあ、ひょっとして私は、莫ば迦かにされてんのか？」

　目の前のオヤジを無視して、枯かれ葉はに問う。

「いや、妾わたしに言われても……」

　枯葉も困こん惑わくしている。

　どうやら、敵味方関係なく同じ気分になっているようだ。

「巳代くんといったかな。まあそう憤ふん慨がいせずに」

　慎一は空気を読まず営業スマイルを浮かべた。

「遠えん慮りよすることはない。殺すつもりで来たまえ」

「おいおい。脂あぶらぎったオヤジの血で私の『ものぬしの杖つえ』を汚させるのか？　ふざけるのも大たい概がいにしやがれ。私はおっさんの冗じよう談だんに付き合う趣味はない」

「娘と同年代の子にそんなこと言われると心に刺さるねえ。でも、きみは勘かん違ちがいしている」

「は？　なにをだよ」

「その蔵物を僕の血で汚すのは、無理だ」

「っ、ざけんな！」

　巳代の怒いかりがあっさりと沸ふつ点てんに達した。

　苛いら立だちに任まかせて『ものぬしの杖』を握った腕を袈け裟さに振り抜く。鞭むちの先せん端たんが音速を超こえ、破は裂れつ音おんが響ひびく。慎一の胸を斜めに引き裂くために襲おそいかかる。

　が、

「あ、自己紹介がまだだったね」

　それに合わせて。

　慎一が、まるでお辞じ儀ぎをするように頭を下げた。

　普通の動作にしか見えなかった。けれど、鞭は彼のポロシャツを掠かすりもしていない。

　つまり、避さけたのだ。──今の攻こう撃げきを。

「初めまして。株式会社四よ方も田だ製せい薬やく経けい理り課か長ちよう、木こ陰かげ野の慎しん一いち、四十二歳。趣味は囲い碁ご。特技は声せい帯たい模も写しや。宴えん会かいではけっこう重宝してるよ。ちなみに今日きようは、有給を取った」

「……っ！」

　きっと自分の手て許もとが狂っただけだ、そんな表情で、再び巳み代よが『ものぬしの杖つえ』を振るも、結果は同じ。今度は身を軽く仰のけ反ぞらせ、何事もなかったかのように巳代へと歩を進める。

「ところで、十七年前に前頭とう首しゆが叛はん乱らんを起こしたのは知ってるよね？」

　巳代は無視して三度めの攻こう撃げき。

　堂々と前に一歩出る慎一。鞭むちは当たらない。

　躱かわしながらも、ちら、と景けい介すけの方を一いち瞥べつし、

「僕はその時、妻と一緒に戦ってるんだよ。……丁ちよう度ど、今の霧きり沢さわくんみたいにね」

「俺……みたい、に？」

　その言葉に景介が目を見開いた、刹せつ那な。

　慎一が、動いた。

　さっきまでと同じ一歩。それなのに巳代は反応できず、あっさりと懐ふところへの侵しん入にゆうを許す。

「え」

　彼女の顔はきょとんとしていた。

　ひゅん。まるで自分の顔を仰あおぐように、慎一が腕を振った。

　がくん。巳代が膝ひざを地に落とす。

　そのまま前のめりに、ばた、と。

「あ。……え？」

　恐らく自分になにが起きたのかも理解しないまま、地面を舐なめている。立ち上がろうとするが足に力が入らないようで、その場に這はいつくばるのみ。

「鈴すず鹿かの一族も、脳のう震しん盪とうには耐たえられない」

　解説しながら慎一がしゃがみ込み、巳代の襟えり首くびを掴つかんで持ち上げた。

　首筋に当て身を食らわせる。

　巳代はそのまま気を失った。

　それとほぼ同時、向こうからも人の倒れる音がする。木陰野薊あざみが夫と同じようにして、通つ夜や子こを気絶させたのだ。景介はしかし、そちらの戦いどころではない。

　なにせ木陰野薊とは違い、慎一はただの人間だ。

　景介と同じく、鈴鹿の一族よりも遥はるかに非力なはずの──それなのに、あの巳代をいとも簡単に負かしてしまった。こともなげに、呆あつ気けないほどに。

　慎一がこっちへ振り返って、肩を竦すくめる。

「相手の動きを予測した。呼吸のリズムに合わせて虚きよを突いた。それから、顎あごを打った。僕がしたのはそれだけだ。でも、それだけでも……人は鈴鹿の一族に勝てる」

「すげ……え」

　思わずあげた感かん嘆たんの声に、

「ま、要はやりようってことだよ。わかったかな？　霧きり沢さわくん」

　木こ陰かげ野の慎しん一いちは、少しだけ得意げな顔で笑えんだ。
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　不意に自分の横に現れた凄すさまじい熱量によって、型かた羽はは呆ぼう然ぜんから脱した。

「……っ！」

　弾はじかれたように振り向く。

　そこにいたのは、白い火花を混じらせて輝かがやく、獣けものの姿をした光──蔵ぞう物ぶつ『しらぬえ』。

「もう飽あきちゃった」

　つまらなさそうに依い紗さ子こが呟つぶやいた。

「ばいばい、型羽ちゃん。あなたやっぱり『ちいさいニワトリ』のままね」

『しらぬえ』が牙きばを剥むき、身を屈かがめた。

　型羽は反応することができない。ただ目を見開き、身体からだに力を入れることもせずに、自らに襲おそいかかろうとしている死を直視していた。

　反応したのは檻おり江えだった。

「型羽！」

　短く叫ぶ。それに砂さ姫きが気付き、

「……ちぃ！」

　戦っていた供きよう子こから視線を外はずし『たまも喰ぐらい』を振った。空間を越こえて長刀の刃が『しらぬえ』の眼前へ出現する。鉄と電気の衝しよう突とつ。白光の獣が後方へと弾はじき飛とばされた。

「型羽、動け！」

　砂姫の短い叱しつ咤たに、ようやく型羽の硬こう直ちよくが解とける。

　背後に飛とび退のいて『しらぬえ』と距きよ離りを取った。

「貴き様さま……」

　憎にく々にくしげに吐き捨てたのは、意外なことに供子だった。それも──依紗子に対して。

「どういうつもり？　邪じや魔まをするなと言っておいたはず」

「まだ勝てるつもりでいたの？　あなた」

　依紗子は頓とん着ちやくせず笑む。彼女の言葉通り、供子はぼろぼろの状じよう態たいだった。

「私も言っておいたはずよ。あなたが負けそうなら手出しする、って」

　数秒の間ふたりは睨にらみ合あっていたが、すぐに、

「ち、不ふ愉ゆ快かいで笑えない。……最悪の気分だ」

　供きよう子こが不ふ承しよう不ぶ承しよう、構えていた武器を下ろす。

「あらあら、ご不満みたいね」

「……ふん」

　吐き捨てて、視線を檻おり江えに移す。睨にらみ付つけ、

「砂さ姫きに助けられたな、裏うら切ぎり者もの。……でも、私がお前を殺すのは変わらない」

「私は供子には殺されないよ」

「人形が。言うようになった。滑こつ稽けい過ぎて忌いま々いましい。忌々し過ぎて反へ吐どが出る」

　捨て台詞ぜりふとともに、供子は踵きびすを返した。

　依い紗さ子こも彼女の後に続く。

「……『しらぬえ』！」

　電気の獣けものが跳ちよう躍やくし、追つい撃げきを妨さまたげるために砂姫たちの前へ立った。

「このまま逃がすと思うのか？」

　なおも長刀を下げずにいる砂姫に、

「私たちが逃げられないと思っているの？」

『しらぬえ』を盾たてにして嗤わらう依紗子。

　ふたりは現れた時と同じようにして、焼やけ焦こげた森の中へと入っていく。

「じゃあ、またね、型かた羽はちゃん」

　去さり際ぎわ。

　依紗子は首だけで振り返ると片手をひらひらと振り、型羽へと告げた。

「今度はもう少し抵てい抗こうしてね？　『ちいさいニワトリ』さん」

　型羽は応こたえない。応えられない。

　ただじっと俯うつむき、目を伏せているだけ。

　やがてふたりの姿が完全に見えなくなり──砂姫を威い嚇かくしていた『しらぬえ』が、まるで電源を落とすかのようにしてその場から消失する。

　そうなってようやく、型羽は顔を上げた。

　表情には恐きよう怖ふよりも困こん惑わくの色が濃こい。

「……どうして」

　何な故ぜ、秋あき津つ依紗子が型羽の、妹の過去を知っているのか。

　その問いに答えられる者は、型羽自身も含めてこの場には誰だれもいなかった。
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　いかにも行楽用に買いましたと言わんばかりのＲＶ車が、木こ陰かげ野の家けの愛車だった。

　田舎いなか道みちを法定速度で走る車内の様子は、傍はた目めから見れば学校帰りの娘とその友人を家に送っている親、というのが妥だ当とうだろう。

　実際、学校帰りという点以外は正しいのだが──先ほどまで行われていた戦いのせいで、景けい介すけの目にはもはや車の運転手が、優やさしいパパさんには見えなくなってしまっていた。

　車内は無言。微び妙みような空気が流れていた。

　どうにも居い心地ごこちが悪かったので、景介はなんとなく口を開いた。

「そういえば、武器奪うばっといた方がよかったんじゃないですかね」

　一同は、気絶した巳み代よと通つ夜や子こをそのまま放置して引き上げてしまった。

　後部座席、隣に座った枯かれ葉はがきょとんとする。

「……お前はよくそんなことが思い付くな」

　感心するというよりも非ひ難なんしているような口調で眉まゆをひそめた。

「どういう意味だよ、それ」

　運転席にいた木こ陰かげ野のの父がルームミラー越ごしに苦笑した。

「正々堂々の勝負だったんだ。勝ち負けは決まったし、その上で武器を奪うのは卑ひ怯きようってものだよ。鈴すず鹿かの一族はそういう考え方をする。きみも心当たり、あるだろう？」

「あー……そうかも」

　以前、枯葉と巳代が学校で戦った時の会話を思い出した。

　同族同士の戦いでは、相手の全ぜん身しん全ぜん霊れいを自分の全身全霊で打ち負かすことを望む──とかなんとか。その考え方の延長かもしれない。生まれついて尋じん常じようでない強さを持った一族だから、戦いにおいては高こう潔けつさを大事にするということか。

「ん？　でも、供きよう子ことの時は武器奪ったじゃねえか」

「あれは、あやつらが卑ひ怯きような手段で襲おそってきたからだ。さっきの戦いとは違う」

「そういうもんか」

　確かに言われてみれば、枯葉が敵に対して怒いかりを露あらわにする時「矜きよう持じがない」というのを理由にしていることは多い。秋あき津つ依い紗さ子こがいい例だ。

　そういう意味では、あの女はまったく鈴鹿らしくないと思う。人の家庭を乗っ取って名前までを手に入れる──考えると吐き気がしてきた。

「ただ『つうれん』は別だ。妾わたしが負ければ、あやつらは容よう赦しやなく奪うだろう」

「だろうな」

　枯葉と会話していると、車中に携帯の着信音が響ひびいた。着うた。しかもエグザイル。

「もしもし？」

　音は助手席から。木陰野の母が、電話を手にして応答する。

　……いや、エグザイルて。

「お前の親、幾いくつだよ……」

　小声で枯葉の向こうに座る木陰野を一いち瞥べつして問うが、

「……、木こ陰かげ野の？」

　俯うつむいていた木陰野は数秒ほど気付かず、

「え。ああ……なに？」

　気付いてもぼんやりとした表情でこっちを見るだけだった。

　何事かを考え込んでいて聞いていなかったようだ。

「いや、いい」

　わざわざ問いなおすほどのものではないし、説明するのも面倒だ。

　木陰野の母は電話の向こうの相手に「そう」とか「やっぱり」とか相あい槌づちを打っている。

「わかったわ。じゃ、そこで。ううん。そっちもお疲れさま」

　通話が終わった。

「砂さ姫きちゃんから？」

　木陰野の父が問う。

「ええ、そうよ」

　あの砂姫を『ちゃん』付けというのに多少面めん食くらったが、木陰野の父からしてみれば砂姫は遥はるかに年下だし、子供の頃ころから知っている仲なのだろう。

「なんて言ってた？」

「予定通り。だから目的地の変更はなしね。……やっぱり向こうにも来たみたい」

　そのひと言に、思わず景けい介すけは身を乗り出した。

「来た、って」

「ええ。供きよう子こちゃんと、それから秋あき津つ依い紗さ子こって子」

「それで……」

　向こうには檻おり江えと型かた羽はがいる。ふたりは大丈夫なのだろうかと心配になるが、

「砂姫が追い払ったそうよ」

「……そうですか」

　振り返った木陰野の母の笑顔に、息を吐いた。

　型羽はともかく、檻江が戦えるとは思えない。裏うら切ぎり者ものの子として幼い頃から里で疎そ外がいされていたから、枯かれ葉はたちと違って稽けい古こなど積んでいないはずだ。

　彼女が無事でよかったと思う。それに檻江になにかあれば、姉に顔向けできない。

「という訳わけで、事じ態たいの報告がてら、向こうと合流するからね」

　ウインカーを出してハンドルを切りつつ、木陰野の父は言った。

　既すでに町並みは田園風景を過ぎ、道路も綺き麗れいに舗ほ装そうされたものへと変わっている。あと十分ほどもすれば景介たちの行動範囲、見覚えのある景色が見えてきそうだ。

「……父さん、母さん」

　と。

　車内に再び沈ちん黙もくが降りかかったところで、不意に木こ陰かげ野のが顔を上げた。

　景けい介すけは枯かれ葉はとともに彼女の方を見る。

　さっきとは違い、妙に真しん剣けんな──沈ちん痛つうな表情だ。

「ふたりって、その……前の内乱の時、戦ったの？」

「内乱ってほど大きなものじゃなかったけどね」

「それでも、三つの分家が敵に回ったわ」

　父が答え、溜ため息いき混まじりに母が追つい補ほする。

「二度と経験したくないと思ったんだけどね。……まさか、神楽かぐらが生きてるなんて」

「そう」

　呟つぶやき、それからややあって、

「あのさ。……父さんも母さんも、強いよね。凄すごく強い。あたしなんか及びもつかない」

　確かにそうだ、と景介も思う。

　木陰野には悪いが、事実だった。巳み代よと通つ夜や子こを軽くあしらった薊あざみ。加えて、人間でありながらあっさりと巳代を倒してしまった慎しん一いち。ふたりの実力はかなりのものだ。

　ならば──。

　景介の予想通りの科白せりふを、木陰野は言った。

「その……あたしが戦うより、父さんと母さんが戦った方が……いいんじゃないかな」

　薊は数秒の時を置いて、口を開いた。

　しかし彼女の呼びかけは娘へではなく、

「ねえ、枯葉」

「なんだ、薊どの」

「棗なつめがああ言ってるけど、あなたはどう思う？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうな問いへの返事に、枯葉は一秒もかけなかった。

「愚ぐ問もんだ」

　迷いなど微み塵じんもない、あっさりとした声。

「隠いん居きよの力を借りたとあっては本家の、いや、頭とう首しゆの名な折おれだ。……今回のことだって、妾わたしはお前たちに文句を言いたいくらいなのに」

　憮ぶ然ぜんとした調子の枯葉に苦笑し、薊は娘へと視線を移した。

「……だ、そうよ。棗」

　木陰野はしかし、それでも食い下がる。

「っ、でも……枯葉はそうかもしれないけど、『こかげ』としては……あたしよりも母さんの方が強いんだから、だから……！」

　むきになっている棗に、薊が眉まゆをひそめる。

　薄うすく溜ため息いきを吐つくと、前を向いてから、今度は景介の名を呼んだ。

「霧きり沢さわくんの意見は？」

　やれやれ、と景けい介すけは思った。

　薊あざみにではない。

　──枯かれ葉はを挟んで隣にいる、木陰野棗に対してだ。

　だから景介はわざとらしい口調で、ふんぞり返って微び笑しようを浮かべる。

「そうですねえ。ぶっちゃけると、俺、そろそろ死ぬかもなって思う訳わけですよ。なにせ目の前で起きてるのは化ばけ物もの同士の戦いで、こっちはただの平凡な人間ときてる。ふざけんなって感じですよ。自じ慢まんじゃないけど俺、百メートル走十三秒台ですよ。腕うで相撲ずもうもクラスで勝てる奴やつを挙げた方が効こう率りつがいい。武術の経験もなしです」

　俯うつむき加減にこっちを見ない木陰野を一いち瞥べつし、僅わずかな苛いら立だちを込めて。

「まあ、危ない時に助けてくれるってんなら嬉うれしいですよ、確かに。でも、俺の代わりにあなたたちに戦ってもらうなんてのは嫌いやだ。……絶対に」

　膝ひざの上に置いていた手を枯葉が黙って握ってきた。

　視線は前を向いたまま、まるでお礼を言っているみたいに。

　気き恥はずかしくなったし、普段なら「やめろ」と振り払うところだ。が、今はそんな遣やり取とりをしていい空気ではない。枯葉もわかっている。だからこその無言だ。

　この場で全員が発している言葉はすべて、ただひとりに向けられているのだから。

「そりゃあ、その方が楽だし確実だ。でもそれって、小こ人びとさんが一ひと晩ばんでやってくれましたって靴くつ屋やとなにも変わらねえよな。そんな靴を得意顔で客に届けるのか？　お礼に小さい靴を片手間に作ってやって、それでめでたしめでたしか？　……俺、あの童話嫌きらいなんだよ」

　嘘うそを吐ついた。本当は別に嫌いではない。楽をするのは好きだ。

　でも、景介たちの目の前にあるのはただの靴ではない。

　そうだ──誰だれかに頼まれた、誰かに任まかせていい仕事なんかではないのだ。

　鈴すず鹿かの里にいたという姉がどうなったのかを知る必要がある。

　姉の友達だった檻おり江えを守りたい。

　灰はい原はらの身体からだを持ち、自分を好きだと言ってくれる枯葉と歩いていたい。

　自分の力では難むずかしいかもしれない。失敗するかもしれない。

　けれど同時に、自分自身が──他ほかでもない霧沢景介が──やらなければ、意味がない。

　景介は言いながら、木陰野の沈しずんだ横顔を睨にらみ付つける。

　木陰野だって同じはずだ。

　繁はん栄えい派はにいる通つ夜や子こを止めること。彼女を説得し、こちら側に引き戻すこと。

　──全部、てめえにしかできないことじゃねえか。

　木陰野の両親がこいつよりも強いのはわかりきっている。

　でも彼らは、通夜子を殴って気絶させることしかできない。

　力でねじ伏せてそれで解決するのなら、とうに枯かれ葉はがやっている。

　簡かん単たんだ。一族殺しの宝刀『つうれん』で、繁はん栄えい派は全員を皆殺しにしてしまえばいい。そういう意味で『つうれん』を持つ枯葉は、木こ陰かげ野のの両親よりも遥はるかに強い。

　木陰野は黙り込んだままだった。俯うつむいて誰だれの顔も見ようとはしない。

「……ち」

　景けい介すけはどうにも苛いら立だちが勝まさってきて、小さく舌打ちする。

　こいつが迷っているのはわかる。共感もしよう。

　でもそれは、母親の方が強いから、とか、そんな理由でではない。

　通つ夜や子こと戦うことができるのか。自分の言葉が通夜子に届くのか。それがわからなくなってしまい『忘れなさい』という通夜子の言葉に射い竦すくめられて──言いい訳わけを探しているだけだ。

「おい」

　そっぽを向いたまま、木陰野へ声を荒げた。

「ふざけんなよ、木陰野棗なつめ」

　思わず口調が荒くなる。

　両親がいる前ではあったけれど、我が慢まんができなかった。

「……てめえはもっと、いい女のはずだろうが」

　返事はない。

　けれど、景介はそれ以上のことは言わず、再び黙って窓の外の景色を眺ながめ始める。

　高校に入ってからの、まだ一年強の付き合いではある。

　でも少なくとも自分は、こいつとは親友になれると、そう思っていた。そう思いたい。

　前に枯葉が言っていた。裏うら切ぎられても構わない、そう思えるのが親友だ、と。

　だから、どちらでもいい。こいつがどっちを選んでも景介の気持ちは変わらない。

　ただ──。

　もし逃げ出すことを選ぶようなら、女だろうが関係ない。

　ぶん殴なぐってでも連れ戻してやると、心に決めた。




　白しら州す高こう校こうからやや離はなれた住宅街の中に並ぶごく普通の一軒家。洋風建築で、取り立てて特とく徴ちようはない。それが景介たちを乗せた車の目的地であり、砂さ姫きの住まいだった。

　案外普通だなと思ったが、話を聞くと、これが本宅という訳ではないと聞いて驚おどろいた。この地域だけでも他ほかに三つ。県外に目を向けると、全国に渡って更さらに十近くの家を所有しているとのこと。もちろん中古で購入したりなど安くすませてはいるものの──どうも『ひじり』というのは、景介が想そう像ぞうしていたより遥かに莫ばく大だいな資産を持っているようだ。

　秋あき津つ依い紗さ子この家と鈴すず鹿かの里、二手に分かれていた一同はそこに集合した。

　一階のリビング。元々こういう話し合いを想定して作られているのか、広い空間に大きなテーブルとひとり掛がけのソファが十程度という、実務的なレイアウトになっている。

　それぞれが適当に座り、棺かん奈なの淹いれたコーヒーが全員に配られ、会議は始まった。

　とはいえ、報告すべきことは少ない。

　景けい介すけたちは秋あき津つ依い紗さ子このことに関して幾いく許ばくかの発見があったものの、解決の糸口になるかどうかはわからない情報だ。砂さ姫きたちに至っては、そもそもの目的は焼けた里の様子見と、主おも立だった者たちの遺い体たいを葬ほうむることだけだった。

　どちらともにとってイレギュラーだった敵の襲しゆう撃げきについては、双方に犠ぎ牲せいがなく、それ故ゆえに進展もなし。集合してから十五分ほどで、話し合いは終わった。

「今後のことについてだが」

　ひと段落して、砂姫がコーヒーを飲み干し、全員を見渡した。

　視線を枯かれ葉はに留とめて、言う。

「私は『ひじり』の仕事がある。積極的にも表立っても関われん。それは構わないな？」

　枯葉は頷うなずいた。

「ああ。砂姫どのには砂姫どのにしかできないことがある。それをしてくれ」

　続いて木こ陰かげ野のの母が、どこか神しん妙みように笑う。

「車の中で話したけど、私たちもね。主立って動いているのが今の世代である以上、隠いん居きよが戦うのはできるだけ控ひかえた方がいいと思うわ。彼女たちにあなたを頭とう首しゆとして認めさせたいのであれば尚なお更さら。……もちろん、本当に危ないと見れば遠えん慮りよなく手を出させてもらうけど」

「できればそんな窮きゆう地ちに立ちたくはないものだな」

　苦笑する枯葉を一いち瞥べつしてから、景介は全員を漠ばく然ぜんと眺める。木陰野は相変わらず暗い顔だったが、何な故ぜか型かた羽はも──妙みように深しん刻こくな顔で押し黙っていた。なにかあったのだろうかと心配になったが、母親を弔とむらってきたとも聞いているし、きっとそれだろうと思う。

「ところで、砂姫ちゃん」

　木陰野の父がふと思い出したように、

「玄げんくんは？」

「仕事だ。帰ったばかりだからな。いろいろ忙しいようだ」

「遊びに来るように言っといてくれない？　久しぶりに呑のみたいしね」

「承しよう知ちした。……しかし慎しん一いち、場をわきまえろ。今そんなことを言わずともいいだろう」

　咎とがめるように眉まゆをひそめる砂姫だったが、

「つれないなあ。昔は『慎一お兄さん』って付いて回ってくる、愛あい嬌きようのある子だったのに」

　からかうような慎一の言葉に、溜ため息いきを薄うすく吐ついた。

　直後、

「……黙れ」

　短く一いつ喝かつする。

「あの、砂さ姫きさん」

　思わず景けい介すけは言った。

「なんだ？」

「愛あい嬌きようのある子だったんですか？」

「黙れ、と言ったはずだが？」

　愛嬌とはほど遠い顔で睨にらまれた。それどころか軽い殺意まで混じっている。

「この莫ば迦か」

　ぱしん、と、隣の枯かれ葉はが景介の頭をはたく。

「……痛いって」

「お前はどうしてそう、誰だれ彼かれ構わず軽かる口くちを叩たたくのだ」

「いや、だって……いえ、すいませんごめんなさい」

　まだ砂姫がこちらを睨んでいるのに気付き、慌あわてて畏かしこまる。つい気を抜くと出てきてしまうのだから仕方ないじゃないかと思いつつ、口に出すのはやめておいた。

「依い紗さ子この情報については各自で検けん討とうしておけ。私も、なにか気付き次第連絡する」

　砂姫は再び全員を見渡し、とりあえずはそんなところか、と呟つぶやく。

「……さて」

　そして立ち上がると、今度は何な故ぜか──檻おり江えに注視したまま、

「枯葉」

「承しよう知ちした」

　それを受け、枯葉がおもむろに立ち上がった。

　テーブルから少し離はなれたところまで歩き、檻江を呼ぶ。

「来てくれ」

　檻江は、よく見ればそうとわかる程度にきょとんとし、それに従う。

　枯葉と檻江が向かい合って立つ形となった。

　景介を含めた殆ほとんどの者がなにをするつもりなのかわからず、推すい移いを見守る中、

「棺かん奈な」

「はい、お嬢じようさま」

　いつの間にか枯葉の背後に控ひかえていた棺奈が、しゃがみ込み、白木の箱を探さぐっている。

　砂姫が立ち上がり、言った。

「檻江。……里で、私の戦いをよく見ておけと言ったのを覚えているか？」

「うん。覚えてる。ちゃんと見てたよ」

「そうか。ならばもう、使い方はわかるな？」

　棺奈が『くらい墓はか穴あな』から、一本の刀を取り出した。

　──長い。

　枯かれ葉はや棺かん奈なの身長を上回り、二メートル近くありそうだった。

　金色の鞘さやには炎の紋もん様ようがあしらわれ、柄つかは対照的に漆しつ黒こく。朱しゆ色いろに染そめ上あげられた鍔つばには蔦つたを模もしたような細かい彫りが施ほどこされていた。刀身が細いせいか、派手な色いろ遣づかいと意い匠しようの割に、豪ごう奢しやさよりも華きや奢しやさの方が強く印象に残る。

　棺奈がその刀を枯葉に手渡した。

　枯葉は鞘の中心を片手で握り、横にして──檻おり江えの前に掲かかげた。

「……え、なに？」

　きょとんとする檻江。

　砂さ姫きが僅わずかに目を伏せた。

「蔵ぞう物ぶつ『たまも喰ぐらい』。……それはな、檻江。元々、お前の母親のものだ」

「え……」

　瞬しゆん間かん。

　型かた羽はが察さつしたように、木こ陰かげ野のが驚おどろいたように、木陰野の両親は示し合わせたように即座に、ソファから立ち上がり直立する。

　景けい介すけは意味もわからず、それでも慌あわてて彼女たちに合わせた。

「……檻江」

　枯葉の声はいつもと違い、酷ひどく厳おごそかで、同時に微かすかな緊きん張ちようを孕はらんでいる。

　それはまるで儀ぎ式しきのような──いや『ような』ではない。

　景介にも理解できた。

　これから始まるのは、儀式だ。

　枯葉が口こう上じようを述べ始める。




「鈴すず鹿かの一族、暫ざん定てい頭とう首しゆ、名は枯葉。わが名において、始し祖そたる鈴鹿御ご前ぜんの血において、妾わたしは申し上げる。……ここに分家『えそな』の名めい誉よと矜きよう持じを回復しよう。故ゆえに証あかしとして、忌いみと病やみたるこの剣つるぎ、汝なんじの血が成なし遂とげた戦いくさの証を、再び『えそな』へ預ける」




「あの。私、どうすればいいの？」

　珍しく戸と惑まどった表情で、檻江が視線を泳がせた。

　枯葉は緊張を解とき、微かに笑えむと、

「すまん。……妾もこういうのは初めてなのだ」

「難むずかしく考えることはない」

　砂姫が助け舟を出す。

「口上の通りの意味だ。わかるだろう？」

　檻江はほんの数秒だけ無言で考え込んでいたが、やがてこくりと頷うなずくと──枯葉の足あし許もとに跪ひざまずき、頭こうべを垂たれ、差し出された長刀を受け取り、少し辿たど々たどしく、しかしはっきりと、

「『えそな』当主、檻おり江え。これより鈴すず鹿かの分家として復帰します。頭とう首しゆを戴いただき、そして……」




　景けい介すけに視線を向け、立ち上がり、長刀を両手で胸に抱いて、

「その夫つまを、守るよ。必ず……この刀と、私の意志で」




　宣言し──笑った。
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　景介も、つられて頬ほおが緩ゆるむ。

　嬉うれしくなった。

　母親が神楽かぐらに味方したことで里から疎うとまれ、喪も着ぎ絶だちと呼ばれ、感情を失いかけていた檻江が、こうして笑っている。枯かれ葉はや型かた羽はたちも、そんな檻江を受け入れ──現状では形だけとはいえ、分家を復ふつ興こうさせた。

　それは、枯葉たちがちゃんと現在を、未来を見ている証あかしだ。

　これからを一歩ずつでも、進もうとしている証しよう拠こなのだ。

「ありがとう」

　檻江に向かって、素直に口にした。

「でも、危なくなったら逃げてくれよ」

「ううん、逃げないよ。盾たてになっても守る」

「いや、そういう時はとりあえず頷うなずいとくもんだろ……」

　苦笑する。

　枯かれ葉はも嬉うれしそうにしている。型かた羽はや木こ陰かげ野のも微笑ほほえんでいた。

　だから──だったら俺も頑がん張ばらなきゃな、などと、殊しゆ勝しようなことを思った。
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　学生にとって週末というのは来きたるべき一週間への鋭えい気きを養う時間であり、同時に金曜日までの疲れを存分に癒いやす休暇であり、それから青春を思う存分満まん喫きつするためのものだが、今の景けい介すけはそれらの権利を享きよう受じゆできる立場になければ余よ裕ゆうもない。

　鈴すず鹿かの一族の内輪もめに巻き込まれてからこっち、土日の大半を『迷まよい家が』で過ごしているせいだ。木こ陰かげ野のと訓くん練れんしたり枯かれ葉はと茶など飲みつつ今後のことについて考えたりなどの日々は、一般的な高校生の週末の使い方からはちょっと外れているだろう。

　ただ──今回の週末に限っては、すっかり日常と化してしまったその迷い家とはまた別の行事が待ち構えていた。というよりも、自ら選んだ、と言った方が正しいのだが。

『ひじり』の帰き還かんから二日経たった土曜日。

　その日、景介は家を出て、目的地へと向かった。

　家からバスで停留所を四つほど。同じ町内ではあるけど地域での交流は殆ほとんどないに等しい程度の距きよ離りにある、木陰野家の住宅だ。

　もちろん、訪れるのは初めてだった。

　外見はなんの変哲もない一軒家。

　チャイムを押すと、ややあって木陰野の母親がドアを開いた。

「いらっしゃい、霧きり沢さわくん」

　二日前に会った時と同じようにごく普通の主婦といった出いで立たちだった。だが、改めて見るとやはり異常に若々しい。三者面談でもあった日にはきっと担任が面食らうだろう。

　ひょっとして、鈴鹿の一族は老化が緩ゆるやかだったりするのだろうか。

　疑問に思いつつ、さすがに本人には尋きけなかった。

「どうぞ」

　招き入れられ、お邪じや魔まします、と靴くつを脱ぐ。

「あの子、いないのよ」

　居間への廊下を歩きながら、薊あざみが溜ため息いき混まじりに肩を竦すくめた。

「迷い家に行っちゃったわ。用事があるから、ってね」

「顔、合わせたくないんだと思います。キツいこと言っちまったし」

　あれから木陰野とはまともに話をしていない。

「いいのよ、少しばかしへこましてやった方が。……それにしても、友達が来るっていうのにいなくなるのは、ちょっと薬が効き過ぎたかしら？」

「……すいません」

「あなたが謝あやまることはないわ」

　居間に案内されると、木こ陰かげ野のの父親がソファから立ち上がった。

「やあ」

　にこやかに手を挙げられる。そうしてくつろいでいる姿からはとても二日前の勇姿を想そう像ぞうできない。どう見てもただのおっさんだ。

　しかし、景けい介すけが今日きようここへ来た目的は、迷まよい家がへと逃とう避ひした木陰野棗なつめではなく──この、傍はた目めには冴さえないややメタボな中年男性にあるのだった。

「来ると思ってたけど、早かったね。それだけ真剣ってことかな？」

　頭を下げつつ苦笑した。

「いえ、真剣っていうより、時間がない、ですかね」

「若い時に限って時間は足りないんだよ。歳を取ったらもっと足りないけどね」

　大人おとなにありがちな教きよう訓くんじみた口調で、木陰野慎しん一いちは景介をソファへと促うながす。

　テーブルを挟んで向かい合う。

「あの、早速なんですが……」

「まあ、待ちなよ。慌あわてているのはわかるけど、余よ裕ゆうを持つのは大事だ」

「さっきと言ってることが……」

　思わずつっこんだが、慎一は飄ひよう々ひようとした態たい度どを崩くずさない。

「せめてお茶が来るまで待とうよ。一刻も早く、って訳わけじゃないだろう？」

　心情としてはそうなのだが、現実的にはその通りではある。

　確かに焦あせり過ぎているかもしれない。景介は深呼吸をすると、気を落ち着けた。

「ところで、霧きり沢さわくん」

　と──。

　そのタイミングを見計らったように、木陰野慎一の表情が不意に真ま面じ目めなものとなる。

「妻が戻ってくる前にちょっと、男同士の話をしようか」

「え？　あ、はい。なんでしょう」

　反射的に緊きん張ちようし、身を正す。

　慎一は、言った。

「きみ……娘とはどういう関係なんだい？」

「……、はい？」

「随ずい分ぶん仲がよさそうに見えたんだがね。まさかとは思うが、そのまさかじゃあるまいな？」

　二日前の戦いの時にすら見られなかったほどの真剣な顔だった。

　景介はたじろぐ。

　──あの、ひょっとして、その、俺……。

　そんなことを誤ご解かいされているとは夢にも思っていなかった。

「いやいや、そんなまさか」

　景けい介すけは慌あわてて首を振ろうとしたが、木こ陰かげ野のの父はどうやらやや暴ぼう走そうしているようだ。

「まさかだって!?　そのまさかなのか！」

「まさか違いですっ」

　殺気立った顔で、一気にまくしたてる。

「きみは枯かれ葉はちゃんの夫になるはずだよね。だったら……」

「いや、現状まだそれは……って、しまった」

「まだ？　つまり決めかねているとでもいうのか？　そんな不実な……」

「だから違いますって」

「あろうことか二ふた股またなんてことはないだろうねっ!?」

「ちょっと待ってください、おじさん！」

「きみにお父さんと呼ばれる筋合いはない！」

「呼んでねえよ！　おじさんっつったじゃねえか！」

　思わず口調が荒くなる。

　が、慎しん一いちは今にも襲おそいかからんばかりに身を乗り出して、景介の態たい度どに気付かない。

「ちょっと……なんでいきなりこんなことになるんですかっ」

　木陰野薊あざみがコーヒーとお茶ちや請うけを持って、居間へと入ってきた。

「……なにをバカなこと言ってんのよ、あなたは」

　呆あきれたようにひと声かけて、テーブルの上にトレイを置くや、夫の頭をはたく。

「そんな訳わけないでしょ。私にも予想外なこと言い出さないで頂ちよう戴だい」

「あ。いや……」

　不意に我われに返った慎一は、さっきまでの自分の言動に気付き、顔を赤くした。

「いや、ごめんごめん。この前からちょっと不安だったんで確かめようと思ったら、つい」

　頭を掻かく木陰野慎一に、景介はわざとらしく手を目の前で振り、いえいえ、と応こたえる。

　木陰野の将来が心配になったが、それは口に出さずにおいた方が無ぶ難なんのようだ。

「あー、その。ごほん」

　慎一は咳せき払ばらいをする。

　マンガみたいな仕草だと思うが、咳払いというのはなかなか便利なものらしい。彼の表情から狼ろう狽ばいは消え、景介もまた気持ちを切り替えることができた。

「ちょっと取り乱してしまったね。本題に戻ってもいいかな？」

「はい」

　真しん剣けんな顔で頷うなずく。いきなり思わぬアクシデントがあったけど、これからが本題だ。

　今日きよう、ここへは、景介自らが来らい訪ほうを願い出た。

　その理由は他ほかでもない。

「俺に、戦い方……教えてもらえませんか？」

　景けい介すけは、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言った。

　二日前からずっと考えていたことだった。

　巳み代よを相手に一歩も退ひかないどころか、あっさりとあしらってしまった彼の戦いぶり。あれは凄すさまじかった。枯かれ葉はや、当の木こ陰かげ野のすら驚きよう愕がくしていたくらいだ。

　そして木陰野慎一と同じ人間である景介にとっては、啓けい示じに等しい。

　ずっと、なにをどう足あ掻がいても鈴すず鹿かの一族には敵かなうはずがないと思っていた。なにせ、基本スペックが違いすぎる。だが、木陰野慎一の戦いがそんな景介の常じよう識しきを吹き飛ばしてしまった。あれには届かないまでも、どうにか頑がん張ばれば自分も鈴鹿の一族に抵てい抗こうできるくらいにはなれるんじゃないか、そんな希望が湧わいてくる。

「お願いします。俺は、強くならなきゃいけない」

　頭を下げる。

「レッスン２は功こうを奏そうしたわね」

　どこか嬉うれしそうに、木陰野薊あざみが口にした。

「ま、レッスン１の方はあまり伝わらなかったけど。親の心子知らずって本当ねえ」

「霧きり沢さわくん、顔を上げなさい」

　薄うすい溜ため息いきを吐つきながら、慎一が景介に笑いかけた。

「元々そのつもりだったしね」

「じゃあ……」

　思わず膝ひざの上で拳こぶしを握った景介に、しかし、慎一は首を振り、

「だけどたぶん、きみが想そう像ぞうしている通りにはならないな」

「……え？」

「僕は運がよかった」

　唐とう突とつに、語り始める。

「十七……もうすぐ十八年前になるか。鈴鹿の里で内乱が起きた時、僕と薊さんは結婚して三年経たっていた。だから当時、戦えたんだよ。時期がよかったんだね」

「あの、それってどういう……」

「当時は僕も意地っ張りでねえ」

　懐なつかしそうな表情で苦笑し、

「知っての通り、鈴鹿の一族はとても強い。僕はね、それが悔くやしかったんだ。町でデートしてて悪い奴やつに絡からまれたりしたら、もう立場なんか完全に逆転するだろ？　女の子に守られる男。情けない構図の一丁上がりだ。それでなくても里に行けば強い女の人がごろごろしてて、男は尻に敷しかれてる。肩身が狭いったらない」

　薊はそんな夫の言葉を黙って聞きつつ、どこか嬉しそうにしている。

「だから、付き合い始めた……というか、鈴鹿の一族のことを知った時に、僕から頼んだんだ。強くなりたいから鍛きたえてくれ、って。今のきみみたいにね」

「そうなんですか」

「結局、不良には絡からまれずに内乱が起きたけどね」

　冗じよう談だんめかした言葉から一いつ転てん、慎しん一いちは言った。

「五年だ」

　真しん剣けんな表情だった。

「僕は、ずぶの素人しろうとからどうにか形になるまで五年かかった。薊あざみを始めとして一族の女たちに死ぬほどしごかれたし、空手だの合気道だのの道場に片かたっ端ぱしから通ったよ。それでも、あの内乱の時にはそれほど役に立たなかったな」

「え、ちょっと待ってください」

　驚きよう愕がくする景けい介すけ。

「五年……って」

「あのね、霧きり沢さわくん」

　薊が割って入る。

　彼女は、とんでもないことを──口にした。

「この人の身体からだの骨で、折れたことのないものはないわ。手足だって何度か切り落とされてる。それも内乱でじゃない、里での稽けい古こ……ただの稽古でよ？　それほどの努力をしたの」

「……っ！」

「そこまでのことをして、五年。この意味がわかるわよね？」

　今度は驚愕を通とおり越こし、絶句だった。

　意味はわかる。だが、理解ができないほど凄すさまじい。

　今の中年太りした彼の姿からはとても想そう像ぞうできないことだ。

　五年──つまり、五年間。全身を骨折し、手足すら切り落とされ、それを無理矢理蔵ぞう物ぶつで治ち癒ゆしてはまた同じことを繰くり返かえしたのだろう。普通に身体を鍛える日々の二十年、いや、三十年分以上に匹ひつ敵てきするはずだ。才能があったのかもしれない。でもそれ以上に、努力とか執しゆう念ねんとか、そういう概がい念ねんを遥はるかに越えたなにかがなければ成なし遂とげられないことだった。

「きみには時間がない。だから僕と同じことは無理だろう？」

　慎一はさらりと言うが、時間があったとしても無理だと思った。

　彼のしてきたことに比べれば、景介が迷まよい家がでやっていることなど児じ戯ぎ以下だ。そこまで全身を酷こく使しできる覚悟も、はっきり言って、ない。

「そう……ですね」

　俯うつむき、唇を咬かむ。

　もちろん景介だって、慎一ほど強くなれるなどと考えていた訳わけではない。

　ただ、彼に教えを乞こい、あの戦い方を多少なりとも真ま似ねできれば今より少しはマシになるのではないか、そう思ってここに来たのだが──それすら望ぼう外がいのものだったと気付かされる。

「おいおい、霧きり沢さわくん。そんなに落ち込む必要はないよ」

　慰なぐさめはよして欲しい。どう足あ掻がいても自分には無理なのだから。

　そう思いつつ視線を上げる。だが、慎しん一いちは笑っていない。

　真まっ直すぐにこっちを見て、言った。

「確かに、僕の方法はきみには無理だ。でも……僕のようにならなければ鈴鹿に敵わないかと言えば、そんなことはない」

「どういう……ことです？」

「根性でどうこうする時代じゃないってことだよ。実じつ際さい、僕のやってきたあの五年間は、単に自己満足のためにあったし、それ以上の意味はないよ。それともきみ、女の子に腕うで相撲ずもうで負けるのはどうしても許せないってタイプかい？」

「いえ……」

　多少情けないとは思うが、仕方ないと思うタイプだ。

「ま、腕相撲とかって言い始めると、僕でも無理だ。若い頃ころの僕でもね。鈴鹿の一族と人間との間には、根本的かつ圧倒的な差がある。きみも実感したことはあるんじゃないかい？」

「ええ、まあ……それはそうかもしれません、けど」

　先月、供きよう子こと戦った時のことを思い出す。

　病院用のベッドとクローゼットをまとめて、仰あお向むけになったまま数メートル投げ飛ばすほどの力──そもそもあんなこと、人間には不可能だろう。

「じゃあそれを踏ふまえて、僕があの子、巳み代よくんと戦った時のことを思い出してみようか」

　記憶を探さぐる。

　彼は言っていた。

　相手の動きを予測した。呼吸のリズムに合わせて虚きよを突いた。

　それから、顎あごを打って、脳のう震しん盪とうを起こさせた──と。

「そうだ。大事なのは力で対たい抗こうしないことだ。言い方は悪いかもしれないけど……正面からぶつからず、相手に力を出させず、最適なタイミングで攻こう撃げきを叩たたき込こむ。戦いっていうのはそういうものだよ。少なくとも、人間にとってはね」

「でも、俺は……俺には、そんな技術はない」

　慎一には五年間の想そう像ぞうを絶する荒あら行ぎようによって培つちかわれたものがある。だから、できる。

　項うな垂だれた景介にしかし、慎一が意味ありげに片目を瞑つぶった。

「そこだよ。技術がないなら、他ほかでカバーすればいい」

「他、って……」

「『かみらの枝えだ』は持ってきてるかい？　ちょっと見せてくれるかな」

　立ち上がり、言われるままに腰に差していたものを引き抜く。

「ふむ」

　手渡すと、慎しん一いちは手に取って矯ためつ眇すがめつし、

「きみが今までこれをどういうふうに使ってたのかは、枯かれ葉はちゃんたちに聞いたよ」

「はあ」

「でも、本当にきみは、これを最大限活用してると言えるかい？」

「……どういうことです？」

　問うた景けい介すけを無視して、コーヒーカップを指差し、薊あざみに向かって尋きく。

「これって高かったっけ？」

「それほどでも」

「じゃ、いいか」

　持ち手を軽く『かみらの枝えだ』の先せん端たんで引ひっ掻かいた。

　そして、眉まゆをしかめつつ念じ──。

「……な……っ」

　景介は、直後、慎一のしたことに目を見開く。

「まさ……か」

　コーヒーカップが、まるで粘土のように蠢き、形を変えていたのだ。

　試験管のように細長く、それから瓢ひよう箪たん型がたへ、次いで金きん魚ぎよ鉢ばちのように。

　挙あげ句く、持ち手の上部がカップから離はなれ、蛇へびのようににょろにょろとのたうち始める。

　景介は雷に打たれた思いがした。

　まさかこんなことができるなど、今まで思い付きもしなかった──。

「うん、やっぱりね」

　コーヒーカップから意い識しきを離し、慎一は頷うなずいた。

「支配下に置くっていうんなら、このくらいはできると思ったんだ。予想外だったかい？」

「……ええ。凄すごいです」

　この『かみらの枝』を手に入れてから二カ月。自分ではいろいろと試したつもりだった。この道具をそれなりに理解しているつもりだった。

　だけど、それでは足りなかった。いや、勘かん違ちがいしていた。

　景介が理解すべきは、これでなにができるかではない。

　どこまでできるか──だったのだ。

「私もびっくりしてるわよ」

　薊も唖あ然ぜんとしていた。が、ややあって我われに返ったようになり、

「……でもさ。これ、なんの役に立つの？」

　そんなことを言う。

　景介は驚おどろいた。というより、きょとんとしてしまう。

「あの……おばさん？」

　薊あざみを見る。

「それ、本気で言ってるんですか？」

　その言葉が、疑問が、景介には信じられない。

「わかったかい？」

　慎しん一いちが、景介にウインクしつつ妻を一いち瞥べつした。

「今のきみらの反応の差が、鈴すず鹿かの一族と人間の……力を持つ者と、持たない者との差だよ」

「は？　どういうこと？　あなたたち、なに言ってるの？」

　怪け訝げんな顔をしてふたりの間で視線を泳がせている薊を他よ所そに、景介へ向き直る。

「きみは意外に思うかもしれないが、鈴鹿の一族はね、蔵ぞう物ぶつを人間に決して使わせないんだ。僕なんて幾いくら頼んでも触さわらせてくれなかったよ。内乱中ですらね」

「え、そうなんですか？　でも、俺のこれは」

「きみは幸運な例外ってことだ。きみがあの棺かん奈なって『くさりめ』の、理り屈くつの隙すきを上う手まく突いたのも大きいし、枯かれ葉はちゃんたち若い連中がしきたりをまだよく理解していなかったってのもある。まあ、それはそれとして……彼女たちが人間に蔵物を使わせない理由、今のきみだったらわかるだろう？　──人間の方が、遥かに上手く使うからだよ」

　景介は頷うなずいた。

「僕はかつて、莫ば迦か正しよう直じきに技術を磨みがいた。蔵物を使わせてもらえなかったからね。でも、きみは……『かみらの枝えだ』を持つきみは、そんなことを真ま似ねする必要はない」

「……はい」

　まるで子供のような悪戯いたずらっぽい顔でにやりとする慎一に、

「きみは聞くところによると、性しよう悪わるだなんて呼ばれてるそうじゃないか。だったら存分にそれを発はつ揮きしてやればいい。幸い、相手は見ての通り、実に単純で素直だ」

「……はい」

　つられて、こちらも自然と笑えみが込み上げてくる。

　慎一の言う通りだ。

　自分には彼のような技術はない。だが、鈴鹿の一族に対たい抗こうできるのは技術だけではない。

　──そうだ。

　童どう話わや寓ぐう話わで、いつも人間は化ばけ物ものとどうやって戦ってきた？

　力では敵かなわない、まともに戦っては勝てない相手をいかにしてねじ伏せてきた？

　決め手となるのは必ず、人間の持つ知恵と勇気だ。

「なんなのよ。私にもわかるように説明してくれない？」

　年齢に似合わない膨ふくれっ面つらをする薊に、夫が意地悪く答えた。

「霧きり沢さわくんはもう、薊にも勝てるようになった。そういうことだよ」

　確かに、そうかもしれない。

　言い過ぎですと否定する余よ裕ゆうもないほど、景けい介すけの心は高こう揚ようしていた。
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　霧きり沢さわ景介が木こ陰かげ野の家けで、木陰野慎しん一いちに教えを受けている頃ころ。

　型かた羽はは、道などないに等しい山の中にいた。

　木々を飛び移りながら、人では不可能な速さで移動している。時折茂みにいる狐きつねや兎うさぎに何事かと見上げられ、出くわした狸たぬきに驚おどろかれつつ、方角さえわからなくなりそうな山中を征ゆく。

　迷まよい家がを出発したのは朝だった。

　三時間ほど休みなく走った後で、彼女は流れる小川を発見し、そこで立ち止まる。

　数分ほど待っていると、もうひとり──後を追いかけてきた人ひと影かげが、茂みから顔を出した。

「はやいですね」

　型羽はその少女、檻おり江えに、素直な賛さん辞じを送る。

「もうすこしおくれるとおもっていました」

「……疲つかれた」

　檻江はひと声だけそう呟つぶやくと、川辺へとしゃがみ込む。肩で息をしていた。

　母親が神楽かぐらの内乱に加か担たんしたという咎とがで、彼女は里で行われた武術の稽けい古こを満足に受けておらず、あまり体力がない。本ほん家け守しゆ護ご役やく『きしみ』の後こう継けい者しやとして厳きびしい訓練を課せられてきた型羽の速度に付いて来られたのは、型羽にとって微かすかな驚きだった。

「このちょうしだと、すぐにつよくなれるとおもいます」

　型羽は笑えんだ。

「おりえおねえさまは、みこみがありますよ」

　檻江は聞いていない。川の水を手で汲くんで、飲んでいる。

「……まったく。もうすこしあいそうをよくすればいいのに」

「なにか言った？」

　きょとんとして振り返る檻江。型羽は首を振り、

「いえ、なにも。おひるごはんをたべましょう」

　その場に腰を下ろした。

　型羽と檻江が親しくなったのは、今月に入ってからだ。

　迷い家のみんなが、型羽の誕たん生じよう日びを祝ってパーティーを開いてくれた。その際さい、型羽がプレゼントを巡めぐってちょっとしたいざこざを起こし、機き嫌げんを悪くして──そんな彼女を宥なだめてくれたのが檻江だった。元々繁はん栄えい派はにいた彼女を信用していなかった型羽だが、あの一件以来、檻江には心を許している。外見の年齢が近く見えるというのもあるが、無表情で感情の起き伏ふくが少ない檻おり江えの性格が、型かた羽はには裏うら表おもてがなく付き合いやすいものに感じられたのかもしれない。

　型羽が背負っていたバッグを地面に降ろした。檻江が寄ってきて、バッグを開き中を探さぐる。

　包みの中にはおにぎり。朝、棺かん奈なに作ってもらったものだ。

　檻江が岩場へ腰こし掛かけると、型羽は躊躇ためらいなく彼女の膝ひざに座り、胸へと背中を預ける。

「はい」

　おにぎりをひとつ持って、口くち許もとに差し出す檻江。型羽がそのままかぶりつく。

　そうしておいて、彼女も別のおにぎりを手に取り、小さく口を開けた。

　片方は幼い猛もう獣じゆうのようで、もう片方は大きなリスのような食べ方だった。

「あと、どれくらい？」

「はんぶんいじょうはすぎています。あとはこのかわをたどるだけです」

　食べつつ、会話する。

　今日きようこうしてふたりで出で掛かけた目的は、型羽が檻江を鍛きたえるのが半分。

　もう半分は、型羽の用事に檻江が付き合ってくれたのだった。

　型羽はこの道のりを三年前にも辿たどったことがある。

　その時はひとりきりで、一ひと晩ばんかけてだった。期待と不安が入り混じっていた。その時と違い、今回はひとりではないし、時間もそれほどかからないだろう。

　だが、期待はなく、ただ不安だけがある。

「いきましょうか」

　食事を終え、十分ほども休んでからふたりは再出発した。

　今度は川を下流へと辿り、一時間ほど。

　やがて木々の向こうに目的の建物を見付け、ふたりは足を止めた。

　森の中、その部分だけ木を伐ばつ採さいしたかのように拓ひらけた空間にある、五階建てのコンクリートビル。緑に混じる古ぼけた灰色は、どこか不気味な雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「……あれです」

　型羽は視線だけでビルを示すと、仰あおぎ見みた。

[image: ]

　日ひ溜だまりの家、という。

　それは、なんらかの事情で学校に通えなくなってしまった児じ童どうに社会復帰を促うながすという目的で作られた矯きよう正せい施し設せつだ。自然の中で集団生活を営いとなみ、健けん康こうな心を取り戻す。そんな大たい義ぎ名めい分ぶんを掲かかげ、何十人かの子供たちと何人かの職員が外げ界かいと隔かく絶ぜつした暮らしを営んでいた。

　三年前、型羽の父と、腹違いの妹もそこにいた。

　だが、父はともかく、妹はもういない。

　彼女は今や型羽と一緒にいる。

　かつて、施設の中では大人おとなたちぐるみで虐ぎやく待たい行こう為いが行われていた。弱い存在に対して暴ぼう力りよくを振るいストレスを発はつ散さんすることで、集団が集団として機き能のうしていたのだろう。

　妹は『ちいさいニワトリ』として、施し設せつの子供たちはもちろん実の父親からすら暴ぼう力りよくを受け、挙あげ句く、ビルから身を投げて死んだ──なにも知らず父に会いに来た型かた羽はの目の前で。

　だが、型羽が再びここへ来たのは当時のことが理由ではない。

　二日前に秋あき津つ依い紗さ子こが口にした『ちいさいニワトリ』という単語のせいだ。

　彼女は、施設のことを知っていた。型羽の首から下が妹の身体からだであることも。

「いきましょう。たしかめなければ」

　檻おり江えを促うながし、ビルへ向かって歩を進めた。

　木々を潜くぐり、草むらを掻かき分わけ、そうして視界が開ける。

　灰色の建物の前へと、すぐに辿たどり着ついた。

「……やはり」

　一見して、建物は荒れていた。

　入り口と思われる扉には鎖くさりが巻かれ、窓まど硝子ガラスは殆ほとんどが割れている。壁は汚れ、蔦つたが這はっていないのが不ふ思し議ぎなほどだ。庭の花か壇だんも生い茂った雑草に支配されていた。

　もう人が住んでいないのは明らかだ。

「中に入る？」

「とうぜんです」

　問とい掛かけてきた檻江に頷うなずくと、彼女は背負っていた長刀──『たまも喰ぐらい』を下ろし、鞘さやから抜き放つ。ひと振りすると、けたたましい音とともに玄関の鎖くさりが断ち切られた。

「おりえおねえさま。いちおう、ぶきはそのままに」

「うん。わかった」

　型かた羽はも両手の鉄てつ爪そうをじゃき、と引き出す。

　玄関を開け、ビルの中に入った。

　内部の造りは、学校と病院を足して二で割ったような雰ふん囲い気きがある。壁には子供が描いたと思われる絵や、標ひよう語ごの載のったポスターが貼はられ、部屋の幾いくつかは並んだベッドが備そなえ付つけられている。廊下にボールが転がっていたり、給食室と書かれた部屋の中には食器棚があったりと、人の生活していた跡あとがある。が、総そうじてあらゆるものが埃ほこりをかぶっていた。

「いつごろからつかわれていないんでしょう」

　ぽつりと発した疑問の声が、壁に反射して気味悪く響ひびく。

　檻おり江えが周囲を茫ぼう洋ようと見つつ、答えた。

「一年以上は経たってると思うよ」

「わたしがここへきたのは、さんねんまえです。……そのときはまだ、ひとがいた」

「型羽の妹が死んだ後、ここが引き払われたのかな」

「そのかのうせいはあります」

　妹が自殺したことは、当時ここに住んでいた子供たちなら知っていることだ。なにせ彼ら彼女らは、このビルの窓から妹の死体を無感情に見下ろしていたのだから。

　型羽は彼女の死体をそのまま里へ持ち帰った。施し設せつの人間にはひと言も告げずに。──もちろん、すべて明るみになってはいない。施設側の人間が病死かなにかとして処理したはずだ。

　だが、型羽が知っているのはそこまでだった。

　人が死んだ以上、あの後すぐ施設が閉へい鎖さされてしまった可能性も大いにある。

「あきつ、いさこ……」

　彼女は何なに者ものなのか。何な故ぜ、型羽の妹のことを知っていたのか。

　景けい介すけたちの調査したところによれば、戸こ籍せき上じようの『秋あき津つ依い紗さ子こ』は、彼女とは別人らしい。では、神楽かぐらの娘である『あの女』は、秋津依紗子という名前と家を手に入れるまで、いったいどこにいたのか。その答えが、恐らくは──ここだ。

「目に付いたところから調べようよ」

　檻江の淡々とした口調に、型羽は頷うなずいた。

　ふたりは、家や捜さがしを開始する。

　一階から五階まで、さすがに鼠ねずみ一匹という訳わけにはいかないが、それでも棚をひっくり返し、引き出しを開け放ち、ベッドを持ち上げ、本を床へぶち撒まける。

　理想をいえば、ここに入所していた人間の履り歴れき書しよなどがあればよかった。最低でも秋津依紗子の存在を明らかにするなにかがあればよかった。だが、三時間ほどを費ついやしてビルの中をすべて漁あさったが、そういう類たぐいのものはなにひとつ見付からない。

　やがて日が傾かたむき、そろそろ帰き路ろにつかなければいけない時間になっても──成果はまったくと言っていいほどあがらなかった。

　これ以上は無む駄だだ。

　そう判断した型かた羽はは、そろそろかえりましょう、と檻おり江えに告げる。

　ふたりともが埃ほこりまみれだ。枯かれ葉はには何なに事ごとかと驚おどろかれることだろう。

「もしここでなにか事件があってたら、ニュースに出たかもしれない」

　檻江はさすがに疲労の色を僅わずかに滲にじませていたが、ふと思い出したように型羽へ言う。

「景けい介すけに調べてもらう？」

「ええ……でも」

　あまり気が乗らない、といった調子で型羽は頷うなずいた。

　型羽は、里で秋あき津つ依い紗さ子こと会話したことを砂さ姫きに明かしていない。枯葉たちと合流した後での話し合いの際にも口を噤つぐんでいた。

　ビルの階段を下りながら、檻江に言う。

「やっぱり、このことはないしょにしておいてください。ゆうえきなじょうほうかもわからないのに、わたしのこじんてきなじじょうで、みんなをこんらんさせたくありません」

「型羽が言って欲しくないなら、言わないよ」

　檻江に表情らしい表情はなかった。だから型羽はもう一度「おねがいします」と念を押し、それからビルを出て、再び迷まよい家がに向かっての道を歩き始める。

　微かすかな徒と労ろう感かんと不安に、表情を硬かたくしながら。




　──しかし、型羽は気付いていなかった。

　檻江に話した理由は、言いい訳わけに過ぎない。

　彼女は、心の奥底で恐きよう怖ふしていたのだ。

　妹を虐ぎやく待たいしていたかもしれない秋津依紗子という存在に対して。

　得え体たいの知れない笑顔で、自分を『ちいさいニワトリ』と呼んだ女に対して。

　そして、その恐怖を──敵を恐れている事実を誰だれにも知られたくないという幼い強がりが、彼女の口を噤ませている最大の原因だった。
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　用事が終わり帰ろうとしたのだが、もう少しいろ、と木こ陰かげ野のの両親に引き止められてしまった。景介としては新しい玩具おもちやをもらった子供の気分で、早く家に帰って『かみらの枝えだ』でいろいろ試したいという欲求に駆かられていたのだが、あなたに客人があるからということなので、大人おとなしく従うことにする。やがて十分ほど待って、チャイムとともに居間へとあがってきたのは、砂さ姫きとその夫の玄げんだった。

「やあ、玄くん久しぶり」

　立ち上がった慎しん一いちは、玄に向かって歩み寄ると嬉うれしそうに手を握る。外見からはヤクザのようにしか見えない玄は、無言で頭を下げた。

「じゃあ僕ら、二階で呑のんでるから」

　そして、ふたりしてさっさと居間を出て行ってしまう。

　呆あつ気けに取られる景けい介すけに、薊あざみが呆あきれたように笑った。

「霧きり沢さわくんはあんな大人になっちゃダメよー」

「……はあ」

　しかし、この流れはなんだかイヤな予感がする。

　慎一が玄と酒を呑み始めたということは、彼が用事がある訳わけではないのだろう。

　だとすると、

「じゃあ、俺に客人っていうのは……」

「私だ」

　案の定。

　ソファに座った砂姫が、憮ぶ然ぜんとした視線でこっちを見ていた。

　正直、景介はこの人が苦手だ。初めて会った時に冷たい言葉で罵ば倒とうされたというのもあるが、なにより彼女の、冗じよう談だんが通じなさそうな雰ふん囲い気きはどうにもやりにくい。

　恐こわいけど優やさしい、と木こ陰かげ野のが砂姫を評していた。

　その優しさは、自分には向けられていない気がする。

「なんだ、私とは話もしたくないか？」

　バファリンから優しさを取り除いたかのような、薬やつ効こう成せい分ぶん百パーセントの微笑ほほえみだった。

「い、いえ……」

「まあ、人間にどう思われようが知ったことではないがな」

「俺はそんな……」

「用件はわかるな？」

　問いというより確認じみた詰きつ問もん。

　いえ、すいません、さっぱりわかりません。

　無言で固まっている景介に、砂姫は眉まゆに皺しわを寄せた。

「……枯かれ葉はのことだ」

「枯葉の？」

　あいつがどうかしたのだろうか。

　きょとんとしていると、何な故ぜか盛大に溜ため息いきを吐つかれる。

　愚ぐ痴ちめいて、ひとりごちた。

「……まったく。この男の、どこがいいのやら」

　──ええと……。

　確か似たようなことを以前言われたことがある。そうだ、あれは型かた羽はにだ。

　どうにも自分は、一族の女たちの一部から頗すこぶる心しん証しようが悪いらしい。

　溜ため息いきを吐つきたいのはこちらの方だ……などと思っていると、助け舟が出た。

「あらあら、砂さ姫きちゃん、そう莫ば迦かにしたもんじゃないわ」

　薊あざみだった。

　コーヒーのおかわりをカップに注そそぎつつ、笑えむ。

「ちょっと頼りなさそうには見えるけどね。いい子よ、この子は」

「私には理解できん。灰はい原はら吉よし乃のという娘の感情に引っ張られているだけではないか？」

「たとえそうだとしても、元の身体からだの持ち主の心を受け入れ、共に歩む。それが鈴すず鹿かの女の本ほん懐かいでしょう？　枯かれ葉はが選んだ娘が好きになった男の子よ。間違いないわ」

　年としの功こうという奴やつだろうか、薊の言葉に砂姫は黙り込む。

　景けい介すけも面と向かってそんなことを言われると、どうにも面おも映はゆかった。だが──灰原の名前まで出されては、さすがに情けないままでいる訳わけにはいかないと思い直す。

　それに、灰原だけではない。

　枯葉のことだって、景介は大事に思っているのだ。

「あの、砂姫さん」

　言うべきことは言っておこう。

「俺、頼りないかもしれませんし、繁はん栄えい派はとの戦いではあまり力になれないとも思いますけど……でも、枯葉を放って逃げたりはしません」

「わかっている」

　意外なことに頷うなずかれた。

「仮にも供きよう子こを打ち負かし、檻おり江えをこちらに引き戻したのだ。貴き様さまのことを過か小しよう評ひよう価かしたりはせん。それに、あやつらを見れば、貴様が慕したわれていることくらいは自明だ」

「ごめんなさいね、霧きり沢さわくん。鈴すず鹿かには姉妹がいないから、みんな姉妹のように育つの。年下の娘の男に小こ姑じゆうとじみた感情を抱くのは習ならわしみたいなものよ」

　補ほ足そくする薊に砂姫は憮ぶ然ぜんとした表情で、

「余計なことを言うな」

「あら、忘れたの？　あなたが玄げんくんを連れてきて、私が大反対した時のこと。あなた、すっごい剣けん幕まくで私たちを怒ど鳴なりつけたじゃない」

　指し摘てきされ、あろうことか居い心地ごこちの悪そうな顔をする砂姫。

　景介は木こ陰かげ野の薊最強説を提てい唱しようしたくなった。無む敵てきだこのお母さん。

「とにかく、枯かれ葉はの選んだ人をくさすのはやめなさい。姑しゆうとめからの命令よ」

「わかったよ。まったく、敵かなわんな」

　ややあって、彼女の視線は薊あざみから再び景けい介すけへと移る。

「確かに薊の言う通りだ。貴き様さまに文句をつけても詮せん無ない」

　しかし表情がさっきまでと違い、どこか浮かなかった。

　そして──意外なことを口にする。

「なにせ私は、お前に頭を下げにきたのだからな」

「……え？」

　居い住ずまいを正し、砂さ姫きは、言った。

「お前が気付いているかどうか知らんが、枯葉は……あいつは、脆もろい」

　──『脆い』。

　その言葉に、景介は咄とつ嗟さに唇を引き結ぶ。

「はい」

　頷うなずいた。景介も気付いている。

「あやつは、強くあろうとしている。が、如何いかんせん、心こころ根ねは歳に比して幼い。……本人も恐らくは承しよう知ちしていると思うが、だが、その認にん識しきはまだ甘いだろう」

「自分が思ってる以上に、ってことですか？」

「ああ。そのくせに強ごう情じようで頑がん固こときている。まったく、いらんところは母親似だ」

　愚ぐ痴ちるように微び笑しようした砂姫だが、すぐにまた表情を硬かたくする。

「霧きり沢さわ景介。貴様、木こ春はるについて枯葉からなにか聞いているか？」

　木春──里の焼やき討うちで死んだという枯葉の姉のことだ。

「ええと……」

　記憶を探さぐる。が、さして覚えはない。

「本来は姉が頭とう首しゆになる予定だった、とか、自分は喪も着ぎを行う予定などなかった、などと言っていなかったか？　あれは」

「ああ、はい」

　それなら聞いた覚えがある。

「確か、初めて会った時……そんなことを話してたはずです」

「……やはりな」

　何な故ぜか砂姫は悲しそうな顔をした。

　しかも薊までが、

「あの子、まだそんなことを……」

「……、なんでです？」

　怪け訝げんな顔をする景介。砂姫が微かすかに俯うつむいた。

「前者は正しい。本来、次じ期き頭とう首しゆは木こ春はるのはずだった。だが、後者は間違っている」

　──どういうことだ？

「檻おり江えの病やまいを知っているだろう？」

「はい」

　成長が止まってしまうという、鈴すず鹿かの病──。

　続いた砂さ姫きの言葉は、景けい介すけにとっては初めて聞く情報だった。

「枯かれ葉はの姉はな、あれと同じものを患わずらっていたのだ。しかも、月のものが始まる前にな」

「……え？」

「喪も着ぎをしたとて治なおるものではない。だから、跡あと継つぎを産むのは枯葉の役目だった。木春の次の頭首となるべき子を、木春の代わりに……な。それは里の者ならみな承しよう知ちしていたことだ。承知していなかったのは、枯葉だけだ」

　何な故ぜ、枯葉がそんな不合理な主張を。

　考えて、すぐに理由を理解する。

「木春さんが治るって信じてたんですね……あいつ」

「そうだ。姉ねえさまは不治の病などではない、とな。……自分が木春より背が高くなっても、それでもずっと言い続けていた。だから喪着などしない、子など産まない、と」

　枯葉は強ごう情じようで実直だ。それ故ゆえに、世の中の──どうしようもないことに対しての耐たい性せいが低い。檻江の時もそうだった。彼女が心を殺したということを理解できなかった。

　諦あきらめたくない、認めたくない、そんなことがあっていいはずがない。そう思えば思うほど、かえって意い固こ地じになる。理想を捨てきれないが故に、現実を受け入れられなくなる。

「そっか。……あいつ、認めるのは弱さだ、って思ったのかな」

　強くあろうとするが故に。強くあらねばと思う故に。

　それは『現実を見る強さが持てない自分』から目を逸そらすことだ、とも気付かずに。

「その強情さこそ、弱さなのにな。このままでは、あいつはいつか折れてしまうだろう」

　砂姫が頭を下げた。

「だから、霧きり沢さわ景介、頼む。枯葉の支えになってやってくれないか」

　あれほど冷たい視線を送っていた景介に、深く。

「たぶん私たちでは無理だろう。人間でなければ……いや、お前でなければならない。枯葉が想おもいを寄せるお前でなければ。お前になら、あいつは弱さを見せるだろう。お前なら、あいつの弱さに気付けるだろう。だから、頼む」

　大人おとなが子供に対してとるには、不ふ釣つり合あいなほどの礼だった。

　景介は目を閉じる。

　枯葉のことを思い、枯葉の強さを思い、弱さを思い、そして、

「顔を上げてください、砂姫さん」

　もうひとりの顔が、頭に浮かんだ。

「大丈夫です。俺だけじゃない。……あいつの支えになれるのは、俺だけじゃないんだ」

「どういうことだ？」

「もうひとりいる。俺や枯かれ葉はにとって、頼もしい人が。俺も枯葉も、その人に想おもいを寄せてるんです。そいつのことを考えると、強くなれるんです。だから……」

　そうだ、と思う。

　人の弱さと強さ。弱さ故ゆえの強さを借り受けるのが喪も着ぎだと、枯葉は言った。

　だったら。

　あいつの強さが、枯葉の弱さを救ってくれるだろう。

　あいつの弱さが、枯葉の強さを支えてくれるだろう。

　なにせあいつは、枯葉の中にいて、いつもあいつを見守ってくれているのだから──。

「大丈夫です、きっと」

　景けい介すけは断言した。

「枯葉が折れてしまうことがあっても、俺と灰はい原はらがきっと立ち直らせてみせる」




　　　　　　　　　　４




　迷まよい家がに用事があるというのも嘘うそなら、その迷い家に行くというのも嘘だった。

　木こ陰かげ野の棗なつめは、行くあてもなく家を出てあちこちうろつき回った挙あげ句く、今は隣町の公園でひとりベンチに腰こし掛かけていた。

　公園を見付けたのは偶然だったが、隣町に来たのは偶然ではない。半分は無意識でだったが、もう半分は──ここが小こ折おり谷や通つ夜や子この自宅がある町だったからというのが理由だ。

　とはいえ、棗の瞳ひとみに確固とした意志の光は見られない。

　その辺りで買ったジュースを片手にして、子供たちの遊ぶ様子をぼうっと見ている。

　まるでリストラされたサラリーマンみたい、と小さく呟つぶやいた。

　時計を見る。昼が近い。

　霧きり沢さわ景介は帰っただろうか。彼の顔を見るのが気まずいというのが家を出た最大の理由だったが、だからといって、両親の顔もあまり見たくない。

「……いっそ、繁はん栄えい派はに寝ね返がえるかな」

　諦あきらめたような笑いを浮かべ、直後「無理よね」と自分で否定する。

　そんなこと、できる訳わけがない。

「忘れなさい、か」

　以前、通夜子から告げられた言葉だった。

　なにを忘れるかはあなた次第。私のことを忘れるか、戦いのことを忘れるか。

　通つ夜や子このことを忘れる──つまり、本家側の一族として、通夜子をも敵とし、戦うか。

　戦いのことを忘れる──鈴すず鹿かの一族であることを捨て、人間として平和に暮らすか。

　枯かれ葉はたちのことを忘れるという選せん択たく肢しを、彼女は棗なつめに提てい示じしなかった。

　それはつまり通夜子自身が、繁はん栄えい派はに身を置く今の状じよう況きようを正しいとは思っていないということを意味する。彼女がしていることは間違っていて、本人もそれを承しよう知ちしているのだ。

　だが、通夜子はそれでも自分の意志を曲げないだろう。

　彼女の行動は、選択は、正しいとか間違っているとか以前に、効率がいいのだ。

　宮みや川かわ英えいという幼おさな馴な染じみの身の安全を確かく保ほする、それだけを目的とするのであれば。

　枯葉などであれば、本家側が内乱を平定すればいいと考えるだろう。実際、その結論は正しい。しかし通夜子の行動原理は、枯葉のその考えすらも考こう慮りよした上でのものだ。

　枯葉たちが勝てば、仮に通夜子が死んだとしても構わない。人間との共存を望むという意思統一がなされれば、どのみち宮川英に手を出す一族はいなくなる。

　逆に枯葉たちが負けた時、通夜子が本家に味方していれば、それだけで宮川の身は危険に晒さらされることになる。敵と親しい人間など彼女たちにとっては真っ先に駆く除じよの対たい象しようだ。

　だからこそ通夜子は繁栄派側についた。本家が勝てば自分が死ぬだけでいいし、繁栄派が勝てば内側から宮川の身を守れる──その冷れい徹てつな計算の上で。

　世界を『大事な人』と『それ以外』に分け、あっさりと天てん秤びんにかけた上で片方を捨てる。棗にはとてもできないことだ。そしてだからこそ、棗には止められない。

　ベンチから立ち上がり、飲みかけのジュースをゴミ箱に捨てた。そのまま深く溜ため息いきを吐つき、次の行動などまるで決まっていないというようにふらりと踵きびすを返す。

　そんな棗に、横から呼よび掛かける声があった。

「……木こ陰かげ野のさん？」

　殆ほとんど反射的に振り向く。

「あ……」

　宮川英が、怪け訝げんな顔をして立っていた。

「なんで」

　誰だれにも聞こえないほど小さな声を口の中だけで呟つぶやくが、棗は通夜子の家の近所まで来ていたのだ。その隣に住んでいる彼と遭そう遇ぐうする確かく率りつは決して低くない。

「どうしたのさ、こんなところで」

　宮川は問うてきた。

「あ、その……あのね」

　棗は慌あわてた表情で口くち籠ごもるが、すぐにわざとらしいほどの笑顔を浮かべ、

「散歩してたの」

「え。きみ、この辺に住んでたっけ？」

「ううん。その……昔、テレビで流は行やったでしょ？　ダーツの旅ってやつ。あれと似たようなもん。適当に知らないところに行って、目的もなく徘はい徊かいして帰るのが趣味なのよ」

「……変な趣味だね」

　学校ではそれなりに親しいとはいえ、ふたりきりで話をするほどでもない。そんな関係だったせいか、宮みや川かわは棗なつめの突とつ飛ぴな趣味に対して、からかいも笑いもせずにそう評した。

「あ、その……あんたはなにしてんのよ」

「買い物帰りだよ」

　見れば、両手にビニール袋を提さげている。

　服装もジャージ。些いささか所しよ帯たい染じみた出いで立たちは、学校での彼の印いん象しようからかなり遠い。

「昼ご飯と、あと晩ご飯」

「へえ、あんたでも家の手伝いとかするんだ。意外」

　上う手まく話題が逸それた。

　だから、安あん堵どを入り混じらせた表情で宮川をからかう。

　彼はうん、と頷うなずくと、あっけらかんと言った。

「うち、母さんいないから。僕が家事してんだよ」

「え……」

「あれ、知らなかったっけ？」

　棗は驚きよう愕がくした直後、しまった、という顔をして、

「……ごめん。知らなかった」

「なんだ。景けい介すけの奴やつ、言ってなかったのか」

「霧きり沢さわは知ってたの？」

「うちに遊びにきたことあるしね」

　宮川は傷付いた様子もない。

「気にしなくていいよ。別に昨日きのう今日きよういなくなったって訳わけじゃないし」

「その……お母さん、どうしたの？　なんというか、単に世間話として。言いたくないんなら言わなくてもいいから。あたしもどうしても知りたいってほどじゃないし」

　誤ご魔ま化かしながらも突っ込んだことを尋きいたのは、彼の会話に通つ夜や子この名前が出てくることを無む意い識しきに求めてしまったからか。

「はは」

　彼は苦笑し、公園と道路を仕切る茂みを踏ふみ越こえると、買い物袋をベンチに置いて、自分も座った。棗は公園の中にある自販機へと走り、ジュースを二本買ってくる。

　一本を宮川へ渡し、

「せっかくだし、おごったげるわよ」

「いいの？　ありがとう」

　棗なつめがベンチの傍そばにある昇り棒へと背を預けると、宮みや川かわは口を開いた。

「オトコ作って出てったんだよ。僕が小学校の時だっけ。当時からさっぱり悲しくなかったけどね。ふーん、って感じ。理由が理由だったし、そんなに優やさしい人でもなかったし」

「そっか。でも、傍はた目めから見るとなかなかヘビーよ、それ」

　棗はそう返した。悲しい顔をする方が失礼だったからだ。

「だろうね」

　宮川が薄うすく笑えみ、それから懐なつかしげな顔をする。

「つーちゃんの方がわんわん泣いてたな。この前会ったでしょ？　あの人」

　出てきた名前に、棗は表情を固まらせた。

　誘ゆう導どう尋じん問もんじみた会話だったとはいえ、いざ通つ夜や子この話題になると、動どう揺ようを隠かくせない。

　どうにか平へい静せいを努つとめ、

「あ。ええと、通夜子先せん輩ぱい？」

「うん、そう。あの人」

　棗の変化に気付かず、宮川は世間話のようにさりげなく言った。

「私がえっくんのお母さんになる、ってさ。いなくなったおばさんの代わりに、私がお母さんになる、だから泣かないで、って。……僕は、ちっとも泣いてなんかいなかったのにさ」

　可お笑かしそうに──それでもどこか嬉うれしそうに。

「通夜子さん……が」

　唇を咬かんだ。

　俯うつむき、視線を逸そらし、表情を宮川に悟さとられまいとする。

　いつも平然としていて、何事にも動じない性格だった通夜子。少なくとも、鈴すず鹿かの里ではそうだった。宮川と一緒にいる時の『つーちゃん』とは、まるで違っている。

　どちらが彼女の本質なのだろうか。たぶん、どちらも──里で見せる顔も、宮川英の幼おさな馴な染じみとしての顔も、通夜子という少女の本当の姿なのだ。

　だから、

「……なによ」

　わんわん泣く子供の通夜子を閉じ込めて、無表情を装よそおう少女の通夜子を想そう像ぞうした。

　子供の通夜子が幾いくら叫んでも、今の通夜子はそれを許さない。

　慟どう哭こくが外に漏もれないように、鍵かぎをかけて、扉を閉めて。

　強引に封じ込めて。

　自分の本当の気持ちを──押し殺して。

「ふざけないで……よ」

　小さくひとりごちる。

　顔が歪ゆがんだ。心しん臓ぞうが跳はねた。左胸を力ちから任まかせに掴つかんだ。動どう悸きは収おさまらなかった。

　表情は悲しみでもなく、苦しみでもなく──、

「話してくれてありがと、宮みや川かわ」

　棗なつめは、自身の奥にわき上がってくるそれがなんであるかを自覚しつつ、息を吐いた。

　努つとめて笑顔になる。目の前の友人に悟さとられてはいけない。

「今日きようの徘はい徊かいは思わぬ収しゆう穫かくがあったわ。犬も歩けばって奴やつね」

「別にそんな得するような情報でもないと思うけどな」

　宮川は苦笑する。棗の本心には気付いていないようだ。

「あら、あんたが料りよう理り上じよう手ずってのは学校で話したらちょっと面白いんじゃない？」

「……そっちか」

「けっこう母ぼ性せい本ほん能のうくすぐられる娘こもいるかもよ？　モテたくない？」

「勘かん弁べんしてよ」

　冗じよう談だんめかして肩を竦すくめる宮川。

「はは、心配しなくても誰だれにも言いやしないわよ」

　じゃあね、と。

　棗は宮川に手を振った。

「うん。気を付けてね」

　宮川もベンチから立ち上がり、こっちに軽く手を振り返す。




　踵きびすを返し背を向けて公園を出てからようやく、棗は表情を取とり繕つくろうことをやめる。

　そこに自然と浮かんでくるのは、やっぱり悲しみや苦しみではなかった。

「忘れなさい、ですって？」

　小さく呟つぶやく。

「なにを……偉えらそうに」

　どうしようもない、行き場のない怒りを込めて。

　ふざけるな、と思った。

　通つ夜や子こは、忘れたとでも言うつもりか。

　宮川のことを。宮川英えいに対する、自分の気持ちを。

　お母さんになるから、と泣きじゃくるほど強い彼への想おもいを忘ぼう却きやくし、切り捨ててしまったとでも言うのか。その程度で、その程度の想いで、どの口が『私の目的は彼の幸せ』だなどと語っているのだ。そんなものが覚悟と呼べるのか。

　つい二日前、通夜子に気け圧おされて狼ろう狽ばいしてしまった自分を思い出す。霧きり沢さわ景けい介すけや枯かれ葉はに叱しかられて当たり前だ。こんな弱気になっていて、挙あげ句く両親に頼ろうとするなんて。

　分家『こかげ』当主として、先代に頼ったことが情けなくなったのではない。

　親に縋すがり、友人に迷めい惑わくを掛かけた自分が──木こ陰かげ野の棗が、情けない。

　もはや足取りに迷いはなかった。

　棗なつめは前を向き、唇を僅わずかに咬かみながら、家への帰き路ろを真まっ直すぐに急いだ。




　　　　　　　　　　５




　景けい介すけが木こ陰かげ野の家けを辞したのは、正午を回る十分ほど前だった。

　昼が近かったこともあり昼食を勧められたのだが、生あい憎にく、家の冷蔵庫には母が仕事に行く前に作っておいてくれたものがある。食べないのも悪いと思ったので、断ることにした。

　家に帰りつくと、既すでに昼を僅かに過ぎていた。両親が留守で、家にはひとり。レンジで温めた昼食を食べ、自室に戻り『かみらの枝えだ』をいろいろと試してみる。これが思いの外ほか楽しくて、二時間近くが過ぎるのはあっという間だった。

　チャイムが鳴ったのは、三時になる少し前のことだった。

　どうせ新聞だか宗教だかの勧かん誘ゆうだろうと思いつつも、さすがに無視する訳わけにもいかず、インターホン越ごしに「どなたですか？」と尋たずねる。

　返ってきたのは、意外な声だった。

「妾わたしだ。景介、いるか？」

　一瞬思考が固まる。つい数時間前に彼女の話を砂さ姫きとしてきたところだったというのもあるが、なにより──枯かれ葉はが家に来るなど、今までなかったことだったからだ。

　二秒の後、我われに返って応こたえた。

「本人が返事しておいて『いるか？』もねえだろ。……ちょっと待ってろ」

　玄関へ行き、ドアを開ける。

「……って、なんで制服着てんだよ」

　少し楽しそうな表情だったのに気付き、尋たずねる。

「気に入ったのか？　それ」

「楽なのだ。足がすーすーするのが気になるが」

「そうか。まあ、入れ」

　なんにせよ、玄関先で話をする訳にもいかないので招き入れた。

　枯葉は、わくわくしたような顔できょろきょろとする。

　洋風建築が珍しいのかと思ったが、

「ここがお前の育った家なのだな」

　また臆おく面めんもないことを考えていたらしい。

「ええと……こっちだ」

　居間へと案内し、ソファに座らせる。そこで、どうすればいいんだっけ、と考え込んだ。男子高校生にとって当然のことだが、来客には慣れていない。──特に、同年代の異性なんか。

　ああそうだ、お茶だ。

「ちょっと待ってろ。テレビ点つけてもいいから」

　慌あわてて台所へ行く。が、日本茶のある場所がさっぱりわからない。途方に暮れつつ手当たり次第に棚を開けるとペットボトルのオレンジジュースが見付かったので、氷とともにコップへ注そそぐ。まあ大丈夫だろう。未開封ということは来客用に違いない。

　他ほかに菓子などあればいいと思ったので、冷蔵庫にあったプリンを取る。『母のもの』と書かれた張り紙を見なかったことにして、皿にプッチン。

　盆に一式を乗せて居間へ戻る。

「……、なにやってんだよ、お前」

　枯かれ葉はがテレビの前に四よつん這ばいになって、しげしげと暗い画面を見み詰つめていた。

「おお、景けい介すけ」

　そのままの姿勢で首だけが振り返った。

「これはどうやったら点くのだ？」

「リモコン知らねえのかよ。って、お前、立て。パンツ見えるぞ」

　非常に際きわどい姿勢だった。普段は着物だから意い識しきが足りていないようだ。

　だが、景介は勘かん違ちがいしていた。

　枯葉の──普段は着物だから足りていない意識のレベルを。

　枯葉はきょとんとした。

「ぱんつ、とはなんだ？」

　景介は無言。

　たっぷり五秒を考えて、発言の意味を理解する。

　着物に下着があるのかどうか景介はよく知らない。だが、枯葉は少なくともパンツの存在を知らない。そして枯葉は今、スカートを穿はいている。

　それらにより導き出される結論は──、

「ちょっと待て。動くな。そのままだ枯葉」

「え、なんだ？」

「いいから動くな！　具体的には頭をそれ以上下げるなっ！　腰を上げるな！」
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　そのまま回れ右をし、

「立て。立ち上がれ。すぐにだ。そしてソファに座れ」

「でも、テレビが……」

　──テレビ見る前に違うもん見みえ兼かねないんだよ！

「ソファに座ったら点けてやるからっ」

「なんだ、変な奴やつだな」

　変なのはお前だという言葉をぐっと堪こらえた。

　座ったぞ？　という返事があったのでようやく安あん堵どとともに振り返る。

「ほら、これ食え」

　ジュースとプリンを目の前に置いた。

「……景けい介すけ」

「なんだ？　プリン嫌きらいだったか？」

「お前はいい奴やつだな！」

　急に叫ばれた。見れば、目をきらきらと輝かがやかせている。

「しかもこれはオレンジジュースか！　オレンジジュースとプリンとは……！」

「……お前は普段どんな食生活送ってるんだよ」

　子供のように喜んでいる枯かれ葉はを見て、溜ため息いきを吐つく。

「ま、お茶とか饅まん頭じゆうとかか」

　迷まよい家がに冷蔵庫はあったと思うが。

「ポテチもあるぞ。だが、棺かん奈ながなかなか食べさせてくれんのだ。虫歯になると言ってな」

「過か保ほ護ごな死体だな、相変わらず」

　枯葉はスプーンを手に、美お味いしそうにプリンを食べ始めた。その幸せそうな顔を見て、これを食たべ損そこねた母も浮かばれるだろうと思う。死んでいないが。後で怒られそうな気もするが。

　テレビをねだられたので点つけてやりつつ、景介はそういえば、と思い出した。

「どうしたんだお前。ひとりで来て」

「ああ」

　スプーンをくわえたまま、枯かれ葉ははこっちを向いた。

「みんな出で掛かけてしまってつまらんから、妾わたしも出掛けることにしたのだ。お前の家の場所だけは知っていたから、来てみた。バスにもひとりで乗れたぞ？　凄すごいだろう」

「みんな出掛けたって？」

　バスのことを褒ほめてやるべきかどうか迷ったが、あまり甘やかすとつけあがるのでやめておく。それに、そっちの方が気になった。

「型かた羽はと檻おり江えは朝からふたりでどこかへ行った」

「あいつら、仲良くなったよな」

　檻江が迷まよい家がに来て数日は、例に洩もれず思いきり警けい戒かいしていた型羽だったが──いつの間にか、妙みように親しん密みつになってしまった。というより、檻江に懐なついた。

　四月に入った頃ころを境にしてのような気がする。その時に開かい催さいした、型羽の誕たん生じよう日びパーティーくらいからだ。ふたりの間になにがあったかはよく知らない。

「棺かん奈なは？」

「今日きようは、あやつには『つうれん』を修理してもらっている……のだが、危険だからと妾を近寄らせてもくれんのだ。まったく、お前の言う通り、過か保ほ護ごで困る」

　驚おどろいたことに、死体メイドは機き械かいいじりもできるようだ。というか、迷い家のどこでチェーンソーの修理などしているのだろう。そもそも工具があるのか。

「黙って出てきたのか？　棺奈に」

「ちゃんと断ったぞ。景けい介すけのところへ行く、と言ったら、それなら構いません、と」

　自分はけっこう信用されているらしい。

「そっか。……いや、ちょっと待て」

　ひと通り聞かされてから納得しかけて、木こ陰かげ野ののことに気付く。枯葉に問うと、

「棗なつめか？　来ていなかったが」

「あいつ、迷い家に行くって言って家を出てたはずだけど……ったく」

　どうやら木陰野は、景介が思っている以上にいじけてしまっているようだ。

　大おお方かた所しよ在ざいをなくして、どこぞのゲーセンか喫きつ茶さ店てん辺りをうろついているのだろう。

　彼女の母親に連絡しておこうかとも思った。が、あまり彼女を心配させるのもよくないし、なによりあいつももう子供ではない。とりあえず、今度会った時にまだうじうじしているようだったら怒ど鳴なりつけてやろうとだけ心に決めた。

「でも、お前もお前だ。ひとりで出歩くのはあんま感心しねえな」

　景介は薄うすい溜ため息いきを吐つきつつ、枯葉へと向き直った。

「心配するな。武器は持ち歩いているし、さすがにこの町中では繁はん栄えい派はも……」

「そうじゃねえよ」

　木こ陰かげ野ののことへの八つ当たりかもしれないが、少しだけ苛いら立だちを覚えた。

　だから思わず、本音を言ってしまう。

「お前が強いのはわかってる。そう簡単にやられたりはしないことも。でもな……俺が嫌いやなんだよ。俺の見てないところでお前が襲おそわれるのが。だいたい、来るなら来るって言えばいいんだ。迎えに行くくらいは俺にだってできる」

　ちょっと荒い言葉に、機き嫌げんを悪くされるかもしれないと身構えた。まあでも、怒っているのはこっちなんだし、言いたいことは言っておかないといけない。そんなことを考えながら枯かれ葉はを見ると、何な故ぜか彼女はきょとんとして、

「……なんだお前、やけに優やさしいではないか」

「え」

「どうしたのだ？　いや、お前が優しい男なのは知っていたが、その……」

　次いで、頬ほおを染そめて視線を逸そらし、妙みようにそわそわし始める。

　──やばい。

　どうやら変なボタンを押してしまったらしい。

　普段だったら自分の好意をあからさまにしてからかってくるくらいの勢いなくせに、いきなりこんな態たい度どを取られると、いつも以上に照れる。

　枯葉もどうやら同じだったようで、落ち着きなく視線を泳がせ始めた。

「あ、庭があるのか？」

　居間に面した硝子ガラス戸どを見て、ぎこちない声でいきなりそんなことを言う。

「い、いや、そりゃあるけど、庭くらいは」

「えっと……見てもいいか？」

　なんとも強引な話題逸らしだった。

　とはいえ、このままふたりしてもじもじしていると間が保もたないし、気まず過ぎる。

「ああ」

　景けい介すけは頷うなずき、立ち上がった。硝子戸を開き、枯葉を促うながす。

「……たいしたもんはねえぞ」

　そんなに立派な庭ではない。庭と呼んでいいのかテラスと呼べばいいのか微び妙みように不明でもある。だが、両親が土いじりにそこそこ熱心なので、見た目は整っていた。

　枯葉は縁えん側がわに腰こし掛かけた。

「あれはなんだ？」

　右みぎ隅すみに群ぐん生せいしている草を指差す。

「ハーブだよ。繁はん殖しよく力りよく旺おう盛せいで困ってるらしい」

「あっちの妙な形のは、花か？」

「チューリップ知らないのか、お前」

　迷まよい家がの庭にチューリップはない。里にもなかったのだろうか。

「面白い花がたくさんあるな」

「ヒヤシンスだのなんだの、花か壇だんの花は季節ごとに植え替えてるんだけど……実は俺もよく知らん。尋きかれても半分も答えられねえぞ」

「出てもいいか？」

「そこのサンダル履はけ」

　枯かれ葉はと一緒に、庭へと降りた。

　景けい介すけ自身、久しぶりだった。

　昔はよくここで遊んだものだが、成長するにつれてあまり立ち入らなくなった。実は、花の水やりすらしたことがない。両親のガーデニングは姉がいなくなってから始めたことだったから──現げん実じつ逃とう避ひを手伝うようでなんとなく嫌いやだったのだ。

　改めて見渡すと、今となってはさすがに手狭だなと思う。

　こんな狭い庭で、両親は姉のことを忘れるために花を育てていたのだろうか。それとも、在ありし日の娘と幼かった息子が遊んでいた光景を、花を育てながら思い出していたのか。

　枯葉が不意に、庭の隅すみにあった木に興きよう味みを示した。

「椿つばきだ」

「ああ」

　昔からあったはずだ。両親が洋風の花を植え始めて以来、すっかり場違いになってしまった。椿にとっては、軒のき先さき貸かしてなんとやら、だろう。

　椿の木には花があった。こんな春先にまで咲いているものなのかと微かすかに驚おどろく。だが、数は少ないし萎しおれかけている。どうやらまだ粘ねばっているだけのようだ。

「妾わたしは、椿が好きだ」

　木の前にしゃがみ込んで、花を見み詰つめながら枯葉が言った。

「姉ねえさまの名前だからな」

　木こ春はる。首の落ちる花である椿をふたつに分かち、不吉に不吉を重ねた──それ故ゆえに鈴すず鹿かの一族にとっては、縁えん起ぎのいい名前。

「どんなひとだったんだ？」

「ああ。強く、優やさしく、とても美しかった。妾など及びもつかんほど立派な方でもあった」

　思いを馳はせるような言葉に、景介の胸が痛む。

　やはり砂さ姫きから聞いた通り──こいつは、姉の病やまいが治なおると信じて疑わなかったのだろう。

　次女である自分が世よ継つぎを産むことなど決してすまいと決めていたに違いない。それでは姉に悪いと思い、姉のことを尊そん敬けいしていたが故に。

　なんだか耐たえられなくなって、景介は枯葉の隣にしゃがみ込んだ。

　椿つばきの花が、ぽとり、と落ちた。

　まるで枯かれ葉はに見守られるように。

　もっとも美しい散ちり際ぎわの瞬しゆん間かんを、彼女に見せるように。

　と──。

　墜おちた椿を見て、枯葉が嬉うれしそうに笑った。

「綺き麗れいだな」

　瞬間。




　──きれいだな。




　強きよう烈れつな既き視し感かんとともに。

　景けい介すけの頭に、真っ白な情景が浮かぶ。

「……え？」

　唐とう突とつに、だった。

　それはまるで、頭を殴なぐられたような。

　或あるいは、頬ほおを撫なでられるような。

　今まで思い出しもしなかった──いや、忘れてしまっていた──記憶。

　水の底から浮上するように、甦よみがえってくる。




　──なんてんはないのか？

　問われた。何な故ぜ？

　──うさぎをつくってやろう。

　言われた。誰だれに？

　──おまえはげんきなのだな。

　着物姿の少女。真っ黒な髪かみ。

　──けいすけか。よいなだ。

　まだ幼かった景介と同年代の、やけに綺麗な、尊そん大だいな口調で話す──。




「なあ、枯葉」

　呆ぼう然ぜんとしたまま、隣の少女に問う。

「お前、さ……里から出たこと、あるか？」

「なんだ？　急に。それに意味がわからん」

　怪け訝げんな顔をされる。だから、続けた。

「子供の頃ころ。お前、鈴すず鹿かの里から出て町に降りたりしてた……か？」

「うん、実を言うとな」

　枯かれ葉はは、景けい介すけの疑問の本当の意味を理解しないまま微び笑しようした。

「妾わたしはけっこうやんちゃな子供だったのだ。好奇心も旺おう盛せいでな」

　懐なつかしむように、語る。

「母さまや父さまや、それから砂さ姫きどのの目を盗んで、何度か人里に降りたことがある。……すぐに見付かって連れ戻されたがな」

「お前、覚えてるか？　その……」

「いや、実はそれほど記憶にない。どうやって母さまたちから逃げるかとか、そんなことを必死で考えていたのは覚えているのだが……肝かん心じんの町に降りてからは、嬉うれしくてあちこち歩き回ったということ以外はさっぱりだ」

「そっか、覚えてねえのか」

　当然だろう。

　景介だって覚えていなかった。今になるまで忘れていた。

「……どうしたのだ？」

「いや」

　首を振る。

「いいんだ。変なこと尋きいたな」

　無理に思い出してもらう必要はない。景介が思い出しただけで充分な気がした。

　いつもいつも『お前のことが好きだ』などと恥ずかしいことを言う枯葉。

　自分を好きでいてくれるというのが、景介にとっては負い目みたいなものだった。

　だからこの記憶は彼女に対しての、アドバンテージだ。

　こいつの知らない、自分だけが知っている思い出──。

　運命、なんて言葉、別に信じている訳わけではない。

　未来が決まっているなんて考えたこともない。

　でも、もしも運命というのが、偶然によって生まれた未来の形を意味するのであれば。

　子供の頃ころの偶然に再び巡めぐり会あうことが運命というのであれば。

　自分はこの記憶を、理由にしてもいいと思う。

　あの幼い頃、彼女に対して感じた胸の鼓こ動どうを、再び躍おどらせてもいいのではないか。

「景介、お前、変だぞ」

　きょとんとした顔をした。

　その表情が、姉がビーズで雪ゆき兎うさぎの目を作った時の、あの幼い少女とだぶる。

「いったいどうし……、む!?」




　自分でそうしようと意い識しきした訳ではなく、自然と、引き寄せられるように。

　景けい介すけは、枯かれ葉はに唇を重ねた。

　灰はい原はら吉よし乃ののことを一時だけ忘れ、枯葉だけに。
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　やがて、夜。

　枯葉はあれからしばらくして、迷まよい家がに帰った。景介が危き惧ぐしていたよりも気まずい雰ふん囲い気きにはならず、ごくごくいつも通りの態たい度どだった。少なくとも景介にはそう見えた。

　景介は自室に戻り、気分を切り替えるようにして再び『かみらの枝えだ』を試し行こう錯さく誤ごするという作業に没ぼつ頭とうした。今や、部屋の中に切り傷のついていないものはないくらいだ。

　その甲か斐いもあったとは思う。これまでとまったく違った戦い方ができそうだ。以前、供きよう子こと戦った時にこれに気付いていれば、もっと楽に勝てたのではないかと勘かん違ちがいしそうになるほどに。──木こ陰かげ野のの父には、感かん謝しやしてもしきれない。

　ただ、妙みようなこともあった。

　部屋にあるコンポに傷を付け、ぐにゃぐにゃと外見を弄いじっていた時だった。

　不意に──頭の中、まるで視界に割り込んでくるかのようにして、妙な光景が見えたのだ。カラーだかモノクロだかもわからない、不ふ鮮せん明めいな映えい像ぞうだった。見た時は意味がわからず、像が消えた後でよくよく記憶を探さぐると、コンポの部品をばらばらにして並べたようなものだったように思う。他ほかのものを操あやつった時にも同様のことが何度かあった。

　理由はわからないが、恐らくは操る対象の構造や仕組みみたいなものが、抽ちゆう象しよう的てきな形でこちらの頭に流れ込んでくるのではないだろうか。物体を今までより深く支配し操作したことによる、一種のフィードバックみたいなものか。

　多少不安を覚えもしたが、頭が痛いたくなったりなどの実害はないので気にしないことにした。夕方になって母が帰宅する。即座に「プリンをどうした」と問とい詰つめられたが、急な来客があったと説明すると、コンビニまで同じものを買いに行くことで決着がついた。

　その数時間後に父が帰ってきて、夕食を家族で食べ、一日は終わった。

　あとは適当な時間に入浴して寝るだけだ。

　ちなみに、課題のことは綺き麗れいさっぱり頭から消えている。週末の土曜日に課題のことを考える高校生活など不ふ健けん康こうだ。明日あしたできることを今日きようするな、というのが景介の持論である。

　さすがに疲れてきたので、夜になってまで『かみらの枝』をいじるのはやめておいた。集中力が足りないと、変形させたものを戻した時に微び妙みように元と違ってしまう。好調時は『元に戻れ』と思うだけでいいのだが──さすがに超ちよう常じようとはいえ道具、万能とはいかない。

　時刻は午後八時。さすがに寝るには早いので、ネットでもしようとパソコンを立ち上げた。

　一階から、自分を呼ぶ母親の声がした。

「なに？」

　ドアを開けて呼よび掛かける。返ってきた言葉は意外なものだった。

「お客さんよ」

「……はあ？」

　──夜の八時に？

　部屋を出る。誰だれだろう、と思いつつ。

　クラスメイトがこの時間にアポもなく来る訳わけがない。とすると、鈴すず鹿かの誰かか。

　枯かれ葉はは昼間に来たばかりだし──まさか、枯葉になにかあったのか。

　バス停までは送っていった。武器も持っているし大丈夫だとは思う。が、俄にわかに心しん臓ぞうが跳はね始め、階段を途中から走って降りた。

「誰？」

「どうしたのよ、慌あわてて。……ふうん」

　玄関にいた母は何な故ぜか意味ありげな視線を送ってきた。

「上がってもらおうと思ったんだけど、遠えん慮りよされちゃった。外にいるよ」

「ああ、わかった」

「あんた、なかなかやるね」

　からかうような母親の言葉に、たぶん同年代の少女だろうと予想する。

　だとすると、木こ陰かげ野のか檻おり江えか。ますます枯葉のことかという不安が増す。

　景けい介すけはドアを開けた。

　その不安は、別の意味で裏うら切ぎられた。

「こんばんは、霧きり沢さわくん。なかなかいいお家うちね」

　玄関の前に立っていたのは、木陰野でも檻江でもなかった。

　──ただし、鈴鹿の一族ではある。

「てめ……え」

『かみらの枝えだ』を持ってこなかったことを後こう悔かいする。いや、自分の家の玄関先にまで武器を肌はだ身み離はなさず持ち歩くなんて発想、さすがに景介の頭の中にはない。

　せめて携帯電話は持っておくべきだった。今の景介は、完全に無力だ。

　そこには、

「お母さまに、どうぞ上がってください、なんて誘さそわれちゃった」

　秋あき津つ依い紗さ子こが、敵意の見えない──それ故ゆえに恐ろしい笑えみを浮かべていた。

「なにしに……来た」

　あまりのことにそれだけを言うのが精一杯だった。かろうじて、玄関を後ろ手に閉める。

「あら、あんまりじゃない。私のお家には来たくせに」

「てめえの家じゃないだろう、あそこは」

「いいえ、私の家よ。秋津依紗子の家」

「……っ！」

　背筋に悪お寒かんが走る。

　秋津家のアルバムに貼はられたまったく別人の写真を見てから、もはや景けい介すけの中でこの少女に対する『元クラスメイト』という心しん象しようは完全に消え去っている。

　こいつは、秋津依紗子という存在を乗っ取った、おぞましい化ばけ物もの以外の何物でもない。

　恐きよう怖ふのあまりその場に座り込みそうになったが、どうにか自分を奮ふるい立たたせた。

「なにしに来た、って尋きいてるんだよ」

　表面を取とり繕つくろっておかないと保もちそうにない。

　無理をして軽かる口くちモードに切り替える。

「まさか遊びにって訳わけじゃねえだろ。……それとも、家に上げて歓かん待たいでもして欲しいのか？」

「家に上がってもいいの？　そうなったら困るのは霧きり沢さわくんでしょう？　こんな内ない緒しよ話ばなし、親おや御ごさんに聞かれる訳にはいかないもの。あ、もしかして部屋に入れてくれるとか？」

　だったら嬉うれしいわ。秋津はくすくすと口くち許もとを押さえる。

　どこをどう切り取っても、年とし頃ごろの美少女が楽しそうにしているふうにしか見えない。

「残念だけど思いきり散らかっててな。無理だ」

「片付けてあげましょうか？」

「とても女の子に見せられないものもあるんだよ」

「そう、それは残念」

　本当に残念そうな顔をすると、彼女はスカートのポケットに手を入れる。

　すわ襲おそいかかられるかと身構えるが、取り出してきたのは一片の折おり畳たたまれた紙だった。

「今日きようはね、デートの約束をしに来たの」

「……デート？」

　差し出された紙を受け取る。指先が震ふるえないように力を入れながら。

「明日あした、そうね……夕方くらいがいいかしら。そこに書かれた場所に来てもらえない？」

　その場で紙を開く勇気はなかった。

「どこだよ、ここは」

「私のお家。本当のお家」

「なにが目的だ」

「だって、この前はちゃんとおもてなしできなかったじゃない。だから改めて、ね」

　相変わらず真意を掴つかむことのできない返答だ。

　景介は思いきって問うた。

「嫌いやだ、と言ったら？」

「ふふ、私はね、霧沢くんのそういうところが気に入ってるのよ。でも……」

　すると秋あき津つは、不意にこちらから視線を外はずし。

　景けい介すけの背後にある霧きり沢さわ家けを眺ながめながら、とんでもないことを言った。

「そうね。来てくれなかったら、この家を燃やすわ」

「な……っ」

　絶句した景介に満足したように、秋津は楽しげに語り始める。

「鈴すず鹿かの一族って、そういうことを嫌いやがるのよね。卑ひ怯きようだ、とか言って。自分たちの里は燃やしたくせに、勝手だわ。……反対しないのは、供きよう子こさんくらい」

　返事のできない景介を置いてきぼりに、

「でも私、供子さんってあまり好きじゃなくて。そもそも彼女だって『このはな』のやり方としてそういう手段を取ることに躊ちゆう躇ちよがないっていうだけで、卑怯だとは思ってるみたい。変な話よね。家族を人質に取るくらいのこと、卑怯でもなんでもないのに」

　自分勝手な、胸が悪くなるようなことを、

「だからね、私、鈴鹿のそういう、妙みような伝統は打ち破るべきだと思うのよ。……侮あなどらないでね、霧沢くん。私はやるって言ったら、やるわ。あなたのご両親がいる時を狙ねらって、決して逃げられないように、決して楽には死ねないように」

　まるで昨日きのう観みたバラエティ番組の感想を言うみたいに、気楽に──。

「……わかったよ」

　景介は、爪つめが食い込むほど拳こぶしを強く握りながら頷うなずいた。

「行ってやる。ただし、俺ひとりでなんて言うなよ？　できるだけ賑にぎやかな方がいいだろ」

「もちろんよ。霧沢くんだけだったら来てもらう意味がないわ。……私個人の本音としては、あなたさえいてくれればそれでいいのだけど」

「俺個人の本音としては、お前とふたりきりってのは願い下げだね」

「あら残念」

　秋津はあっさりと一歩下がり、踵きびすを返した。

「じゃ、帰るわ。明日あした、よろしくね？」

「ああ、土産みやげ持って行ってやるよ」

「ふふ、楽しみにしてるわ。……じゃあね」

　手を振りながら闇やみの中へ帰っていく秋津。

　やがて姿が見えなくなってからようやく、景介は疲ひ労ろう感かんとともにその場へと座り込んだ。

「……畜ちく生しようめ」

　深く息を吐つく。が、腰こしを抜かしている場合ではない。

　玄関へ入ると、母親が呑のん気きにも「どうだったの？」と意味ありげに尋きいてきた。父も居間で新聞を読んでいるが、聞き耳をたてているのは間違いない。

　あんたたちは焼き殺されかけたんだよ、とは言えなかった。

　両親がこうして呑のん気きでいられるように──それが景けい介すけの、なによりの願いなのだから。

「なにを期待してるか知らないけど、彼女とかじゃないよ。ただのクラスメイト。たまたま近くに親しん戚せきの家があって、泊まりついでに冷やかしに来ただけだとさ」

　苦笑しながら適当に誤ご魔ま化かしつつ、靴くつを脱いで玄関に上がる。

　そのまま自分の部屋へと戻ろうと、階段に足を掛けた。

　だが、途中で足を止め、振り返る。

　秋あき津つに対するささやかな復ふく讐しゆうと、両親に対するちょっとした宣言と──それから自分自身がするべき覚悟の確認を兼かねて、言ってやった。

「彼女は別にいる。あれよりもっと美人で性格もいいから安心しろ」

「は、景介？　あんたそれ……」

　両親の驚きよう愕がくを無視して、景介は部屋へ入った。

　携帯電話を取り出す。

　明日あしたへ向けて深呼吸しながら、メモリを呼び出した。
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　日曜日の夜なんて、普通の高校生ならサザエさん症しよう候こう群ぐんに家で悶もん々もんとしているはずだ。なのに景けい介すけときたら、そんな時間に見知らぬ土地まで行って命の遣やり取とりをしようとしている。

　実にありがたくない体験だ。

　何時までかかるかさっぱりだから、親には「勉強がてら泊まりに行く」と嘘うそを吐ついた。荷物と制服一式を持って、明日あしたはそのまま友人宅──迷まよい家がなのだが──から登校という訳わけだ。

　年が明けてからこっち、景介は両親にとって、外泊と外出のやたら多い息子になっている。これまでは『勉強熱心で結構』という感じだったのでまあよかったのだが、昨夜、調子に乗って妙みようなことを口走ったせいで、両親の認にん識しきに誤ご解かいが生じてしまった。

　一、どうやらうちの息子には彼女がいる。

　二、最近多くなった外泊は、勉強に行くと誤ご魔ま化かしてその彼女と過ごしているのでは。

　三、だとすると勉強は勉強でも、息子が勤いそしんでいるのは大人おとなのお勉強ではなかろうか──そんな三段論法で、景介は窮きゆう地ちに立たされた。

　本当に勘かん弁べんして欲しい。

　今日きようは友達の家に勉強をしに行くと告げた途と端たん「ちょっとそこに座りなさい」と血けつ相そうを変えられ、あんたどういうことひょっとして先月のあれや先々月のあれとか週末になるたびどこかへ出で掛かけているけどそれもそうなんじゃないのとか、凄すさまじい追つい及きゆうが始まったのだ。おまけに「あんたちゃんと避ひ妊にんしてるんでしょうね」などと問われる始末。避妊なんて言葉、高校生が母親の口から聞きたくない単語の上位三つに間違いなく入る。

　仕方なしに、景介は大おお真ま面じ目めな口調で出で任まかせまみれの演説をする羽は目めになった。

　週末に出掛けてるのはそりゃあ彼女と一緒の時もあるけれど、泊まりに行っているのは正しよう真しん正しよう銘めい友人のところである。彼女と一緒の大学に行きたいため必死になっているのだ。彼女とはたいへん清きよいお付き合いをしている。そもそも避妊が必要な行こう為いなどしていない。息子を信じて欲しい。彼女のことはいずれ紹介するから。エトセトラエトセトラ。

　今思い出しても、顔から火が出る。

　息子を信じてくれとか清いお付き合いとか羞しゆう恥ち心しん溢あふれる科白せりふはもちろん、週末の外出も宿泊も事実だけを見ればその『彼女』の家である、というのが内心で恥はずかしかった。

　ともあれ、ひょっとしたら今から行われるであろうものよりも遥はるかに熾し烈れつな戦いを母親とやらかしてきた景介には、もはや恐こわいものなどなにもない。

　陽ひが落ちる前、午後五時半──一同は、迷い家から出発した。

　秋あき津つに渡された地図に示された目的地は、迷い家のある山から徒歩で二十分ほどと、そう遠くない。町からもかなり離はなれており、移動中に人ひと目めに触ふれることはなかった。全員が武器を持っている状じよう況きようなので、交通手段を考えなくても済むことだけはありがたい。

　メンバーは六人。

　景けい介すけ、枯かれ葉は、木こ陰かげ野の、型かた羽は、檻おり江え、棺かん奈な。総員出動という奴やつだ。

　とはいえ全員、それほど張はり詰つめた空気という訳わけでもない。一族の者はそもそも戦い慣れているし、景介は景介で、これまでとは違ってどこか落ち着いた気分だった。

　なるようになる。死にはしない──楽らつ観かん的てきかもしれないが、そんな確かく信しんがあった。

　と、隣を歩く枯葉がさっきから時とき折おり、目をこすったり眉み間けんを押さえたりしている。

　景介は少し心配になり、

「お前、どうしたんだ？　まさか体調悪いのか？」

　枯葉はこちらを一いち瞥べつし、僅わずかに視線を逸そらしつつ、

「いや、そんなことはない」

「お嬢じようさまは、昨夜、あまり、寝ておりません」

　棺奈の説明に、景介はきょとんとした。

「……寝不足か。珍しい」

　翌日に戦いを控ひかえていたというのが原因だろうか。

「景介は眠れたのか？」

　反対に問うてきたので、

「ああ、ぐっすりだ」

　答えると、何な故ぜか。

　枯葉はむすっとした顔で頬ほおを僅かに染そめ、呟つぶやいた。

「……お前は、ずるい」

「え、なにが」

　首を傾かしげかけて、不意に気付く。

　──まさか、昨日きのうのあれか。

　景介は自分の顔が熱くなるのを自覚した。

「あ、いや……」

　慌あわててしどろもどろに口をぱくぱくさせてしまう。

「昨夜、お嬢さまは、寝返りを、八十六回、打ちました」

　棺奈が無表情にそんなことを言い始めた。

「夜中に、唐とう突とつに飛び起き、手て鏡かがみを、まじまじと、確かく認にんすること、五回。溜ため息いきを、吐つくこと、二十三回。明け方に、ようやく、お眠りになった際さいには、非常に、幸せそうな、笑顔で……」

「っ……黙らんかっ！」

「むぐ」

　慌てふためいて背伸びし、棺奈の口を塞ふさぐ枯葉。口が軽い死体メイドは眉まゆひとつ動かすことなかったが、とりあえず主人の秘密をそれ以上暴ばく露ろすることはやめた。

　枯かれ葉はのそんな狼ろう狽ばいを見て、景けい介すけは思わず言った。

「その、なんだ。……すまん」

「なんで謝あやまるのだ」

　唇を尖とがらせながらそっぽを向かれる。

　が、すぐに窺うかがうようにしてちらちらと景介を見上げながら、

「浮かれている妾わたしが莫ば迦かみたいではないか」

「いや、そういうんじゃなくてだな。俺は……」

　あまりの恥はずかしさに視線を合わせられない。
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　視線を前方に向ける。

　前を歩いていた型かた羽はが首だけで振り返り、こっちをじと目で睨にらんでいた。

　目が合うと、足を止め、景介の前に立ち、ごん、と。

「……痛いって！」

　向こう臑ずねを思いきり蹴けられた。

「なにすんだよ、いきなり！」

「べつに。なんとなくいらっときたので」

「なんとなくで蹴るのかよ！」

「でも、あまりすっきりしませんでした。もういっかいけってもいいですか？」

「いい訳わけねえだろ……」

「まあまあ型かた羽は、その辺で許してやりなよ」

　型羽を止めたのは木こ陰かげ野のだった。

「こういう時はね『ごちそうさま』って言って放っておくもんなの」

「お前までそういうことを言うなっ」

　からかってくる木陰野を一いつ喝かつしつつ、景けい介すけは彼女のそんな態たい度どに安あん堵どと不安の入り混じった複ふく雑ざつな感情を抱く。先日までとは打って変わって、彼女は迷まよい家がに来た時にはもうこんな調子──つまり、いつも通りに振ふる舞まっていた。

　迷いが晴れたのか、それとも今は考えないことにしたのか。わざわざ問とい詰つめるのもよくないと思ったので放っているが、まあ、なんとかなるだろうと思う。

　木陰野がこの前のようになっても、全員でフォローすればいい。

　どのみち、言いたいことも言うべきことも、景介は既すでに三日前、車の中で言っている。あとはこいつが考えるべき問題で、こいつにしか解決できない問題だ。

　山沿いの道路をしばらく進んでいると、やがて古びた看板が目に入る。

　なんの看板かはわからない。表面が錆さびているせいもあるが、それ以上に──赤のスプレーで大きく、矢印が描かれているからだ。

「……これだ。たぶん」

　秋あき津つに渡された紙に『目印』として記されていた文章通りの看板だった。

　矢印に従って、小こ径みちへと入っていく。

　舗ほ装そうされていない山道。それを抜けた先に、目的地はあった。

　山の中に建つ、廃はい屋おく。

　純和風の平屋建てで、外観は迷い家と似ている。が、あれとは比べ物にならないほど大きい。江戸時代に建てられた武ぶ家け屋や敷しきと言われても信じてしまいそうだ。

　遠目からでもわかるほど荒れ果てており、印象は不気味だった。屋根はところどころ瓦かわらが落ち、壁の漆しつ喰くいもぼろぼろに剥はがれている。倒とう壊かいしていないのが不ふ思し議ぎなくらいだ。

「さて。……到着、だ」

　景介の呟つぶやきとともに、全員が頷うなずく。

　が、もちろん、すぐ突入する訳にはいかない。

　まずは作戦会議だ──といっても、事前に決めたことの最さい終しゆう確かく認にんだが。

　景介は棺かん奈なと檻おり江え、それから型羽を順番に見た。

「案の定、建物の中で戦うことになりそうだ。……待たい機き組ぐみは、当初の通りでいいな？」

　棺奈は無反応、檻江は小さく頷く。

　型羽だけが眉まゆをひそめた。

「……わたしは、あまりよくないのですけど」

　待たい機きしているのが不満なのだ。

「なぜ、ほんけしゅごやくのわたしが、そとでまっていなければならないのですか」

　作戦を立案したのは景けい介すけだった。

　まずは景介と枯かれ葉は、木こ陰かげ野のの三人が先に攻せめ込こむ。型かた羽はたちは外で待機しておき、屋や敷しきに異変があった時、もしくは景介からの連絡を合図に突入する──。

　二手に分けたのは、罠わなの可能性を考えてのことだ。もし全員で飛び込んで一いち網もう打だ尽じんにされたら目も当てられない。それに人数を絞しぼった方が混戦を避さけることができる。

　檻おり江えが待機なのは、まだ戦い慣れていないこと、加えて『たまも喰ぐらい』が屋内では振り回しづらいことが理由だ。だが、型羽は最後まで──というより今でも、木陰野ではなく自分が先発隊として行くべきだと主張している。

　しかし、譲ゆずるつもりはない。

「お前は一対一よりも混戦の時に力を発揮するタイプだろ？　だから後発での攪かく乱らんをやって欲しいんだよ。それに『きしみ』の技は決けつ闘とう用ようじゃないって自分でも言ってたよな」

「たしかにそれはそうですが……」

　型羽は俯うつむくが、なおも食い下がる。

「それをいうなら、けいすけおにいさまがいくひつようもないではないですか。……にんげんがすずかとたたかってかてるわけがないのに」

「なんだお前、俺のこと心配してくれてんのか？」

「っ……ちがいます！　だれが！」

　からかうと真まっ赤かになって、きしゃー、と牙きばを剥むいてきた。

「俺は大丈夫だよ」

　景介は断言する。

「それに、忘れたのか？　秋あき津つに呼ばれたのは俺だ。俺が行かなくてどうする」

「むー……」

「妾わたしも景介に賛成だ、型羽」

　枯葉が、なおもむくれていた型羽の頭に手を乗せる。

「お前は本ほん家け守しゆ護ご役やく。妾が危ない時にやってきて、守ってくれ。でも、危なくなるまでは妾が戦う……それでいいではないか？」

　それでようやく、型羽は不ふ承しよう不ぶ承しようながら、はい、と頷うなずく。

「よし、じゃあ行こうか」

　景介は腰から『かみらの枝えだ』を抜き放つ。

　木陰野が『あぎょうの琴こと』の包みを解といた。枯葉も棺かん奈なから差し出された『つうれん』──先日の自じ爆ばくから再び組み上げられたチェーンソーを受け取る。

　林の中へ身をひそめた棺かん奈なたちを後しり目めに、三人は屋や敷しきへと歩を進めた。

　近付くほどに崩ほう壊かいの具合が見えてくる。幽ゆう霊れいすら住まなさそうなほどだ。

　三日前の秋あき津つ家けに立ち入った時と似た感覚があったが、屋敷の大きさも雰ふん囲い気きの不気味さもついでに屋敷全体から感じる気持ち悪さも、あの家とは段違いだった。

　玄関は戸板が中ほどから折れてしまっている。というより、そもそも戸が開くのかどうか疑わしい。木こ陰かげ野のが無言で戸板を蹴け破やぶる。景けい介すけたちは屋敷の中へと入った。

　玄関を上がった先は、いきなり二十帖じようほどの大広間。

　畳たたみは腐くされて破れ、床板はあちこちが抜け、天井には穴が開いている。

　そこに、セーラー服姿の少女がひとり、立っていた。

　肩口で切きり揃そろえた黒くろ髪かみと、眼鏡めがねの奥にある怜れい悧りかつ冷れい徹てつそうな視線。

「……小こ折おり谷や、通つ夜や子こ」

　景介はこっちを見ているその少女の名を、呼んだ。

　通夜子は応こたえない。

「秋津依い紗さ子こはどこだ？」

　景介は問う。が、やはり無言。

「……知りたきゃ私を倒してみろ、ってことか？」

　肯こう定ていの代わりだろうか。『かしゃ狂ぐるい』を嵌はめた左腕を僅わずかに上げ、身構える通夜子。

　景介は『かみらの枝えだ』を持ち直す。枯かれ葉はが『つうれん』のスターターに手を掛かける。

「だったら、悪いけどそうさせて……」

「待って、霧きり沢さわ」

　そんなふたりを制すようにして前に出る者があった。

　木陰野棗なつめ──だ。

「ここはあたしがやる」

「おい、木陰野……」

　大丈夫なのか、と問おうとする景介に、

「お願い」

　木陰野は振り返らず、ただ通夜子だけを見み据すえ、力強く言い放った。

「この人とはあたしが戦う。……それがあたしの、ここに来た理由だから」

　迷いなく、断固とした声。

「そうか」

　景介は頷うなずく。

　枯葉も同様に、

「わかった。任まかせるぞ、棗」

　そう言うと、ふたりは数歩下がった。代わりに前へ出る木陰野。

　そんな木こ陰かげ野のを見て、通つ夜や子こが静かに、冷たく問うた。

「私を忘れる覚悟はできたの？」

　だが──。

　通夜子の質問に答えは返ってこない。

　代わりに、ひゅん、と。

　木陰野の手に握られていた『あぎょうの琴こと』が、背後へと放り捨てられた。

「……、どういうつもり？」

「通夜子さん……」

　まったくの徒と手しゆ空くう拳けんであることを示すように、両手を広げながら。

　同時に、この上なく真しん剣けんな、真しん摯しな瞳ひとみで。

　木陰野棗なつめは──宣言した。




「あなたに、一対一の決けつ闘とうを申し込む」




「……棗？」

　通夜子の顔が僅わずかに疑問の色に染そまる。

　対照的に、木陰野の気配には一いつ片ぺんの揺るぎもない。

「鈴すず鹿かの一族、分家『こかげ』の当主としてではなく、ただの棗として。本家とか繁はん栄えい派はとか、そういう立場の違いなんて関係ない。……あなたがどう相手をするかは自由よ。鈴鹿の一族分家『こおりや』の当主、通夜子としてか、それともただの通夜子としてか」

「なにをふざけているの？」

「この顔がふざけているように見えるっていうの？　だったら……」

　木陰野が僅かに身を沈めた。直後、

「なめてんじゃないわよ！」

　突とつ進しん。

　一気に間合いを詰つめながら拳こぶしを握り、通夜子の頬ほおめがけて真まっ直すぐ突き出す。

「……ち！」

　通夜子は身を僅かに捻ひねって躱かわす。木陰野の一いち撃げきが空くうを切る。だがそのままの勢いきおいで身体からだを回転させ、流れるような後ろ回し蹴げりへと。

「っらぁ！」

　それでも当たらない。逆に通夜子が反射的に放った肘ひじ打うちが、木陰野の背へと。避さける余よ裕ゆうもいなす技術もなく、木陰野が床へと叩たたき付つけられる。

　うめき声をあげてその場に踞うずくまりかけた木陰野だったが、歯を喰くい縛しばって身体を起こし、今度は地面すれすれの水面蹴りで通夜子の足を薙なごうとする。

　通つ夜や子こは背後へ跳ちよう躍やく。困惑した表情のまま、距きよ離りを取る。

「……どういうつもり？」

「どうもこうもないってのよ」

　木こ陰かげ野のは、ゆっくり立ち上がりながら吐き捨てた。

「あたしにもわかったよ、通夜子さん」

　なにを、と問われる前に続ける。

「あんたの言ってることは、間違ってる」

　悪あし様ざまに指摘され眉まゆをひそめる通夜子を、更さらに睨にらみ付つけ、

「なにが『忘れる』よ。なにが宮みや川かわの幸せよ。あんたは自分の境きよう遇ぐうから逃げてるだけじゃない。鈴すず鹿かとして生まれて、人間として育てられた……まったく便利なもんよね、あたしたちの境遇は。だって、都合のいい時にだけ人間をやめられるんだもの」

「……なんですって？」

　通夜子の表情が変わった。

　それは険けわしい──驚おどろきとも怒いかりともとれるものだ。

「人間でいたいなら人間でいればいい。化ばけ物ものになりたいなら化け物になればいい。どっちを選ぶかはそりゃああんたの自由だ。……でも、人間でいたいくせに化け物を気取るのはただの逃とう避ひよ。宮川に拒きよ絶ぜつされるのが恐こわいから、自分は化け物だから、って距離を置く。は、クール気取っちゃって、臆おく病びようなだけなのに。好きな男に告白もできない……ただの恐がりが」

「ふざけないで。あなたに私の……」

　通夜子が視線を細め、更さらに気配を荒げる。

　が、木陰野はそれ以上の大声で、絶叫した。

「わかる訳わけないでしょう!?　なにも相談してくれなかったんだから！」

　それはまるで慟どう哭こくのような。

　同時に、激げつ昂こうのような。

「じゃあ、あんたは知ってるっていうの!?　あたしがどんな気持ちだったか……通夜子さんが敵になって、どんな気持ちになったか！　あんたはなにもわかっちゃいない、あたしの気持ちも、枯かれ葉はたちの気持ちも、宮川の気持ちも全部無視して……ひとりで勝手に決めて、ひとりで勝手に切り捨てようとしてるあんたにはっ！　そのくせに偉えらそうなこと言わないで。未来を狭せばめないで。あんたは、覚悟を決めた振りして諦あきらめてるだけじゃないか！」

　あまりの剣けん幕まくと言葉の鋭するどさに、通夜子が改めて、はっきりとした怒りを顕あらわした。

「……諦めなければ叶かなうとでもいうの？」

　ぎり、と歯を咬かみ、木陰野を睨み付けて、

「夢は寝て見なさい」

「寝ないで見み据すえれば、夢なんてただの現実よ」

　それでも木こ陰かげ野のに怯ひるむ様子はない。

「夢だと思うから叶かなわないだけでしょ？　通つ夜や子こさん……ううん、通夜子さんだけじゃない。あたしや、枯かれ葉はや、歩ほ摘づみや……あたしたち鈴すず鹿かが生きてるのは夢じゃなくて、現実なんだ。諦あきらめなきゃ叶うとは思わない。けど、諦めたら絶対に叶わなくなる」

「夢じゃないとしたら幻げん想そうね」

　通夜子は吐き捨てた。

　まるで、木陰野の誘ゆう惑わくを拒きよ絶ぜつするように、自分に言い聞かせるように、

「仮に叶ったとして、それでどうするの？　そんなものただの勘かん違ちがいよ。私たちは化ばけ物もので、彼らは人間なのよ。そこにある断だん絶ぜつは、どうしようもなく深いわ」

　けれど、それでも。

　木陰野は、唇を引き結び、通夜子を真まっ直すぐに見み据すえ、

「その物言いが逃とう避ひだっていうのよ！」

　一いつ喝かつ──した。

「だったら……あたしたちは、どうやって生まれてきたの？　母さんと父さんがわかり合ったからじゃないの？　鈴鹿が人間に受け入れられようとして、人間が鈴鹿を受け入れたからじゃないの？　それが夢だっていうんなら、鈴鹿なんてとうに滅ほろんでしまってる。……化け物と人間との断絶なんて、その程度のものだ！　みんな、乗のり越こえてきたんだ！」

「……っ」

　通夜子が──怯んだ。

　恐らく、論ろん破ぱされたからではない。

　気け圧おされたのだ。

　端はたで見ている景けい介すけですら、彼女の気迫が言葉以上に胸を打つ。

　それほどの重さを持った感情を、木陰野は通夜子に放っていた。

　彼女の攻こう撃げきは緩ゆるまない。

「だから、あなたは間違うのが恐こわいだけ。失敗するのが恐いだけだ。歩摘みたいに……あの娘こみたいに間違ってしまえば、どうしようもなく傷付くから。自分が傷付くから、だから化け物の振りして、宮みや川かわから距きよ離りを置いてるだけだ。……今だってそうよ」

　やがて、

「…………さい」

「あたしはね、人間としてあなたに戦いを挑いどんでるんだよ？　あなたはどっちで相手をしてるつもりなの？　化け物なら化け物らしく、その蔵ぞう物ぶつであたしをさっさと焼き殺しなさいよ。人間なら人間らしく、あたしに殴なぐり掛かかってきなさいよ。選ばせてあげるわ」

　それはやがて、

「………るさい」

「どうせ、できないんでしょ？　あんたは、選んだことなんか一回もないもんね。自分で選ぶことが恐こわいから、他ほかの人たちのせいにして選ばされた振りしてるだけだもんね、臆おく病びよう者もの。確かに、こんなくだらない女には……宮みや川かわだって振り向いちゃくれないでしょうよ」

「……うるさい！　黙れ、木こ陰かげ野の棗なつめっ！」

　ついに通つ夜や子こから、冷静さを失わせる。

　さっきの木陰野のように、まるで無む策さく。

　蔵ぞう物ぶつを使おうともせず、真正面から素す手でで殴なぐり掛かかっていく。

「は、……来なさいよ！」

　木陰野が迎むかえ撃うつ。

　頬ほおに飛んできた拳こぶしを躱かわし、そのまま腕を掴つかんで背負い投げへと持っていこうとする。だが、激げつ高こうしているとはいえ、通夜子の実力は木陰野よりも遥はるかに上。すんでのところで腕を引き、体たい勢せいを崩くずした木陰野の脇わき腹ばらへ密みつ着ちやく状じよう態たいからの膝ひざ蹴げりを放つ。

「が、っ！」

　強引な攻撃に、肋ろつ骨こつの折れる音がした。

　それでも木陰野の身体からだは、崩れない。

　通夜子の足をそのまま掴むと、押し倒すようにして床へ、自分の身体ごと倒れ込む。

「……っのおお！」

　馬乗りになって片手で首を押さえ込み、なんの奇きも衒てらわず工夫もなく、顔を殴る。

　一発。二発。三発。四発目を放とうとしたところで通夜子の両手が木陰野の襟えりへ。

　これも力ちから任まかせの、巴ともえ投なげ。

　人間を超こえた腕力のせいで、まるでマンガみたいに宙を舞まい、破れかけた襖ふすまを巻き込んで転がる木陰野。だが湧わき立たった塵じん埃あいが収おさまるよりも先に、再び立ち上がって躍おどりかかる。

　通夜子が応戦する。レンズの割れた眼鏡めがねを外はずして放り捨てながら。木陰野は木陰野で、ポニーテールが半なかば解ほどけてしまっている。

　もはやお互い、技術や気品など欠片かけらも考こう慮りよしていない。

「っらあ！」

　荒々しい声をあげ、木陰野が通夜子の髪かみを引っ張りながら頭ず突つきを叩たたき込こむ。

「……っ！　の……」

　それを額ひたいで受け止めた通夜子は、木陰野の腹部に拳を突き入れる。

　戦いと呼ぶには幼よう稚ち過ぎる。キャットファイトと呼ぶには激はげし過ぎる。

　その場から動かず、掴み合っての喧けん嘩か。

　その様子を傍ぼう観かんしていた枯かれ葉はが、景けい介すけの方を向いて問うてきた。

「なあ、景介。……これは、止めた方がいいのではないか？」

「なに言ってんだよ」

　景けい介すけは首を振る。

「好きにやらせてやれ。……まあ、俺も軽く引いてはいるんだが」

　木こ陰かげ野のの凄すさまじさもさることながら、あの通つ夜や子こがここまでむきになって応戦していることに驚きよう愕がくする。木陰野の気迫と覚悟が、彼女を同じ土ど俵ひように引ひき摺ずり込んだのだ。

　殴なぐり合あいは激はげしさを増していく。このままではどちらかが死ぬのではないかというほどに。

　だが、終わりは──唐とう突とつに訪れた。

「いい加減……に」

　内ない臓ぞうを傷いためたのだろう、口の端はしから血を流しながら。

　木陰野が──通夜子の胸ぐらを掴つかんだ。

「いい加減にしろ、小こ折おり谷や通夜子ぉっ！」

　そのまま詰つめ寄よるように、身体からだごと突とつ進しん。

　背中が広間の柱にぶつかって止まる。

　通夜子に顔を近付け、声の限りに叫んだ。

「あんたは……あなたは、そんな弱いひとじゃないでしょう!?」

　柱への激げき突とつで表情を歪ゆがめ、それでも通夜子は木陰野を睨にらみ返かえす。

「いい加減にするのは、……あなたよ」

　肩で息をしながら、噛かみ付つくように。

「こんな、……ことで！　こんなことで私を説得できると思ってるんなら、あなたはっ」

「こんなこと？　ふざけないでよ！　なにがこんなことよ！」

　木陰野の絶ぜつ叫きようは、いつの間にか怒いかりから、悲ひ痛つうなものへと変わっていた。

「確かにあたしは……頭悪いわよ。通夜子さんを説得できる言葉なんて考え付かないし、強引に力尽くで言うこと聞かせるほど強くもない！　でも……でも！」

　通夜子の制服、前まえ襟えりを掴んだ指先が、縋すがり付つくように撓たわめられる。

「あたし、嫌いやなんだ！　通夜子さんと戦うのも嫌だ！　目の前で起きてる内乱を放っておくのも嫌だ！　通夜子さんが……子供の頃ころから仏ぶつ頂ちよう面づらで、でも優やさしくて、不器用な……」

　声に嗚お咽えつが混じる。目に涙が溜たまっていく。

　ぐす、と、子供のようにしゃくり上げて、木陰野は。

　通夜子の胸に顔を埋うずめながら、呟つぶやいた。




「あたし、通夜子さん……大好きだもん。だから、あなたが幸せになれないのも、嫌だよ」




　そこから先はもう、子供のようだった。

「なんでよ？　どうして、勇気出さないの？　子供の頃、あたしに教えてくれたじゃない。枯かれ葉はたちが遊んでるとこに入っていけなかったあたしに。……勇気を出して一歩を踏み出さないとなにも始まらない、って。そうしないと、なにも変わらない、って」

「……なつ、め」

「勇気、出してよ。こんなくだらないことやってないで、ちゃんと向き合ってよ……」

　泣きじゃくり、もはや声は言葉にならず、それでも木こ陰かげ野のは、つやこさん、と繰くり返かえす。

　通つ夜や子こさん、お願いだから。

　お願いだから──と。

　とうとう木陰野が、その場に座り込んだ。

　嗚お咽えつしながら拳こぶしを握り、俯うつむいている。

　通夜子はしばらくの間棒ぼう立だちになって彼女を見下ろしていたが、やがて──。
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　ぐい、と無む造ぞう作さな手つきで、血に汚れた口くち許もとを拭ふくと、

「いつまでも子供ね。見ていられないわ」

　そう小さく呟つぶやき、木陰野から視線を外はずした。

　歩きだす。

　景けい介すけたちの方──つまり、玄関口へと。

　景介と枯かれ葉はを一いつ顧こだにせず、木陰野の背を振り返って見もしない、迷いのない足取り。

　段差になった玄関を降りたところで、通夜子は足を止めた。

　僅わずかに視線だけを、屋や敷しきの奥へと向ける。

　それほど大きくはない、けれどよく通る凜りんとした声で、叫んだ。

「……秋あき津つ依い紗さ子こ！」

　屋や敷しきのどこかにいるのだろう、秋津へと向かって。

　通つ夜や子こは、堂々と宣言する。

「私はこれからただの人間として生きるわ。あなたたちにはもう協力しない。もちろん、枯かれ葉はたちにも。……『こおりや』を分家から外はずすかどうかは、頭とう首しゆになった方が好きにしなさい」




「通夜子……さん」

　木こ陰かげ野のがぐしゃぐしゃに泣なき濡ぬれた顔で振り返った。

　小こ折おり谷や通夜子は、微かすかに笑えむ。

「ありがとうね、なっちゃん」

　そうして再び前を向くと、もはや歩あゆみを止めることなく、屋敷を出ていった。




　　　　　　　　　　２




　しばらくして、木陰野がようやくふらふらと立ち上がった。

　景けい介すけと枯葉は慌あわてて駆かけ寄よる。

「おい、生きてるか？」

「……なんとか」

　疲つかれたように息を吐つく。

　目立った大きな瑕か疵しはない。もちろん戦っている時は骨の何本か折れただろうし、内ない臓ぞうにもダメージがあったはずだが、そこはやはり鈴すず鹿か、既すでに殆ほとんど癒いえていた。

　木陰野はポケットからゴム紐ひもを取り出し、完全に解ほどけてしまったポニーテールを結びなおす。それから、自分の身体からだを見て「あーあ」と苦笑した。

　外傷を即そく座ざに治ち癒ゆできるといっても、衣服に染しみ込こんだ血まで体内に戻る訳わけではない。埃ほこりの積もった廃はい屋おくで暴あばれ回まわったせいで、全身汚れ放題にもなっている。

「最悪。みっともない格好ね」

　冗じよう談だんめかしてそう口にする。

　景介はだから、混ぜっ返すように、

「いい女になったじゃねえか」

「あんたに褒ほめられても別に嬉うれしかないなあ。ま、でも……悪い気はしないわね」

　拳こぶしを、ぽん、と景介の胸に押し付ける木陰野。

　吹っ切れたような、晴れやかな表情だった。

　とはいえ──、

「お前たち、喜ぶのはそれくらいにしておけ。まだ、本命が残っている」

　枯かれ葉はが言う通り、状じよう況きようは決して楽らつ観かん視しできるものではない。

　去さり際ぎわに通つ夜や子こが叫んだように、この廃はい屋や敷しきにはあいつがいる。

「棗なつめ、体力に余よ裕ゆうはあるか？」

「……ごめん、あんまあてにはしないで」

　怪け我がの治ち癒ゆに際さいしては体力を多大に消しよう耗もうする。事実、顔色は悪かったし肩で息もしていた。あまり戦力として期待しない方がいい。

「謝あやまることはない、お前はよくやった。……あとは妾わたしたちに任まかせて休んでおけ」

　枯葉がチェーンソーを構えなおした。景けい介すけも『かみらの枝えだ』を握る手に力を込める。

「行くぞ」

　三人は大広間の更さらに先へと、歩を進めた。

　屋敷の中は思ったよりも部屋が多く、複ふく雑ざつな造りをしている。もっとも日本家屋だけあって部屋同士を仕切るのはただの襖ふすまで、殆ほとんどが破れるか倒れるかしているから、方向さえ覚えておけば玄関へ戻るのは容易たやすい。縁えん側がわに面した廊下まで出て角を曲がる。荒れ放題に雑草が伸びきった庭を横目に、目に付いた端はしから部屋の中を確かく認にんする。

　果はたして、五つめの部屋に──秋あき津つ依い紗さ子こはいた。

　広さは十帖じようほど。

　上かみ手てに床とこの間まがあり、かつて家主が書しよ斎さいか居間として使っていたのではないかと思われる。ただし他ほかと同様、壁も畳たたみも既すでにぼろぼろで、今は羽は虫むしか蜘く蛛もが住まうに相応ふさわしい様よう相そうだ。床の間の壁に掛かけられた掛け軸も薄うす汚よごれ、中途から破れてしまっていた。

「あら、あなたたち三人だけなのね」

　部屋の中央に立っていた秋津は、景介たちの姿を認みとめると緩ゆるやかに笑えんだ。

「もっと来るかと思っていたのだけど。それとも外で待っているのかしら？」

「答える義ぎ務むがあんのか？」

　景介は吐き捨てた。

「そっちこそ、お前ひとりか？　だったら随ずい分ぶんなめられたもんだ」

　どこに伏ふく兵へいが潜ひそんでいるのかわからない。巳み代よか、供きよう子こか、もしくはあの双子か。

　が、景介の問い掛けはあっさりと否定される。

「残念だけど、私ひとりよ」

「見上げた心がけだな」

　不ふ敵てきな笑みを浮かべるのは枯葉。

「ならば妾がお前の相手になってやろう」

　エンジンのスターターを握りつつ、『つうれん』を構える。

　枯葉は秋津の言葉を疑っていないようだった。

　こいつの性格からすれば当然だろう。鈴すず鹿かの一族は基本的に、戦いにおいては騙だまし討うちや虚きよ偽ぎといった駆かけ引ひきから縁えん遠どおい性格をしている。嫌きらうというよりもその発はつ想そうを持たないのだ。そして枯かれ葉はは──景けい介すけの知る限り最も鈴鹿らしい娘だった。

　対して、この秋あき津つ依い紗さ子こは景介の知る限り、最も鈴鹿らしくない女である。

　彼女が「私ひとり」などと口にするのであれば、それは恐らく、虚偽。

　もっとも、秋津がどんな策を弄ろうしているのかまではわからない。

　何な故ぜならこいつは、

「そういえば、霧きり沢さわくん。まだお礼言ってなかったわね」

「……お礼？　なんのだよ」

「うちに来てくれて、ありがとう。歓かん待たいするわ」

　この通り──なにを考えているのか、さっぱりわからない奴やつだからだ。

「どう歓待してくれるってんだよ、このあばら屋で」

「そうね。お茶も出してあげられないわね」

　とはいえ、こっちの努力次第で幾いくらかの情報を引き出すことはできるはずだ。

「これがお前の、本当の家って奴か？」

「ええ、そうね。私の、というよりは、お母さまの、だけど」

「神楽かぐらが以前使っていた家……そうだろう？」

「さすがね」

　景介の推すい測そくに、秋津は嬉うれしそうな顔をした。

「十七年前、お母さまが別荘として使っていたもの。内乱を境に打ち捨てられ、迷まよい家がでなくなった場所……この屋や敷しきの存在は先代の『ひじり』も知らなかったみたいね。本当なら、家や捜さがしに来られてもおかしくなかったのだけど」

「こんな場所に十七年も、神楽は身を隠かくしてたのか？」

「まさか。身を隠していた場所は、霧沢くんも知っているんじゃない？」

「俺も知ってる？　どういうことだよ」

　どうやら今日きようの彼女はいたくご機き嫌げんらしい。

　思わせぶりな口調は相変わらずだが、あっさりと質問の回答を口にする。

「この前、行ったでしょう？　秋津依紗子の家よ」

　秋津依紗子。

　それは目の前のこいつではなく、本物の──つまり、三日前に景介たちが赴おもむいた家のこと。

「あの家は、そもそも神楽が乗っ取ったという訳わけか？」

　枯葉が苦にが々にがしい顔で吐き捨てた。

「なるほど、繁はん栄えい派はの首しゆ領りようらしい……見下げ果てた所業だ」

「あら、心外ね」

　秋あき津つはまるで動じない。

「お母さまを拾ひろって奉たてまつったのは秋津依い紗さ子この両親よ？　首くび神がみさま、だったっけ。あの家はね、元々壊こわれてしまっていたの。最初の子供が早くに死んで、それから何十年も後にようやく生まれた娘……彼女が前の子供のように夭よう折せつすることを恐れるあまり、首だけになっても死なない存在に魅み入いられてしまってね。まったく、面白いわ」

「人の弱さに付け込んだのか」

「いいえ、人の弱さを借り受けたのよ。あなたと同じことをしただけだわ、枯かれ葉は」

「貴き様さま……愚ぐ弄ろうするな、どこが同じなものか！」

　枯葉の憤いきどおりが愉ゆ快かいだと言わんばかりに、秋津は饒じよう舌ぜつさを増す。

「依紗子の両親は、その『首神さま』に身体からだを捧ささげた。どこからか攫さらってきた若い女の身体をね。……そうして生まれたのが私。でも『つうれん』の傷は深かった。私を産んだ後、再び傷が成長を始め……お母さまはまた、身体を喪うしなってしまった」

　いたわしそうな口調。ただし得体の知れない薄うすら笑わらいを浮かべているせいで本心は読めない。悲しんでいるのか、それとも楽しんでいるのか。

「そして生まれたお前は、秋津依紗子に成なり代かわったって訳わけか？」

「まあ、そうね」

　景介の問いに秋津は首しゆ肯こうした。

　だが、そんな彼女に対して枯葉が怪け訝げんな顔をする。

「依紗子。……ひとつ、尋ききたいことがある」

「あら、なにかしら？」

「そもそもの疑問だ。神楽かぐらは、母さまの『つうれん』によって傷を受けた。それなのに、今になってもまだ生きて、しかもお前を産んだという」

　枯葉はチェーンソーを掲かかげ、秋津を睨にらみ付つけた。

「この『つうれん』は一族殺し。成長する傷を与える魔ま剣けんだ。その刃を受けて、十七年間も身体が無事でいられる訳がない」

　確かに──景けい介すけも疑問に思っていた。『つうれん』の傷の成長速度は、決して緩ゆるやかなものではない。巳み代よの時は、腕一本を失うのに僅わずか数分しかかかっていない。恐らくあのまま放置しておけば、一時間も経たたずに身体すべてが傷に食くらい尽つくされていたはずだ。

「神楽はどうやって生いき延のびた？　答えろ」

　真しん剣けんな表情の枯葉とは裏うら腹はらに、秋津の顔は余よ裕ゆうだった。

「ふふ。やっぱりあなた、お母さまの言った通り、次女ね。……『なにも知らない』」

「……なんだと？」

「血が近かった。ただ、それだけよ」

　真実は得てして単純なものね、と、秋津は付け足した。

「『つうれん』の傷を癒いやす薬は、振るった者の血。姉妹であれば血は近いわ。妹の与えた傷が姉の血によって成長を妨さまたげられたとしてもなんら不ふ思し議ぎではないと思わない？　……まあ、もう少し納得できる理由があるといえば、あるのだけど」

「思わせぶりなことを言うな。その理由を答えろ」

「ふふ。それがわからない時点で、あなたに頭とう首しゆの資格がないことは明らかね。次女であるが故ゆえに、過去の因いん縁ねんも、真実も知らない……その上で息巻いている、道どう化け」

「……貴き様さま」

　秋あき津つが枯かれ葉はを挑ちよう発はつし、枯葉は怒いかりに気配を鋭するどくした。

　少しまずい流れだ。秋津のペースに嵌はまりかけている。

　景けい介すけは咄とつ嗟さに話題を変えようとする。

「おい、秋津……」

　だが相手は、枯葉の激げつ昂こうを──幕を切って落とすタイミングを、逃のがさなかった。

「……来なさい『しらぬえ』！」

　ひと声。

　瞬しゆん間かん、秋津の隣、なにもない空間から、純白に輝かがやく電気の獣けものが出現する。

「ち……！」

　枯葉がチェーンソーのスターターを引いた。

　轟ごう音おんとともに始動したエンジンが、回転する鎖刃に赤い光を宿らせる。

　白と赤。二色の光が、薄うす暗ぐらい室内を眩まぶしく照らす。

「少し遊んであげるわ、無知な枯葉さん」

　秋津の合図とともに、『しらぬえ』が吼ほえた。

　おおおお、と、猿さるの頭を不気味に震ふるわせ、枯葉へ飛とび掛かかろうと身構える。

　景介は、だから。

　叫んだ。

「なめんなよ、秋津っ！」

　枯葉だけを相手にして、人間である自分を戦力と看み做なしていない。

　侮あなどるな。その油断が──化ばけ物ものが人間に勝てない、最大の理由だ。

『かみらの枝えだ』を逆さか手てに持ち替える。

　そして力ちから任まかせに、手近にあった柱を刺した。

　意い識しきを送る。柱がまるで飴あめ細ざい工くのようにうねり、形を変え、表面から触手を伸ばす。

　合計三本。槍やりの鋭するどさと鞭むちのしなやかさ、矢の速度を併あわせ持もったそれらが『しらぬえ』の横腹へと襲おそいかかり、突き刺さる。

「え……っ？」

　さしもの秋津も驚きよう愕がくの声をあげた。

　もちろん、形を変えて操あやつったといっても所しよ詮せんは朽くちかけた柱。『しらぬえ』を傷付けられるはずもない。が、勢いきおいと衝しよう撃げきで、電気の獣けものは弾はじき飛とばされた。襖ふすまを破り隣の部屋まで。

「今だ、枯かれ葉は」

「応おう！」

　隙すきを見み逃のがさず、枯葉がチェーンソーを掲かかげて秋あき津つへ突とつ進しんする。

　秋津は眉まゆをしかめながら一歩下がり、ポケットからなにかを掴つかんで、取り出す。

　枯葉は上段から振りかぶっての叩たたき付つけ。

　チェーンソーの回転する刃が秋津の肩口を抉えぐろうとする。が、

　ぐぉん、と、バットでタイヤを叩いたような鈍にぶい音が響ひびいた。

「……っ」

　今度は枯葉を含め──景けい介すけたちが歯は咬がみする番だった。

『つうれん』の一いち撃げきが、秋津の目前で止まっている。

　まるで、見えない壁が邪じや魔まをしているかのように。

「……『七しち塗ぬり曲まがり』か！」

　背後に一歩飛とび退のいた枯葉が、その蔵ぞう物ぶつの名を叫ぶ。

「ご明めい察さつ」

　秋津が嗤わらった。

　その手に握られているのは、テニスボール大の、黒くろ真しん珠じゆを巨大にしたような珠たま。

「ちぃ！」

　枯葉は再び『つうれん』を、今度は横よこ薙なぎに。

　しかしやはり秋津の身体からだに届く前に、チェーンソーの刃は不ふ可か視しの壁によって阻はばまれる。

　隣りん室しつから『しらぬえ』が、枯葉を焼こうと飛とび掛かかってきた。

「させるかよ！」

　景介は既すでに、足あし許もとに『かみらの枝えだ』を突き立てている。

　畳たたみの一枚が舞まい上あがり、枯葉と『しらぬえ』との間に割って入る。その上で畳は変形。布のように電気の獣けものを包み込むと、再び別室へと放り飛ばす。

　畳が湿しめって腐くさっていたお陰かげで、あっさり燃え尽きたりはしない。それでもぶすぶすと黒こく煙えんをあげているから、時間の問題ではあるが。

「……面白い使い方をするのね」

　秋津が感心したように、歪わい曲きよくした畳に包まれてもがく『しらぬえ』を一いち瞥べつした。

「さすが霧きり沢さわくん。私、あなたのそういう小こ賢ざかしいところ、好きよ」

「褒ほめられてんのか貶けなされてんのかわからない上に、お前に好かれても嬉うれしかねえな」

　景介は皮肉を込めて吐き捨てた。

　とはいえ、状じよう況きようはあまりよくない。

『しらぬえ』にはどうにか対たい抗こうできそうだが、あんなふざけた蔵ぞう物ぶつを出してくるというのは予想外だ。あの防ぼう壁へきはどういう法則で秋あき津つを守っているのだろう。

　いや、檻おり江えの『たまも喰ぐらい』なら──。

　壁を飛とび越こえて内側に刃を出現させればどうにかなるかもしれない。この狭い部屋の中で二メートル近い刀を振り回す余よ裕ゆうがあるかどうかが問題だが、悩んでいる暇ひまはなかった。

　ポケットに手を突っ込むと、携帯電話を操作する。

　あらかじめ打ち込んでおいたメールは檻江宛あて、文面は単純に『突入』。

　もちろんそれで駄だ目めなら、逃げることも考えている。ほいほい呼び出されてのこのこ逃げ帰るのは間抜け極きわまりない話だが、対策が立てられないのであれば仕方ない。

「あら、どうしたの、霧きり沢さわくん。……待たせている人でも呼んだ？」

　秋津は、景けい介すけの表情の変化を見み逃のがさなかった。

　いや、ポケットに手を入れた仕草だけで気付いたのだろうか。

　──目め敏ざとい奴やつだ。

「だったらどうする？　逃げるか？」

「そうねえ」

　問うと、わざとらしいほどに思し案あんする仕草をし、

「……私も、お友達を呼びましょうか」

「……っ！」

　景介は一歩下がり、周囲を警けい戒かいした。

　木こ陰かげ野のが回れ右をして背後を守る。枯かれ葉はは前方、あくまで秋津を注視。

　当の秋津は、三人が咄とつ嗟さに取った態たい勢せいに大おお袈げ裟さな感心を見せた。

「へえ、息が合ってるわね。羨うらやましいわ。……私とそのお友達、いまいちそういうコンビネーションができなくて。個人主義っていうのかしら？」

　直感的に理解した。その態度は陽よう動どう、もしくは予告だ。

　景介だけではない。枯葉も木陰野も、より一層気配を強こわ張ばらせる。

　──来る。

　恐らくは、奇き襲しゆう。

　わかっていた。警戒していた。

　それにも──拘かかわらず。




　あまりに刹せつ那な。

　横、隣の部屋に繋つながる襖ふすまの隙すき間まから、一いち陣じんの影かげが躍おどり出る。




　誰だれも反応できなかった。

　迅はやい──いや、迅過ぎて、気付いた時にはもう、影かげは秋あき津つの傍かたわらに立っている。

　景けい介すけはおろか、仕し掛かけられた枯かれ葉はですらも同様に。

「……え？」

　どさ、と。

　攻こう撃げきに遅れて、

　枯葉の両腕が床に落ちた。

「あ。……っ！」

　一秒の後、断面から血が噴ふき出だす。鮮あざやかな切り口は着物の袖そでごと。

　そして、抱かかえていたはずの工作機械──チェーンソー──『つうれん』の──エンジン音が止やんでいる。いや、どこにもない。

　畳の上に転がっているのは、枯葉の両腕のみ。

「……、枯葉っ！」

　木こ陰かげ野のが狼ろう狽ばいしながらもようやく反応した。

　枯葉の傷口を押さえながら、落ちた腕を拾ひろう。枯葉は苦く悶もんの顔でしゃがみ込む。

「……ふふ」

　秋津が笑えんだ。景介は反射的にそっちを見る。

　彼女の横に、少女らしき者がひとり、立っていた。

　背格好からはそう見える。

　着物姿でもある。髑髏どくろにまとわりついた蝙蝠こうもりという気味の悪い意い匠しようだ。だがなにより目立つのは、その首から上。顔を覆おおう、祭りの売り物のような──狐きつね面めん。
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　右手には刀を持っていた。それで枯葉の腕を切り落としたようだ。刃に血の一いつ滴てきすら付着していないのが手て際ぎわの鮮やかさを如によ実じつに示している。

　左手に抱えたのは、エンジンの止まったチェーンソー、つまり、

「『つうれん』が……」

　奪われた。

　景介は反射的に行動を起こした。枯葉の怪け我がに対する心配や狐面の少女の奇き妙みようさを脳から追い出し、『かみらの枝えだ』を床へ突き立てる。

　畳を操そう作さ。腕と触しよく手しゆの中間の形状をしたものを二本、表面から隆りゆう起きさせる。

「それを返しやがれ！」

「無む駄だよ」

　秋津が一歩前へ出た。『七しち塗ぬり曲まがり』の障しよう壁へき。阻はばまれる。

　柱からも同様にして触手を伸ばすが、同じだった。景介の力は『つうれん』へと届かない。

「ご苦労さま。それを持って行って」

　背後に呼よび掛かけた秋津に頷うなずきもせず、少女は『つうれん』を手に踵きびすを返す。

「おい、待……」

　思わず呼び止めようとした景けい介すけよりも先に、足あし許もとで枯かれ葉はが声を荒げた。

「待て！　貴き様さま……いや、お前」

　ようやく接合した両腕の傷口を互いの掌てのひらでさすりながら、

「……まさか」

　表情は驚きよう愕がくと、それから不安に彩いろどられている。

　──どういうことだ？

　枯葉はあの少女が誰だれか知っているのだろうか。景介はふとそんな疑問を覚え、しかし直後、

「……おい、まさか」

　枯葉とまったく同じ科白せりふが、口をついて出る。

　少女の背格好。

　狐きつね面めんでは隠かくしきれていない、肩で切きり揃そろえた髪かみ。

　見覚えがある。

　加えて、今の攻こう撃げき。奇き襲しゆうだったとはいえ、枯葉ですら反応できないほどの速度で、両腕を切り落とした挙あげ句く『つうれん』を持ち帰るというとんでもない芸当は、恐らくは人間離れした身しん体たい能のう力りよくを持つ一族の中でも群ぐんを抜ぬいている。

　そうだ。木こ陰かげ野のが前に言っていたではないか。彼女は指ゆび折おりだ、と──。

　枯かれ葉はがにじり寄るように叫んだ。

「待て、待ってくれ！　お前は……」

　発しかけた言葉に、狐きつね面めんの少女は応こたえない。枯葉を一いち瞥べつすらしない。

　無言で『つうれん』を手に、屋や敷しきの奥へと消えていく。

「……っ、追うぞ！」

　考えている余よ裕ゆうはなかった。景けい介すけは枯葉たちを促うながし、秋あき津つを突とつ破ぱしようと一歩を踏み出す。

　あの少女のことはもちろん、『つうれん』を取り戻さなければならない。頭とう首しゆの証あかし以前に、あれはかすり傷すらをも致ち命めい傷しように変える一族殺しの刃だ。敵の手に渡るのは危険過ぎる。

　だが、そんな景介たちの前に秋あき津つが立たち塞ふさがる。

「待ってよ、霧きり沢さわくん。私、私自身の用事をまだ済ませていないのよね」

「そこをどきやがれっ」

　もはや聞く耳を持つ気はない。無理矢理にでも押し通ろうとするが、

「どかないわ。だってまだ、教えてあげてないんだもの」

　秋津は再び、得体の知れない笑えみを浮かべた。

「霧沢くんと、それから枯葉に。……私のことを」

「黙れ、いいからそこを……」

　そして──。

「おいでなさい」

　背後、部屋の向こうに振り返って、言う。

　返事もなく、そいつは歩いてきた。

　少女だった。

　髪かみは腰こしまで伸び、長い。というよりも、千ち々ぢに乱れている。

　着物姿。ただし、胸むな許もとをだらしなくはだけさせ、裾すそも大きく開いている。

　覚おぼ束つかない足取りで、今にも倒れそうだ。

　それでも両手になにか──白い布で包まれたものを大事そうに抱かかえ、

「うふ、ふ」

　少女は、空くう虚きよに微笑ほほえんだ。

　景介は──いや、景介たちは思わず、足を止めてしまった。

　少女の異い様ような雰ふん囲い気きにではない。

　その顔のせいだ。

　幾いく分ぶん年齢を重ねているし、髪型も違う。狂気に彩いろどられた目付きは、もはや別人のようでもある。それでも、僅わずか三日前の記憶が思い起こされる。

　秋津家のアルバム、写真の中で笑っていた少女。

　つまり、

「秋あき津つ……依い紗さ子こ」

「そうよ」

　偽にせ物ものの秋津依紗子が、頷うなずいた。

　歩み寄ってくる少女──本物の秋津依紗子を、抱き寄せながら。

　抗あらがいもせず、焦しよう点てんの合わない視線で、少女はされるがままに身を委ゆだねる。

「これが、秋津依紗子だった子。両親が首くび神がみさまに魅み入いられたせいで、私に名前と存在を奪うばわれた、可か哀わい想そうな可哀想な、可愛かわいい娘こ。……私に劣おとらず、美人でしょう？」

　その通り、整った顔立ちではあった。

　それでも正気を失った瞳ひとみと浮かべた薄うすら笑わらいは、美び貌ぼうを相そう殺さいして余りある。

「……てめえ」

　景けい介すけは思わず、口調を荒げた。

「その娘に、なにをした……」

「壊こわしてあげたの。私が秋津依紗子になるためには必要だったから。秋津依紗子はふたりも要いらないわ。秋津依紗子という自じ我がと精神を持つのは、ひとりだけでいい」

　あっさりと言ってのけた秋津に対して吐き気がする。

　人ひとりの心を壊す──どんなことをしてどんなものを見せたのか、想そう像ぞうすらできない。

　だが景介は、『つうれん』を取り返さなければならないという焦あせりと、その狂った少女の登場に衝しよう撃げきを受けてしまっていて、気付かなかった。

　さっき吹き飛ばした『しらぬえ』が、とうに畳たたみの束じゆ縛ばくを逃のがれているはずだということを。

　にも拘かかわらず、電気の獣けものは、姿を現さずになにをしていたのかを。

　業ごう、と。

　秋津の背後で、炎があがった。

「……っ！」

　屋や敷しきに火を放ったのだ。

　まずい、と景介は焦る。

　なにせぼろぼろのあばら屋だ。恐らく火の回りも早い。

「さて、私の……秋津依紗子の話はこれで終わり」

　秋津は左右に捲まいた紅ぐ蓮れんに頓とん着ちやくせず、枯かれ葉はに向き直った。

「次はあなたの番。あなたの話をする番よ、枯葉」

「なにを……」

「といっても、物語るのはあなたじゃないわ。私」

　枯葉に薄ら笑いを浮かべ。

　秋津は──偽物の秋津依紗子は、本物の秋津依紗子から、つい、と離はなれる。

　いつの間にか取り出しているのは、手斧ちような。

「ねえ、この光景、思い出さない？」

「なにを言っている!?　貴き様さま……いや、なにをしようと……」

　枯かれ葉はが気け圧おされ、一歩、たじろいだ。

　秋あき津つは言う。

「炎に包まれた屋や敷しきと、そして……」

　表情を固まらせた枯葉とは対照的に、

「ふふ。あは、は。あははははははははっ！」

　──哄こう笑しよう。

　その声は、本物が発したのか、偽にせ物ものの方か。

　同時、斧おのが振るわれた。

「っ、やめろ、秋津……！」

　景けい介すけの制止は無視され、同時。

　着物姿の少女、本物の秋津依い紗さ子この首が落ちる。

　身体からだがくずおれる前に、秋津は少女の腕から白い包みを奪うばった。

　あれと同じ程度の大きさ、形をしたものを、景介は知っている。

　両手で抱えるほど。

　半球を縦たてに引き伸ばしたような、まるで鳥籠のような。

　秋津はその場にしゃがみ込んだ。

　景介は立たち竦すくんだまま動けない。

　炎の向こうで立ち上がったのは、ふたり。

　ひとりは偽物の秋津依紗子。

　もうひとりは、本物の秋津依紗子の身体を奪った、鳥籠の中にいたであろう──女。

　鋭するどい視線。薄うすい唇。枯葉にどことなく似ている。彼女を成長させ、同時に優やさしさと無む邪じや気きさを、冷れい酷こくさと残ざん酷こくさに置き換えたような目鼻立ち。

　長い黒くろ髪かみを掻かき上あげて、そいつは口を開いた。

「……大たい儀ぎだった、依紗子」

　秋津は恭うやうやしく跪ひざまずき、応こたえる。

「はい、お母さま」

『お母さま』。つまりこいつが、

　──神楽かぐら。

　戦せん慄りつする景介に、立ち上がった秋津が一いち瞥べつをくれる。が、すぐに視線を枯葉へと向けた。

「ねえ、覚えていないのかしら、枯葉」

「……あ、」

「忘れてしまったの？　無理もないわよね。あなたはとても弱いもの。頭とう首しゆには向いていないほど、弱い心を持っているもの。……耐たえられなかったのね、きっと」

　訳わけのわからないことを口にする秋あき津つだったが、枯かれ葉はは応こたえない。

　違う、応えられないのだ──今いま更さらながら景けい介すけは気付く。

　枯葉が、おかしい。

『つうれん』を奪うばわれたことと、あの狐きつね面めんの少女に対しての狼ろう狽ばいかと思ったがそうではない。

　顔色が青い。手足が震ふるえている。

　まるで炎を恐れるかのように、唇をわななかせている。

「おい、どうした!?」

　慌あわてて肩を抱くが、景介に寄より掛かかってくる身体からだに力はなかった。

　背後で木こ陰かげ野のが──木陰野までもが、驚きよう愕がくの声をあげる。

「嘘うそ。うそよ。あれが、あのひとが、……神楽かぐら？」

　うそ、と。もう一度繰くり返かえし、

「だって、あれは……」

　木陰野の疑問を引き継ぐかのように、

　枯葉が、ぽつりと呟つぶやいた。




「……かあさま」




　神楽が、ふ、と笑った。

　優やさしげに、まるで母親のように。

　言う。

「思い出したか？　枯葉」

　そして──。

「あ……」

　景介の耳みみ許もとで、枯葉の口から蚊かの鳴くようなか細い吐と息いきが洩もれる。

　身体から完全に力が抜ける。

　景介にもたれかかるようにして、目を閉じ──。

　枯葉が、気を失った。




　　　　　　　　　　３




「おい、しっかりしろ！」

　ありきたりな言葉とともに頬ほおを軽く叩たたくが、反応はない。木陰野は木陰野で、呆ぼう然ぜんとしたまま神楽の顔を凝ぎよう視しするのみ。

　皮肉なことに、事情が呑のみ込こめないでいる景けい介すけが最も冷れい静せいな状じよう態たいだった。

　どういうことになってるんだ、と、できる限り高速で頭を働かせる。

　木こ陰かげ野のの狼ろう狽ばいの理由。『だって、あれは』という科白せりふ。

　神楽かぐらを前に、枯かれ葉はが口にした単語。『かあさま』。

　つまりあれは、神楽ではなく枯葉の母親ということなのか。

　でも、だとしたら。

　鈴鹿の内乱は、いったい誰が起こしたというのだ。

「依い紗さ子こ」

　神楽──もしくは枯葉の母親──が、炎の中で薄うすく笑った。

　その顔は、酷こく薄はくさと年齢を除けば、枯葉に似ている。

「身体からだが充分に動かん。あとは任まかせた」

「はい」

　跪ひざまずいたまま、秋あき津つが満足そうに頷うなずく。

「……ともあれ、これで大だい通つう連れんと小しよう通つう連れんが揃そろった。よくやったな」

「はい」

『だいつうれん』と『しょうつうれん』──なんだ、その単語は？

　景介の疑問をそのままに、神楽はこちらに背を向け去っていく。

　もはや、待て、とは言えなかった。そんな余よ裕ゆうはない。

　秋津の横に『しらぬえ』が、再び現れたのだ。

「さあ、どうするのかしら、霧きり沢さわくん」

　秋津が立ち上がる。

「私の役目は、ここであなたたちを殺すこと。でも正直、あなたたちにはこの状況を切り抜けて欲しいと思っているの。だって、そうじゃなきゃ面白くないでしょう？」

　癪しやくだが、こいつの言う通りだ。

　もはや景介たちは窮地に陥おちいっている。『つうれん』を取り戻すより前に、この屋や敷しきから生きて出ることを第一に考えた方がいいかもしれない。

「どうなったら、お前にとって『面白い』んだ？　……俺たちがお前をここで負かせばいいのか？　それとも、もっと他ほかに目的でもあんのかよ」

　余裕を取り戻そうとして無理に軽かる口くちを叩たたく。

　が、それを聞いた秋津は楽しそうにけらけらと笑い始める。

「へえ。やっぱりあなた、素す敵てきだわ」

「……意味がわかんねえんだよ、莫ば迦か」

　どうも本当に、別の目的があるらしい。そのためにはここで景介たちが生いき延のびることが前ぜん提てい──いや、生き延びたその先が見たいとでもいうのか。

　とはいえ、見み逃のがしてくれるかといえば別の問題だろう。

「……この程度で死ぬようなら用はない、って訳わけか」

「ええ、その通り。心が通じ合えて嬉うれしいわ。私は全力で行く。手加減もしない。……もしそれで霧きり沢さわくんが壊こわれなかったら、って話よ」

「ふざけろ。俺たちはお前の玩具おもちやじゃねえんだよ」

　吐き捨てて、背後に視線を遣やった。

「木こ陰かげ野の、枯かれ葉はを頼めるか？」

　意い識しきのない枯葉を抱いたままではさすがに殺されるだけだ。

「うん……わかった」

　木陰野は歩み寄ると、景けい介すけから枯葉の身体からだを受け取る。

「お前は大丈夫か？　さっきの……」

「今は考えてる場合じゃない、そうでしょう？」

「ああ」

　──さて。

　景介は、秋あき津つと『しらぬえ』に向き直った。

　向こうから仕し掛かけてくる気配はない。もちろん、正々堂々の勝負がしたい訳ではないだろう。こうしている間にも火は屋や敷しきに燃え広がっていく。時間が経たてば経つほどこちらが不利になると踏ふんで、敢あえて景介たちを静せい観かんしているのだ。

「いつまでも呑のん気きにしていていいの？　焼け死んじゃうわよ」

　予想通り、そんなことを言う。

　だから景介は、笑ってやった。

「……果はたして、そうかね」

　呑気にしている訳ではない。待っていたのだ。

　できればもう数分ほど前に来て欲しかったが、贅ぜい沢たくは言っていられない。

『しらぬえ』の眼前に突とつ如じよとして現れた白刃が、獣けものの巨体を弾はじき飛とばした。

「……え？」

　反射的にそちらを見た秋津に、続けて躍おどりかかる白い影かげ。

　自動的に展開した不ふ可か視しの壁がその攻こう撃げきを阻はばむが、それでも秋津の身体が数歩、たじろぐ。影が「ち！」と舌打ちし、深追いをやめてこちらへと跳ちよう躍やく。

「……『しちぬりまがり』！　やっかいなものをっ」

　毒づきながら景介の目前に着地した影は──型かた羽は。

「景介、大丈夫？」

　次いで『たまも喰ぐらい』を手に、右の部屋から姿を現す檻おり江え。

「けいすけおにいさま、じょうきょうはどうなって……」

　型かた羽はが背後を一いち瞥べつし、目を見開く。

「……っ、かれはおねえさま!?」

「話は後よ。大丈夫、怪け我がはない」

　枯かれ葉はを抱いた木こ陰かげ野のが、型羽を安心させるように応こたえた。

「ただ、ちょっと厄やつ介かいだがな」

『つうれん』が枯葉の手て許もとにないことには気付いていないようだったので、黙っておく。今説明している暇ひまはないし、徒いたずらに型羽たちを慌あわてさせる訳わけにもいかない。

「棗なつめさま、お嬢じようさまは、棺かん奈なが」

「ええ、お願い」

「かしこまりました」

　棺奈は枯葉を木陰野から受け取ると、背と腰こしに手を入れ軽々と抱きかかえた。

　動き回るのに支し障しようはなさそうだ。

「あら、やっと人数が増えたわね」

　体たい勢せいを立て直した秋あき津つが、再びこちらに声をかけてくる。『しらぬえ』も既すでに身構え、彼女の合図を待っている状じよう態たいだ。

「これで勝てる、そう思ってるのかしら？」

「は、どうかな……」

　行動を迷っている暇はない。

　景介はしゃがみ込むと、床に『かみらの枝えだ』を突き立てた。

　畳たたみの一部を──隆りゆう起きさせる。

　唐とう突とつにわき上がった津波のように、秋津とこちらを分かつ壁が生まれた。

「こっちだ！」

　秋津の視界を塞ふさいだ上で、景介は全員を促うながした。

　背を向け、走る。

　廊下に出るが、既に庭は火の海だ。ご丁てい寧ねいに外からも火を放っていたらしい。

　とりあえず、まだ火の回っていない方向へと向かう。玄関と同方向ではあったが、そっちが無事かどうかはわからなかった。

　走りながら型羽が問うてきた。

「……どうするのですか、けいすけおにいさまっ！」

　次いで、檻おり江えが景介を見上げ、

「これで風を起こせば逃げられるよ」

　ポケットから漆しつ黒こくの鉄てつ扇せんを取り出す。『白銀しろがねりょうげ』だ。

　景介は思考する。

『つうれん』の奪だつ還かんはさすがにもはや不可能だ。あの狐きつね面めんの少女がまだ屋や敷しきにいるとは考えられない。だとすると、このまま逃げるというのが最も賢かしこいやり方だろう。数はこちらが上とはいえ、枯かれ葉はが気を失っている状じよう態たいで、しかも屋や敷しきは火に囲まれている。

　だが──呼び出されて出で掛かけていった挙あげ句くに『つうれん』まで奪うばわれ、その上あえなく遁とん走そうというのも、正直なところ気分が悪い。これでは秋あき津つに弄もてあそばれただけではないか。

　せめて、一いつ矢し報むくいたい。

　もちろん、そんな感情でみんなを危険に晒さらすのは愚ぐの骨こつ頂ちようだった。

　枯葉がこうなってしまっている今、決断しなければならないのは自分──。

　十数秒ほど沈ちん黙もくして、立ち止まる。

「……一回だけだ」

　それが、景けい介すけの結論だった。

「一回だけ反はん撃げきする。結果がどうなろうと、その後、逃げる」

「でも、霧きり沢さわ……」

　木こ陰かげ野のが背後を、恐らくは追ってきているであろう秋津を気にする。

「ああ。向こうも、こっちが逃げようとしてるのは予想済みだろうな。素直に逃がしてくれるとも思わん。……だからこそ反撃がてら活かつ路ろを拓ひらく」

　そうだ。くだらない意地を張っている訳わけではない。

　秋津は『全力で行く』と言った。だったらみすみす見み逃のがしたりはしないだろう。

　ひと泡あわ吹ふかせて──同時に隙すきを作る、その一手を打たなければならない。

「ほうほうはあるのですか」

　と、型かた羽は。

「はんげきするにしても、あちらには『しちぬりまがり』があります」

「檻おり江えさんのそれは？」

『たまも喰ぐらい』を見み遣やる。が、

「あの壁を抜けるかどうかはわからないよ。私もまだ、慣れてない」

「そうか。じゃ、賭かけるチップは分散させとこう」

「どういうこと？」

　木陰野が問うてくる。

　景介は背後を一いち瞥べつすると『かみらの枝えだ』を握る手に力を込めた。

「……『しらぬえ』を潰す。もちろんそっちはもっと低い賭けになるけどな」

　こちらの武器をひとつ奪うばわれた分、あっちの戦力を削けずってやりたい。

　全員に視線を送る。

　木陰野。型羽。檻江。それから、棺かん奈なに。

「チャンスは一回。駄だ目めなら、癪しやくだけど全力で逃げる。いいな？」




　まだ火の回っていない部屋を見付けたので、そこで秋あき津つを待ち受けることにした。

　どうやら土ど蔵ぞうかなにかだったようだ。出入り口以外が漆しつ喰くいの壁になっていて、木の扉が半分ほど壊こわれていなければ暗くら闇やみに覆おおわれているだろう。

　広さはかなりある。天井も高い。檻おり江えも刀を振り回せそうだ。

　条件としては悪くない、と思う。

　壁を触さわっても熱さは感じない。向こう側はまだ火に覆われていないらしいから、壊してしまえば外に出ることもできるはずだ。土蔵といっても部屋の中には農具ひとつなく、武器はこれ以上増えそうになかったが──それは望ぼう外がいというものか。

　手早く作戦を話して聞かせる。

　段取りに加え、各自の役割分担。簡かん潔けつに説明したところで、木こ陰かげ野のが不安げな声をあげた。

「それ……可能、かな？」

「わからん」

　景けい介すけは正直に答えた。

「だから、賭かけって言っただろ？　それに……ま、失敗しても腕一本、だ」

「あたしたちはいいよ。でも、霧きり沢さわは」

「お前の親父おやじさんに比べりゃあどうってことねえよ。それに、蔵ぞう物ぶつで治なおる」

「それはそうですが……」

　型かた羽はが眉まゆをひそめる。

　最初に賛同してくれたのは、檻江だった。

「私は景介を信じるよ」

「いいのか？」

「もし景介が怪け我がをしても、私が守る。絶対に」

「仕方ないわね。やってみるとしますか」

　木陰野も続いて苦笑した。

「あたしだって、母さんの半分くらいは役立ってみせたいし」

「……まったく。どいつもこいつも、むぼうなおろかものばかりです」

　溜ため息いきを吐つきつつ、型羽も吹っ切れたように笑った。

「こんなぶのわるいかけはさっさとおわらせて、かえりましょう」

「決まりだな」

　景介は立ち上がった。

　それが合図。各々が準備に取とり掛かかる。

　景介は木陰野から『あぎょうの琴こと』を受け取ると『かみらの枝えだ』で弓の一部を引ひっ掻かく。傷が付いた気配はない。が、なんとなく、支配下に入った、という感覚がある。

「ちょっと試してみてくれ」

　木こ陰かげ野のに弓を返す。彼女は恐る恐る、弦げんを軽くつま弾びいた。

　音は鳴らない。──成功だ。

「びっくりしたよ」

　木陰野は素直に感心していた。

「まさか、蔵ぞう物ぶつにまで効くなんて……」

「これで可能性は高くなったな」

『かみらの枝えだ』の支配が蔵物にも及ぶかどうか。それがまず最初のハードルだった。

　だが、次のハードルは更さらに高い。

　他ほかのもの──コップや筆箱なんかで試した時には可能だったが。

「とにかく、これで準備終了だ。あとは……」

　景けい介すけを始めとした一同が、閉められた扉に注視する。

　たっぷり十ほどを数えた後。

「あら、こんなところにいたのね」

　壊こわれた扉、その隙すき間まから──秋あき津つが笑えみを覗のぞかせる。

　続いて、轟ごう音おん。

　扉が『しらぬえ』により弾はじき飛とばされ、火を燻くすぶらせながら土ど蔵ぞうに舞まった。

「作戦会議は終わったのかしら？」

　どんな策を巡めぐらせても無む駄だだと言わんばかりに、秋津依い紗さ子こは堂々と入ってくる。
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「ねえ、型かた羽はちゃん。『ちいさいニワトリ』は『ちいさいニワトリ』らしくしなきゃね」

　なにを言っているのか景介には理解できなかった。

　問うている余よ裕ゆうはない。

「いいか、お前ら」

　景介は身構え、そして──。

「やっちまえ！」

　反はん撃げきが、開始される。




　まず、最初に飛び掛かったのは型羽だった。

　迷いなく一直線に、秋津依紗子目掛けて。

「あら、『ちいさいニワトリ』のくせに。生意気ね」

　型羽はほんの一いつ瞬しゆん、びくりと躊ちゆう躇ちよしたように見えたが、すぐに唇を咬かみ締しめ、自らを鼓こ舞ぶするように牙きばを剥むいて秋津を睨にらみ付つけ、突っ込んでいく。

「わたしは……れいなは」

　両手の鉄てつ爪そうを光らせ、身を低くして、

「ちいさいにわとりなんかじゃ……ないっ！」

「……『しらぬえ』」

　眼前に躍おどり出でる電気の獣けもの。

　猿さるの頭、狸たぬきの胴、虎とらの手足、尾は蛇へび。

　白く輝かがやき、型かた羽はを焼こうと飛とび掛かかってくる。




「させないよ」

　小さく呟つぶやいた檻おり江えが、六尺の刀身を逆さか袈げ裟さに振った。

　速度はそれほど高くない。恐らく、前に使っていた砂さ姫きには及びもしないだろう。

　だが、それでいい。間に合いさえすれば、今は構わない。

『しらぬえ』の眼前、脇わき腹ばらへと刀身が出現する。檻江の剣けん閃せんと同じ軌き道どうで、斜ななめ下から。

　電でん撃げきと白刃が衝しよう突とつし『しらぬえ』が怯ひるんだ。

「……まだまだ」

　ぽつりと、それでもはっきりとした宣言。

　連続して返す刀で薙なぎ、突き、叩たたき付つけ。

　たまらず『しらぬえ』は数歩後退する。

「今だよ、型羽」




　型羽が応こたえた。

「しょうち！」

　再度の突とつ撃げき。当然のように秋あき津つは『七しち塗ぬり曲まがり』の壁を展開する。

　今度は秋津が身構えていたからか、衝しよう撃げきには怯まない。反対に型羽の鉄てつ爪そうが弾はじかれ、大きく仰のけ反ぞる。型羽はその勢いきおいを利用して背転すると床を蹴けり、もう一度躍りかかる。

「……らあああっ！」

　本気で行け──景けい介すけは型羽にそう言ってある。なんなら防ぼう壁へきをぶち破って倒してしまってもいい、と。言葉通り、彼女は矮わい躯くを駆く使しし、全力で挑いどんでくれていた。

　そして、そこに隙すきが生まれる。

　檻江が標的を『しらぬえ』から秋津依い紗さ子こへと変えた。

　無表情で見み据すえ、無言で袈け裟さ懸がけの一いつ閃せん。

　秋津の眼前、明らかに結けつ界かいの内側であろう距きよ離りに『たまも喰ぐらい』の刃が出現する。

　が──。

　鈍にぶい音とともに、刃が秋津の眼前三センチの距離で止まる。

　壁の内側に、もう一枚の壁が発生したのだ。

「甘いわ」

　秋津が嗤わらった。

「もしかして、それが切り札だったかしら？　だったら期き待たい外はずれね」

「ああ。切り札だったんだけどな」

　景けい介すけは応こたえた。

「……切り札が通じないなら、奥の手だ」




　既すでに木こ陰かげ野のが『あぎょうの琴こと』の弦げんを引いている。

　ただし、用途は琴としてではない。

　即そく席せきの矢を番つがえ、弓として、だ。

　柱を傷付けて分ぶん離りさせた細い木の棒に括くくり付つけた『かみらの枝えだ』。

　弓を構えた木陰野の前に立ち、景介は矢の先せん端たんを握っている。

　秋あき津つがはっとした。

「あなたたち……まさか」

　先日、家で試したことがある。それは『かみらの枝』を、たとえば対象に投げ付けても効果が発はつ揮きできるかどうか。結果は可能だった。持続時間は、手が離はなれてからおよそ三秒。

　ならば。

　矢にして放てば、三秒は充分過ぎる。

　景介は『かみらの枝』から手を離した。

「発射だ、木こ陰かげ野の軍ぐん曹そう」

「了解！」

　狙ねらいは、無む論ろん──生身では決して近寄れない、白く輝かがやく電気の塊かたまり。

「……本気!?」

　秋あき津つが叫んだ。

　遅い。

　木陰野の指先が弦げんから離はなれる。

　反射的に秋津は、いや、秋津だけが耳を塞ふさぐ。

　無論、音など鳴らない。

『あぎょうの琴こと』は景けい介すけの支配下にある。弦の振しん動どうを抑おさえ込こむのは容易たやすい。

　ひゅん、と、風を切る音がして、

　ばちぃ、と、矢の先せん端たんが、電気の獣の背に衝しよう突とつした。




　──さあ、ここからが、俺の勝負だ。




　景介は精神を集中させる。

『かみらの枝えだ』の先端が触ふれたであろう『しらぬえ』に意い識しきを送る。

　頭の中で、大きな塊が反はん抗こうするような、暴あばれ回まわるような感覚があった。それを無理矢理に、力尽くで押さえ付ける。腕力でではなく、精神力で。

　氾はん濫らんは強く大きい。景介の心は跳はね飛とばされそうになる。

　だがその時、後押しするような波を感じた。支配力が増す。

　打ち合わせ通り──落下した『かみらの枝』を誰だれかが拾ひろってきて、景介の手に握らせてくれたのだ。こいつは物質を支配する時において、持っていればアンテナのような役割を果たす。つまり、手にあるのとないのとでは感度が桁けた違ちがいになる。

　恐らくは檻おり江えだろう。感かん謝しやしながら、景介はより一いつ層そう、意識を『しらぬえ』と戦わせる。

　命令は、ただひとつ。

　──自じ壊かいせよ。

　壊れろ。崩れろ。裂けろ。割れろ。砕けろ。消えろ。朽ちろ。潰れろ。

　そして、用を為さなくなれ。

　コップや筆箱では上う手まくいった。形を自在に変えることの延えん長ちようとして『壊れろ』という念を強く送ると、対たい象しようはその通りになった。ただ、できるだけ強く、具体的な破は壊かいをイメージしなければならない。こいつの──蔵ぞう物ぶつの──『しらぬえ』の──破壊とはなんだ？

　罅ひびが入って割われ砕くだけることか。それとも砂になって朽くちることか。

　わからない。わからないから、あらゆる破壊のイメージを送る。

　反抗する恒常性を叩たたき潰つぶせ。

　氾はん濫らんする回復力を引ひき裂さけ。

　反逆する堅けん牢ろう性せいを支配しろ。

　たとえ不ふ可か思し議ぎな力を持った物質に対してでも、絶対的な支配を行使しろ──！

　脳の配線が切れそうなほど、景けい介すけは意い識しきを『しらぬえ』に集中させた。

　やがて暴あばれ回まわる力よりも、抑おさえ込こむ力の方が大きくなる。抵てい抗こうが弱まっていく。

　いける。そう思った。

　瞬しゆん間かん。

　──網もう膜まくの裏うらで、なにかが灼やけた。




　それは、不意に。

　目を閉じているのに、眼前に風景が広がった。




　カラーでもモノクロでもない、けれど映えい像ぞうということは理解できる。

　コンポを操あやつっていた時なんかに体験した奴やつだ、と直感した。対たい象しようの構造や仕組みが抽ちゆう象しよう的てきなものとして頭へと流れ込んでくる、支配へのフィードバック。

　けれどコンポの時とは違う。脳に灼き付いた形は、部品ではない。

　広い草原。まるで、誰だれかの目を通して見ているような。

　ただ、視点がやけに低い。まるで、四つ足で歩いているかのような。

　視界に映るのは、少女──女。

　やけに古めかしい着物姿。こっちを鋭するどい視線で睨にらんでいる。黒くろ髪かみをなびかせて、どこか枯かれ葉はに似たその少女は、ひとふりの剣、その切っ先をこちらへと向けてくる。

　両刃。日本刀ではなく、もっと幅広で古めかしい──大和やまとの時代のもののような。

　す、と、視界が沈しずんだ。

　下の方、左右に獣けものの足、先せん端たんが見える。虎とらの模も様よう。

　自分の身体からだから生えているのではという錯さつ覚かくがあった。

　──なんだ？　これは。

　怪け訝げんに思ったその時、少女が剣を前にして躍おどりかかり、切きっ先さきが目前に迫って──。

「……っ!?」

　視界が現実に引き戻された。

　我われに返る。

　目を数度瞬まばたきする。もうさっきの光景は見えない。

　代わりに映ったのは、まず檻おり江えの背。景介を守るように立ちはだかっている。

　それから、型かた羽はの身体。秋あき津つを威い嚇かくするように身構えている。

　秋あき津つ。景けい介すけが初めて目にするのではないかというほどの驚きよう愕がくを浮かべている。

　背後に木こ陰かげ野のと棺かん奈なの気配。

　そして──。

「そんな」

　秋津が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。




　ばちばちと火花を散らしていた『しらぬえ』が、

　どう、と、斃たおれる。




　身に纏まとわれていた電気が徐々に消えていく。

　身体からだのあちこちを破は裂れつさせながら。同時に、血の飛沫を撒き散らしながら。

　後に残ったのは、まるで死体だった。

　違う。これは紛まぎれもなく、死体だ。

　猿さるの頭部、狸たぬきの胴体、虎とらの手足、そして蛇へびの尾を持った、見たこともない動物の死体。

「おい……これ、は」

　景介も、狼ろう狽ばいを隠かくしきれない。

　蔵ぞう物ぶつ『しらぬえ』。

　獣けものの形状をした電気の塊かたまり──ただの道具だと思っていた。他ほかの者の表情を見るに、一族ですらそう考えていたに違いない。

　でも、これは──、

「なんだよ……どういうこと、だ」

　そして『しらぬえ』が生きていたとするなら、まさか。

「こいつら……ひょっとして」

　手の中にある『かみらの枝えだ』を見み遣やる。

　鈍にぶいクリーム色をした円えん錐すい状じようの刀身に、青い血管のような模も様ようが浮かぶ、気味の悪い短刀。

　これも──いや『あぎょうの琴こと』も『たまも喰ぐらい』も『白銀しろがねりょうげ』も──まさか。

「生きてる、のか？」

「ふふ。……うふふふ、ははははっ！」

　突然、弾はじかれたように秋津が笑い始めた。

「面白いわ！　とても面白い！　さすが霧きり沢さわくん……まさかこんなことができるなんて！」

　まるで場違いに、自分の武器が潰ついえたにも拘かかわらず、とても嬉うれしそうに。

「ふふ……『つうれん』が鈴すず鹿か殺ごろしなら、言うなれば蔵物殺しってところかしら？　死し蔵ぞうされていたものをそこまで使いこなすなんて、やっぱりあなた、凄すごく素す敵てきよ」

　全員が呆あつ気けにとられている。

　そんな中でひとしきり笑った後、秋あき津つ依い紗さ子こはゆっくりと一同を見渡した。

　最後に、景けい介すけに視線を留とめる。

「合格よ、霧きり沢さわくん。あなたを私のものにしたいと思ったことは、間違ってなかったわ」

「なにを、のんきなことをいっているのですか？」

　型かた羽はが景介の前に立たち塞ふさがるようにして、秋津を睨にらみ付つけた。

「あなたのぶきはなくなりましたよ」

「そうね。でも、あなたたちも私を殺すことはできない。この『七しち塗ぬり曲まがり』は、今のあなたたちでは打ち破れないわ。……だから、今回は痛いたみ分わけってことにしましょう？」

「ふざけるな！　きさま……」

「じゃあね、霧沢くん」

　秋津は堂々と背を向け、土ど蔵ぞうを去っていく。

「また会いましょう？　枯かれ葉はにもよろしくね」

「けいすけおにいさまっ」

「構うな」

　景介は食い下がる型羽に首を振った。

「追わなくていい。……っていうか、俺らも逃げないとヤバい」

　土蔵の中には既すでに煙けむりが入り込み始めている。屋や敷しきがいつまで保もつかもわからないし、なによりこのままでは全員が一いつ酸さん化か炭たん素そ中ちゆう毒どくだ。

「『しらぬえ』を壊こわせた。それだけでも大きな収しゆう穫かくだ」

　既に秋津の姿はない。炎の中へと消えてしまっている。

　檻おり江えが『たまも喰ぐらい』を振るい、土蔵の壁を破は壊かいし始めた。景介も振り返って彼女の隣へと歩み寄ると『かみらの枝えだ』で壁を引ひっ掻かき、外へと繋つながる穴を作る。

　炎の燃える音に混じって、ごうん、とけたたましい振しん動どうがあった。柱が落ち始めたのだ。もう倒とう壊かいは時間の問題だろう。外の植木にも既に火が回り始めている。

「急げ」

　型羽たちを促うながして、景介は外へ繋がる穴をくぐった。

　去さり際ぎわ、最後に──横たわる『しらぬえ』だったものを一いち瞥べつする。




　蔵ぞう物ぶつ。

　鈴すず鹿かの一族に伝わる超ちよう常じようの道具。

　呪ノロイと病ヤマイ、汚ヨゴレと穢ケガレにより造り出された、忌いむべき宝。




　呪のろわれているのは何な故ぜだ。病やんでいるのは誰だれだ？

　汚よごれとは、穢けがれとはなにを意味する？

　さっき瞼まぶたの裏うらで見た光景は、それらと関係があるのか──。

　得え体たいの知れない不安に覆おおわれながら、景けい介すけは『しらぬえ』の死体から目を背そむけた。
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　その日の深夜になって、枯かれ葉はは目を覚ました。




　身体からだを起こすと、枕まくら元もとには棺かん奈なが座っている。いつものことだったので普通に起きようとしたが、直後──布団ふとんに入った覚えがないことに気付き、慌あわてて叫んだ。

「棺奈！　妾わたしは……」

「お嬢じようさま、景けい介すけさまが、起きて、しまいます」

　棺奈はそう言うと、視線を枯葉の布団の上に遣やる。

　そこでは景介が突つっ伏ぷして、小さな寝ね息いきを立てていた。

　少し前にこれと同じことがあった。景介が寝ていて、自分は心配してついていたにも拘かかわらず疲つかれ果はてて眠ってしまったのだった。あの時とは立場が逆だと苦笑する。

　ありがたいと思うと同時、愛いとおしくなった。

　景介もあの時、同じ気持ちになってくれたのだろうか。だとしたら嬉うれしいのだけれど。

「……ん、枯葉」

　と、景介が目を覚ました。

　ゆっくり顔をあげる。目を擦こすろうとしたが、眼鏡めがねをかけたまま眠っていたのに気付いたようだ。眉まゆをしかめながら頭を掻かき、瞬まばたきを強く何度か繰くり返かえした後で枯葉を見、笑う。

「起きたのか。よかった」

「心配をかけたな」

　段々と思い出してきた。

　自分が眠る前──いや、気を失ってしまう前のことを。

　胸に込み上げてくる不安を、景介の顔を見ることで抑え込む。

　無理矢理に表情を消し、枯葉は問うた。

「あれから……どうなったのだ？　教えてくれ」

　景介は頷うなずく。

「ああ。俺も、尋ききたいことがある」

　そして、ゆっくりと説明を始めた。

　枯葉が倒れてしまった後、去っていった神楽かぐら。

　依い紗さ子ことの戦い。

　そして『しらぬえ』の破は壊かい──。

「すまん。『つうれん』を取り返すことはできなかった」

「お前が気にすることではない。妾の責任だからな」

　枯葉は努つとめて明るく振ふる舞まった。

　心の中にはどうしようもない喪そう失しつ感かんがある。なにせ一族の宝ほう刀とうを奪うばわれてしまったのだ。

　どうやら自分が考えていた以上に『頭とう首しゆの証あかしが手て許もとにある』という事実は心を支えてくれていたらしい。それに、あの恐ろしい刃を秋あき津つ依い紗さ子こが使ったら、どんなことになるか。

　しかし、それ以上に──。

「あいつ……あの者」

「ああ」

　枯かれ葉はの手から直接『つうれん』を奪うばった、あの狐きつね面めんの娘。

　間違いない、と思う。あれは、歩摘だ。

　何な故ぜ、歩摘が依紗子に味方しているのか。まさかあの時の自分の説得は彼女に届くことなく、未いまだ繁はん栄えい派はとして生きるつもりでいるのか。疑問と不安が一緒くたになる。

　枯葉は無理に話題を変えた。

「それより『しらぬえ』を壊こわしたと言ったな。……驚おどろいたぞ、景けい介すけ」

　正直な気持ちではある。

　一族が『使い道がない』と断じて死し蔵ぞうしていたあれにそんな力があったこと、景介がそれを発見したことは勿もち論ろんだが、なにより、蔵ぞう物ぶつが破は壊かいされたなどという話。少なくとも枯葉は初めて聞いた。恐らく、一族の殆ほとんどの者が信じられないと言うだろう。

　そして、いや、だからこそ。

『しらぬえ』が壊れた後に晒さらした姿については、景介ほどは意外に思わない。

　枯葉は、自分の知っていることを景介に説明した。

「そもそも、あれは……蔵物は、鈴すず鹿かが戦ってきた異なものどもと関係がある」

「どういうことだ？」

　問とい掛かけ、景介も思い至ったのか顔色を変える。

「……まさか」

「うん。お前の想そう像ぞうは、たぶん正しい」

　首しゆ肯こうした。

「かつて鈴鹿が戦って、打ち倒してきた妖よう魅みども。蔵物は、それらの力を模もして造られたと聞いている。『白しら鵺ぬえ』『廻めぐり人じん狼ろう』『玉たま藻も喰ぐらい』──幾いくつかの名は、そのままだ」

　鈴鹿の者なら誰だれでも知っている知ち識しきだった。

　ただし、景介は知らなかったようだ。枯葉を含め、誰も説明していなかった故ゆえに。

　そのことを済まなく思い、枯葉は詫わびた。

　だが、返事は「気にするな」だった。

「俺は、その妖よう怪かいたちとお前らが実際に戦ったなんて、信じちゃいなかった。妖怪だの化ばけ物ものだの、実際にいたなんて思わなかったんだ。だから、突っ込んで尋きこうって頭もなかった」

　常じよう識しきの違いが情報の齟そ齬ごを招いたってことか、と、景介は苦笑した。

　無む論ろん、それでも謎なぞは残る。

　蔵物については枯葉も──恐らくは砂さ姫きですら、枯葉が景介に話した以上の知識はない。

　枯かれ葉はにもわからないことはあった。『しらぬえ』以外の、他ほかの蔵ぞう物ぶつも壊こわれれば同様のことになるのか、それともあれだけが特とく殊しゆなのか。

　なにより、

　蔵物はそもそも、どうやって造り出されるのか。

　最後の異種との戦い、玉たま藻もとの戦いくさから三百年。

　蔵物を創そう造ぞうする技術は既すでに残っていない。

　いや。本家であっても次女である自分には、少なくとも伝えられなかった。

　唇を咬かむ。

　なにも知らない次女。無知なくせに頭とう首しゆを気取る道どう化け。

　供きよう子こや依い紗さ子こからの言葉が、今となっては重くのしかかってくる。

　その上、今や頭首の証あかしすら失った自分に、果はたしてなにができるというのだろう──。

　枯葉の説明で納得したのか、それともこっちの表情の変化に気付いたのか。

　今度は景けい介すけの方が話題を変えた。

「次は、お前の話を聞かせてくれるか？」

　だから頷うなずき、口を開こうとする。が、いったいなにから話したものか。

　しばし沈ちん黙もくしていると、景介が慮おもんぱかったように、枯葉の頭に手を置いた。

「神楽かぐらのことは、木こ陰かげ野のからも聞いてる。……似てたんだろ？」

「……ああ」

　絞しぼり出だすように、枯葉は答えた。

　そうだ。

　あの顔、あの声。

　神楽の姿は、先代の頭首──つまり、枯葉の母親に瓜うり二ふたつだった。

「木陰野が砂さ姫きさんに確認してくれた。元々、よく似てたらしい。なにせ叛はん乱らんは十七年前のことだから、お前らの反応を予想してなかったみたいだ。……謝あやまってた、ってよ」

「そうか」

　それでも枯葉の気分は上向きにならない。

　神楽と母の顔が似ていた、それはわかる。姉妹なのだから。

　でも、問題はそこではない。いや──そこだけではない。

「……景介」

　枯葉は景介の服の袖そでを掴つかんだ。まるで、縋すがるように。

　指先が震ふるえていた。身体からだが寒い。

　もはや──明るく取とり繕つくろうことも、話題を逸そらすこともできそうになかった。

　頭の中にある映像に、視界すら揺らいでいる。

「枯葉？　お前……」

　服の袖そでだけでは支えにならない。

　腕を握る。まだ足りない。抱き寄せ、胸に顔を埋うずめる。

　景けい介すけが背に腕を回してくれた。優やさしさに涙が込み上げてくる。

　だから枯かれ葉はは、ようやくのことで、声をあげた。

「妾わたしは……なんでだ？　何な故ぜ、こんな……今まで、忘れていた」

「どうした。なにがあったんだ」

「忘れていたんだ、妾は！」

　景介の胸の中で叫んだ。

　心の中で吉よし乃のにも縋すがる。助けてくれ、と心の奥に呼よび掛かける。

　それでも──景介と吉乃のふたりに支えてもらっているというのに、平へい静せいを保たもてない。

「今まで……どうしてだ？　恐こわかった……そうだ、恐かった。妾は、見たくなかったんだ。見てはならないと思ったんだ。だから……だから、記憶を頭から消したんだ。無む意い識しきに」

　もはや景介に対してではなく、自分自身への言葉だった。

　何故。どうして。

　こんな大事な──こんなおぞましい記憶を封印しておいて、なにを次じ期き頭とう首しゆだなどと息巻いていたのだろう。滑こつ稽けいにもほどがある。

　以前、供きよう子こに問い掛けられた言葉。

　自分はその答えを知っていた。見ていた。それなのに。

「あれは、本当に神楽かぐらだったのか？　母さまではないのか？」

「どうしたんだよ。さっきも言っただろ？　お前の母親と神楽は、顔が……」

「そうではない！　そうじゃ……ないん、だ」




　──あの夜、木こ春はるさまを殺したのが私たちだと、本当に思っている？




　枯葉の脳のう裏りに供子の言葉と、それからあの夜に見た光景が重なっていく。

　ずっと記憶の奥底に封じ込めていたそれが亡ぼう霊れいのように浮き上がり、枯葉を苛さいなむ。

　炎に包まれた屋や敷しき。

　母の姿。

　里が焼けた日の本家屋敷と、よく似た状じよう況きよう。

　ただ、違うのは。決定的に違っているのは。

　炎の中で最後に見た、母と姉の姿──。

　枯葉は血を吐くように呟つぶやく。

「姉さまを殺したのは……母さまだ」

「え……？」

　焼け落ちようとしている本ほん家け屋や敷しきで見た光景を、枯かれ葉はは思い出した。

　思い出してしまった。

　──紅ぐ蓮れんに囲まれながら、姉の、木こ春はるの首を絞しめている母の姿を。




　　　　　　　　　　※




　それと同じ頃ころ。

　篠しの田だ医い院いん、四階。

　鈴すず鹿かの一族専用病棟の一画にある、篠田玲れい二じ郎ろうの診察室をノックする者があった。

　デスクで事務仕事をしていた篠田はしかし、くわえ煙草たばこのまま、まるで『入りたいなら勝手に入れ』とでも言いたげに、ノックに対して返事もしない。ややあって扉の開く音がし、背後に足音が聞こえ、気配が間近で立ち止まってからようやく、ゆっくりと振り返る。

　振り返って、

「どうした？　なんの用だ」

　相手を一いち瞥べつし、ぞんざいに頭を掻かいた。

「妹たちの見み舞まいか？　もう寝てるぞ」

「……ふん、まったく堂々としたこと」

　来らい訪ほう者しや──供きよう子こは、そんな篠田の態度に不ふ愉ゆ快かいそうな一瞥を送る。

「一度はここを襲おそった相手を前に、よくもそんなに平然としていられる」

「血ち沙さと血ち香かの足、無事にくっ付いたよ。多少引ひき摺ずることになるだろうがね」

　供子の皮肉を無視し、篠田は入院患者の容よう態だいを説明した。

　だが、妹ふたりの話題にも眉まゆをわずかにしかめるだけの供子。

「ふん。……そんなことはどうでもいい」

「じゃあ、なんの用件だ？　まさかまた襲しゆう撃げきに来たって訳わけじゃないだろう」

　意い趣しゆ返がえしとばかりに返ってきた皮肉を、供子は無視した。

　診察用のベッドに腰こし掛かける。

「どこか悪いのか？」

　冗じよう談だんめかして篠田が笑う。

「ここは中立だ。たとえきみでも、具合が悪いのなら診みてやるよ」

　あくまで自分のスタンスを崩くずさない科白せりふだった。

　が──。

　供子はそんな篠田に、陰いん惨さんな笑えみを浮かべ、言った。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言う、篠田玲二郎。私はお前と交こう渉しようしに来た」

「……なに？」

「その中立を崩しなさい」

　交こう渉しようと銘めい打うっておきながら、命令口調。相手の心情に対する配はい慮りよは微み塵じんもない。

　一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくして後のち、篠しの田だが鼻はな白じろんだ。

「繁はん栄えい派はに協力しろ、と？　……愚ぐ問もんだな」

　切って捨てる。

　が、その返答に、供きよう子この表情は依い然ぜんとして変わりなかった。

　篠田は訝いぶかしみ、口くち許もとの煙草たばこを灰皿へと捩ねじ込こんだ。

「だけど、あまりに愚問過ぎて逆に気になるね。きみはいったいどういうつもりで、そんなくだらないことを僕に持もち掛かけてるんだ？　神楽かぐらが命令してきたから仕方なく伝言役に？」

「ふん。……神楽、か」

　問われた供子は、吐き捨てた。まるで──小こ馬ば鹿かにするように。

　そしてどこか苛いら立だたしげに、同時にどこか誇ほこらしげに、視線を鋭するどくする。

「お前は誤ご解かいしている。私は繁栄派に協力しろなどとは言っていない」

　眉まゆをひそめつつも、無言で続きを促うながす篠田。

　供子が続けた。

「私はお前に……それから夭ように協力を求めている。繁栄派にではなく、私に対して」

「……まるで繁栄派が一いち枚まい岩いわじゃないとでも言いたげな科白せりふだな」

「そう聞こえなかったのなら、直ちよく截せつ的てきに表現した方がいい？」

　寝台から立ち上がり、

「繁栄派の意向など知ったことではない。巳み代よや通つ夜や子こがなにを考えているのかもどうだっていい。ましてや秋あき津つ依い紗さ子このことなど……興味がなさ過ぎて殺意すら湧わいている」

「だったらきみは、なにを……」

　質問の内容はわかりきっているとばかりに篠田を遮さえぎって、

　口を開いた。




「私の条件を呑めば、代わりに夭の病を治してやる」




　その言葉とともに。

　再び──沈黙が、診察室を支配する。

　ただし、今度のものは長い。

　十秒。三十秒。一分。そして二分。

　呼吸の音すら際きわ立だつほどの無音、それに伴ともなって奇き妙みような緊きん張ちよう感かんが徐々に満ちていく。

　篠田は供子の表情を詮せん索さくし、供子はそんな彼の視線を真まっ直すぐに受け止める。

　ふたりの間に張り詰めた緊張が飽ほう和わしそうになる。

　先に口を開いたのは、篠しの田だの方だった。

「話だけは聞こう。だが、その上で『ノー』と言う可能性の方が遥はるかに高いがね」

　その返答を聞き、供きよう子こは。

「……くく」

　いつもの残ざん酷こくな笑えみをとびきり濃こくした後──渋じゆう面めんの篠田へと歩あゆみ寄よった。

「話してあげよう。でも、予言しておく。……お前はきっと『ノー』とは言わない」

　白い指先が、篠田の頬ほおをからかうように撫なでた。
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　僅わずかに顔をしかめるも、篠田はその指を拒きよ絶ぜつしない。

「まずは、夭ようの病やまいを治なおす方法から……」

　そして、供子は語り始めた。

　診察室の静せい寂じやくに、甘かん美びで陰いん惨さんな、毒花じみた誘ゆう惑わくの色を響ひびかせながら。







あとがき




　そんなこんなで『アカイロ／ロマンス』四巻をお送りしました。

　今回は前巻に引き続き、鈴すず鹿かの一族にまつわる謎なぞを中心にお送りしました。枯かれ葉はたちがいろいろ大変な中で、景けい介すけも当初のヒロインポジションから徐々に主人公らしくなりつつ、ストーリーも佳か境きように差し掛かってきたような感じです。お楽しみ頂けたでしょうか。

　ちなみにこのシリーズは、一応、今のところ全六巻を予定しております。最後まで書けるかどうかは売り上げ次第というのがこの業界の常にして非常に世せ知ち辛がらいところなのですが……どうか皆さま、物語の完結にご協力くださればと切に願う次第です。

　続きとなる五巻はなんとびっくり一カ月後、八月の発売となります。三巻と四巻の間が四カ月開いた分、ちょっと頑がん張ばってみました。

　いや本当はまだ書き終わっていないので頑張るのはこれからなのですが。むしろ頑張るというか〆切とか〆切とか〆切とかがけっこうヤバい訳わけですが。藤ふじ原わら祐ゆうの明日あしたはどっちだ。

　次巻では、鈴鹿の一族のこと、枯葉のこと、景介のこと、いろいろ含めてすべての謎が明かされる予定です。どうかお楽しみに。




　ところで本の内容と全然関係ないのですが──この仕事を始めてから六年弱、毎日毎日パソコンの画面と顔を突き合わせていたせいで、今までずっと両眼一・五をキープしていた視力がついに落ちてしまいメガネを購入せざるを得なくなりました。人生初メガネです。

　いざメガネをかけてみると、たとえば眠い時に目をこするとか、頭痛の時に眉み間けんを押さえるとか、人生に絶望した時に顔を手で覆おおうとか、そういった普段何気なくやっていた動作の数々が両目の前に陣取ったレンズのせいでできないということに改めて気付きました。そしてそれに伴ともない、ひょっとしたら僕は今まで書いた小説の中で、メガネキャラにそういう動作をさせてしまっているのではないかという焦あせりに囚とらわれました。

　愚おろかにも今まで僕は、メガネキャラを描写する際、顔にメガネが乗っかっていることをそれほど意い識しきしていなかったのです。いや、もちろん頭では「そういう描写ミスがないようにしよう」と心がけていたつもりですが、ミスがないだけで微び妙みように不自然な描写になっていたかもしれない。リアリティが足りなかったかもしれない。なにせ僕はメガネのことをなにもわかっていなかったのですから。

　挙あげ句くの果てには、何な故ぜかメガネにやたらとこだわりを見せる椋くら本もとさんにいつも「メガネなんてどうでもいいじゃないですか」などと暴ぼう言げんを吐いてすらいました。正直すいません。でも「この子メガネキャラにしようと思うんですけどどんな感じがいいですかね？」と尋きいたのに「ノンフレームはこの前使ったから……」とか言い始めるのもどうかと思います椋本さん。僕が相談したのは性格です。メガネの種類じゃありません。




　……いい加減メガネメガネ書き過ぎて『メガネ』の文字がゲシュタルト崩ほう壊かいを起こしてきました。これ以上続けると語尾がメガネになってしまいそうですので、この辺でお礼関係に移りたいと思いますメガネ。

　担当佐さ藤とうさん、イラスト椋本さん、毎度のことながらお疲れさまでした。息つく間もなく五巻の作業に移行という感じなのが申し訳ないのですが、一緒に頑張りましょう。

　アスキー・メディアワークス各部署の皆さま、校閲さん、デザイナーさんなど、この本の作成に関わってくださったすべての方、そしてなにより読者の皆さま、ありがとうございます。本に限らずエンターテインメントというのは、最終的に手に取ってくださる方々によって初めて完成するものだと思います。どうかこれからも、僕らの仕事の最後の一ピースとして、商品を手に取ってくださると嬉うれしいです。仕事を手伝ってもらったことと引き換えに、僕らもあなた方に、心に残るなにかを差し上げることができていますようにメガネ。

　最後でいろいろ台無しだよ。ではまた来月。メガネ。


藤原 祐
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藤ふじ原わら祐ゆう

写真は竹筒の中に入ったアナゴ。以前、江ノ島水族館で撮影したものです。「あ、可愛い」と思ってシャッターを切り、一緒に行った人たちに見せたら「なにそれキモい」とこぞって言われ軽くショック。悔しいので著者近影にしてみました。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。重い腰を上げてン年ぶりにメイン絵描きソフトをバージョンアップしました。うああ…別のソフトみたいだ！（早くも挫折気味）










アカイロ／ロマンス４




白はく日じつひそかに、忘ぼう却きやくの








藤ふじ原わら　祐ゆう
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